
２０．　５．　８　はじめに

　平成２０年３月下旬。しがない物書きの私はある小説を上梓した。

真田左近／著

　『蒼空の零　ソロモン征空戦』（学習研究社）という架空戦記だが、この拙著の誕

生にはひとりの警察OBの存在があった。

　市民の目フォーラムの原田宏二代表だ。

　北海道警察に対する裏金告発の翌年と記憶しているが、私は原田代表とお目に

かかる機会に恵まれた。以来様々な御鞭撻に預かり、くだんの拙作に目を通してい

ただくなど御足労を請うた。

　恐れながら、我が心の本部長、警察の山本五十六だと思っている。

　実はかくいう私も元警察官である。

　平成９年春に地元の静岡県警警察官となり、交番をふり出しに署警備課員、すな

わち公安警察官として活動した。

　この間多くの方にお目をかけていただいたが、考えるところがあって自主退職の

道を選ぶ。

　平成１５年３月のことだ。

　あれから５年の歳月が流れたが、警察への思いはいまなお脳裏を行き交い、複

雑な念を催す。裏金のこと。月４５０時間に及んだ過酷な勤務。形式に囚われ、嘘

ばかりつく官僚警察官の跳梁。上に厚く下に薄い小役人ならではの処世術に長け

た、素晴らしい幹部のことなど――。有り体に言えば、抑圧的で時代錯誤、人を人

と思わぬ酷使と搾取が平気で罷り通る警察に憤りを覚え、烈火のごとく組織を飛び

出したのだった。

　ところで、最近の日本警察は末期的症状を迎えたらしい。

　二階級特進という手法を駆使して美談を作り上げ、子供をダシに使い、マスコミと

タイアップして理想的警察官像を捏造した練馬踏切事件。銃弾を浴びて倒れた警

察官を５時間も放置し、実力行使に躊躇し、世論を気にして執るべき決断ができず、

防弾楯さえ満足に並べられず、不必要な殉職者まで出し、世界中に恥を晒した長

久手立て籠もり事件。
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　見込み捜査の典型と言える志布志事件。被疑者取調の一部可視化が検討され

ているが、冤罪を払拭するにはほど遠い。

　警察庁が最も恐れるのは被疑者に余罪を無理やり押しつけ、検挙率を作為する

「数字のマジック」が破綻するところにあるのだろう。

　その一方で、警察の外郭団体が社会に広がり続けている。

　近年でも少年サポートセンターや駐車監視員制度、歩きタバコ禁止条例に伴う指

導員などが設けられたが、これらは警察の天下り先確保のための伏線と見る。

　ふりこめ詐欺防止を名目とする田舎芝居に興じ、「安全安心街づくり」と称して業

務の幅を広げ、戦力不足を招き、本来の職務が疎かになったのもそのことと無縁で

なかろう。

　否、私の目には栃木交番警察官連続けん銃自殺の遠因になったとさえ映る。

　そして、閉鎖的な官僚組織は叩かれれば叩かれるほど意固地になる。

　警察関係者による告発に対しても既得権が脅かされることに怯え、身構え、狼狽

し、激昂した挙句につまらぬ精神論に奔る。「あいつは裏切り者だ！」「市民オンブ

ズは警察の敵だ！」と声高に叫び、狂信的な教条主義に陥る。その歪んだ教義を

部下に押しつける。匿名の脅迫文を送りつけるようになる。そうこうするうちに世間

との溝が深まり、孤立し、最後は自分の首を絞めてゆく――。要するに、警察は上

九一色型カルト集団そのものである。

　エッ、なぜそんなことが分かるかって？　決まってるじゃないですか。僕は警察教

の元信者だからです。署内では「警察右翼」などと呼ばれてましたが、最近の僕が

すこぶるリベラルになったのは警察教のマインドコントロールが解けたゆえでしょう

（笑）。

　しかし、近頃は別の思いに駆られるようにもなった。

　「末期症状を呈する警察に効く薬が、どこかにあるだろうか……。ないだろうな。

あんなことをやってるうちは、事態が良くなるとも思えん」

　そもそも警察に正義を求めること自体、ナンセンスだ。愛媛県警の仙波巡査部長

の裏金告発を見れば明らかだが、世を憂い、不正を糾さんとする警察官を時期外

れな不自然きわまる異動にかけ、精神的陵辱を与えるためにけん銃を取り上げた。

周囲の警察官も自分たちの苦しみを代弁する者を応援せず、むしろ忌避し、見殺し

にした。昼食時に席を隣り合わせることすらしない。学校の先生や母親の顔色を見

る小学生と同じだ。

　さらにこうも考えた。

　「どんな言葉を尽くしても、俺の真意が伝わることはない。否、彼らは分かってい

ながら何もできない。全国の２６万警察職員のなかの一割でいい、一斉に立ち上が

ればあの腐れきった組織も少しはまともになるだろうに、その兆候が見られない。

行き着くところ警察の仕事を飯の種と思っているだけで、不条理にあがらう勇気が

ないのか……。あーあ、これじゃあ何を言っても無駄だよな。ふざけた体制を自分

たちの手でひっくり返す気がないんだから。もういいわ。警察のことなんて忘れよう。

これからはミリタリーノベルや歴史小説に、専念せっかなあ」と。



　ところがである。そう思っていた矢先に「市民の目フォーラム北海道」ホームペー

ジへの投稿を原田代表より依頼された。それも私がかつて属した警備公安警察に

関するものを、連載で取り組めという。寄る辺なき身を励ましてくれた警察の大先達、

その用命とあらば断わる理由もない。不束ながらお引き受けすることにした。

　なお、本投稿では公安警察の実情について様々な角度から検証し、多岐にわた

る問題点を指摘していく。サイクルは月１回程度、その時代錯誤で官僚的、欺瞞的、

内弁慶な性格を明かし、時に笑いを交えて記述する。情けない実態を白日に晒す

ことにもなるが、遠慮はしない。臭いものに蓋をする公安警察お得意の手法こそ、

意味を成さないからだ。

　追伸。この投稿を見て、青筋立てる公安もいることでしょう。「バカモーン！　ケイ

ビに３年しかいなかった奴が、何を言うかッ！」という絶叫も聞こえてきそうですが、

僕はまったく気にしません。そのエネルギーを、どうぞお仕事にぶつけてください。

　念のため申し上げておきますが、活動低調な老左翼を追っかけるのではありませ

んよ。保秘防衛とか言いながら、人工衛星みたくなるのも考えものです。ましてや

対象者とお風呂に入るなんて、論外ですわ。国家百年の計を見通し、先進国並み

の情報機関に生まれ変わる形をお忘れなく。

　何、できそうもない？　そんなもん、初めから無理に決まってる？　寂しいことを言

いなさんな。あっ、そうか！　協力者獲得作業が上手くいかなくなり、○特○般（マ

ルトク、マルハン。協力者のこと）も離れていくばっかりだし。もう怒る元気さえない

のか。

　仕方ないなあ。それじゃあ、僕の方からひとつプレゼントしてあげるよ。月々の物

謝ならぬ、とびっきりのものを――。公安パンチ！



２０．５．　８　第１回　警察学校

　平成９年４月――。うららかな春の日差しのなか、私は静岡県藤枝市にある警察

学校の門を叩いた。新任警察官としてはやや遅い２８歳ながら、緊張に身が締まる

思いだったことをいまも思い出す。

　警察官となる以前、私は自衛官だった。航空自衛隊２等空尉として千歳基地に所

属し、施設部門の小隊長職にあった。

　ではなぜ私は警察に転職したのか――。閉鎖的で社会との接点が少なく、生産

性に乏しい自衛隊基地。酒色に入れ込み、パチンコやギャンブルにしか生き甲斐を

見つけ出せない借財隊員がそこらじゅうにたむろする。いい大人を小学生並みに

扱う人事管理、服務指導。書類の５ミリ程度のずれをあげつらい、決済印があるだ

ないだのと騒ぐ幹部連。基地に飛び交うアメリカナイズされた用語。国軍とは似ても

似つかぬ集団に強まる一方の不満――。行き着くところ、自衛隊は自分が目指す

ものと相容れぬ世界だった。

　そこで思いついたのが、警察である。

「そうだ。警察には公安がある。あそこなら俺が望む世界があるかもしれない。北朝

鮮やロシアのスパイを捕まえるのも悪くないか……。よし、軍隊もどきの生活とはも

うおさらばだ！」

　そう考えた私は警察への転職を決意し、地元静岡に新天地を求めたのだった。

　ともかく、警察学校での新たな生活がスタートする。憧れの公安警察官を目指し、

希望に胸膨らませてというころだが、実際の私はその空気を吸うなり目まいを起こ

した。

「おいおい。また閉鎖空間かよ。それも人生二度目の……」

　大声を張り上げることと駆足、マニュアルの暗記しか行わない航空自衛隊幹部候

補生学校の生活が、脳裏に甦る。性に合わない規則づくめの環境に、人知れずへ

こんだ。

　入校式や身辺整理を終えるなり、座学が始まる。刑法、刑訴法を受講するも、や

れ共謀共同正犯だの犯罪の構成要件だのと、聞き慣れない専門用語が矢継ぎ早

に出てくる。法学部出身でないからよく分からない。面白くないからつい眠くなる。

　術科もいまひとつ。剣道。持久力がないからすぐバテる。けん銃。ガク引き（引き

金をガクッと引くこと）癖が直らず当たらない。苦痛が増す。

　だが、私には警察学校で唯一の楽しい時間があった。警備公安の授業だ。共産

党や新左翼（警察でいうところの極左暴力集団）、右翼、対象国である北朝鮮や中

国、ロシアの話が大好きで、こいつはいいやと引き込まれるように拝聴した。刑事さ

んを目指すほとんどの同期生はわけが分からないというが、その言い分こそ理解

できなかった。

「こんな面白い授業ほかにないじゃん。刑法や刑訴法の方がよっぽど味気ないら」

　と投げかけたが、誰も同意してくれない――。寂しかった。

　だが、そんな私を教官たちは見ていた。ある教官は、



「Ｋ巡査（真田の本名のイニシャル。以下これを多用する）は警備に向いていると思

う。ひと目で分かる」

　と言い、またある教官も君はいかにも警備っぽいと頭から決めてかかった。醸し

だす雰囲気や言動から、そう判断していたようだ。

　私が記す日誌もその根拠となったかもしれない。いま手にしてみると恥ずかしい

限りだが、その文面には「神州不滅」「八紘一宇」といった標語が随所に書かれ、

「ニイタカヤマノボレ一二〇八」「水平爆撃」なる言葉も躍っている。あたかも昔の軍

人のようだ。

　こういうこともあった。国際組織犯罪の授業と記憶しているが、外国人登録証を学

ぶためにサンプルを作成した。しかし、この時の私は、

「氏名：金日清こと金田正男。職業等：テロリスト。在留の資格：破壊工作」

　と書き込み、いかにもそれらしい顔を写真欄に描いた。これを見た教官は怒るわ

けでもなく、

「な、なんじゃこりゃ！？」

　と声を上げて笑い出す始末。感心したというより、呆れただけなのかもしれない。

　もちろん、あの時点で私が公安警察に就務する保障はなかった。それにはまず、

所属幹部による警備任用科（警備専科）受講への推薦が必要であり、本部公安課

長が催す面接試験にも合格しなければならない。本人の適性や熱意は無論、家族

や交友関係もこっそりと調べられる。受講できたとしても、人事異動の際に椅子が

空いていなければダメだ。要するに、当時の願望はすこぶる不確かなものだった。

　にもかかわらず、私は自分が公安警察官になるのは当然だと思っていた。警備

公安の仕事をするために自衛隊を辞め、警察に入ったのだからほかの畑に食指が

動くはずがない。またその目標があったからこそ、嫌いな剣道や刑法にも耐えられ

た。自身としては、ごく自然な流れにすぎなかった。

　ただし、私は従順な人間ではない。権威を振りかざす者や威張った奴を見ると、

無性に腹が立つ。警察学校での生活を回想しても、警備公安に対する疑念が早く

も芽生えていたように思う。

　具体的には警備実施（デモ隊規制などの警備業務）の授業でのことと記憶してい

る。そのなかで、教科書にゾルゲ事件の記述があることを見つけた。

　第二次世界大戦のさなか、日本軍がシベリアへの侵攻を企図していないことをつ

かんだソビエト赤軍情報部スパイ、ゾルゲ。この事実を本国に通報したことで極東

ソ連軍がモスクワ前面に移動、優秀な機甲部隊を先頭に嵐のごとく進撃するドイツ

軍を辛うじて食い止めた――。世界史を変えたとも言える大事件に、私は凄いです

ねと教官に投げかけてみた。

　ところが、教官は予期せぬ答えを寄越した。

「ゾルゲ事件？　そんな昔のこと、関係ないな！」

　四十絡みの警部補が醸すどす黒く、陰険な雰囲気。その細い目から放たれる冷

たく威圧的な視線――。思いも寄らぬ展開に、私は呆然と立ち尽くすほかなかった。



　それにしても、この教官の無知たるや超弩級だ。自分の不勉強を生徒が指摘した

と思い、苦し紛れに言ったのだろうが、その類まれなる警備センスには脱帽する以

外ない。諜報謀略活動（対日有害活動。いわゆるスパイ行為）の先駆的事例にして

外事警察（スパイや外国人の不法入国、不法残留の取締リを担当する部門。係は

ロシア、中国、北朝鮮、国際テロ対策の四つで構成）の必要性を示す事例にもかか

わらず、こういう教え方をするのだから。ちなみに、この人物は外事警察経験者で

ある。

　だが、捨てる神あれば拾う神あり。初任総合科（新任警察官を再教育する課程）

に再入校した時、新たな警備公安の教官が赴任してきた。ゾルゲの件でわだかま

りを抱える私は、この方も外事出身と聞いたので同じ質問をしてみた。

「ゾルゲ事件か？　お前はいいところを見ているな。それは凄く大事なことなんだ

よ！」

　まさに１８０度違う解答である。私は自らの視点が間違っていなかったことに安堵

するとともに、警備公安にも人はいるものだと感心したのである。

　以来、この教官はそれとなく私に目をかけてくれた。先に触れた日誌についても、

夷狄のスパイを見つけ出し、国のため人のためにお役に立ちたいと記したところ、

「是非ともスパイ発見を！」

　と通信欄にコメントし、

「警察官として公正中立な立場もお忘れなく」

　という御指導までいただいた。

　日誌の点検はクラス担任教官（警部補）、副担（巡査部長）が行うのだから、普通

ならありえない展開である。勝手な想像ながら、担任教官か副担あたりが、

「Ｋ巡査は警備に強い関心を持ってます。警備になりたいようなので、ひとつ見て

やってくれませんか」

　と親切心で頼んだのだろう。否、公正中立な立場もお忘れなくという言葉から察す

るに、

「たぶん彼は警察右翼です。危険ですから監視してください」

　と通報されただけなのかもしれない（笑）。

　なお、この教官とは警察学校卒業後もお会いすることがあった。私が藤枝警察署

警備課員となったのちに、自身が入手した警備資料を提供してくれたりもした。口

は悪いが話の分かる方で、厳しさのなかにも温情を感じさせる人柄だった。その教

えにいまなお感謝している。

　耳にしたところよれば、教官はその後警部に昇任なされ、静岡県西部地方のある

小規模警察署にて警備課長を務めたという。外事事件などで豪腕を振るったとも聞

く。軽輩の身が言うのも何だが、闘志溢れる上級の公安警察官だと思う。

　そして、私は本稿の筆を進めるこの瞬間に考える。

「警察組織の歪み、卑劣さに憤ってのこととはいえ、俺はあの方の期待を裏切った

のではないか。せっかく築いた師弟の関係を、無残にも壊してしまったのではいか



……」

　そう考えると、一抹の寂しさを覚えずにいられない。



２０．　６．　２　第２回　警察学校の対共産党教育

　ところで警察学校における警備公安上の教育で、最も重視されるものとは何か。

国際テロ対策か。北朝鮮、朝鮮総連関係か。あるいは特殊組織犯罪対策（オウム

真理教などカルト宗教の監視、摘発）か――。どれも違う。それは対共産党教育で

ある。

　有り体に言うと、私は警察を去るにあたり関連資料を返納させられた。机の引き

出しに入れたままのものや引き継いだ記録、シュレッダーにかけた書類も数知れな

い。すべての退職者が行うことながら、当時を知るよすがは記憶による部分が多い。

したがって本稿で示す原則論などは一字一句に正確というわけではないが、実態

に則したものであることは確かだ。もちろん嘘偽りなぞない。その点、あらかじめ申

し上げておく。

　早速当時を回想すると、授業で使う教科書を分厚く埋めていたのは、日本共産党

の記述だった。

　例えば「日本共産党に対する警察の立場」というものがあった。曰く、

　「過去にマルクス・レーニン主義にもとづく破壊的暴力活動を行い、現在も『敵の

出方論』に立った暴力革命方針を堅持している。警察は警察法第２条にもとづき、

公共の秩序を維持することを責務としており、日本共産党の動向に重大な関心を

払うのは当然である」

　「日本共産党の基本的性格」と称するものにも記憶がある。これは警察が古くか

ら温め続ける独自の解釈であり、公安警察が職務の正当性を示すためによく使う

言葉だ。要約すると、

・マルクス、レーニン主義にもとづく暴力革命を企図する

・革命によって恒久的な権力を確立するプロレタリア独裁を目指す

・国際共産主義勢力との連携のもとに遂行するプロレタリア国際主義を志向

　以上三点が共産党の性格として認められるとする。

　またこれらを実行するには、まず民主連合政府（民族民主統一戦線。野党や与党

政権に反対する勢力を広く結集したもの）を樹立し、のちに労働者階級の一党支配

であるプロレタリア独裁政権に移行するという説明がなされていた。いわゆる二段

階革命論だ。

　あの時の私は大変な左翼嫌いであり、その存在自体、国を脅かす逆賊だと考え

ていた。ゆえに教官が説く理論を難なく受け入れたのだが、一方で少なからぬ違和

感も覚えた。

　「マルクス、レーニン主義にもとづく暴力革命？　日共は、確か昭和２０年代後半

に戦術転換したよな。武装蜂起の失敗から極左冒険主義という総括がなされ、合

法活動に移行したはず。プロレタリア国際主義？　いつの時代のことだ。ソ連はとっ

くに崩壊しとるし、その前提条件が崩れている……。ちょっと、大袈裟じゃねえだ

か？」

　教科書も冒頭に外事警察が来るかと思いきや、実際は共産党。次に極左暴力集



団。外事は後ろの方で、北朝鮮や中国に関する記述が少ない。編集が間に合わな

かったのか、オウム真理教はプリントのみでの学習。危険性に応じた優先順位の

つけ方が倒錯していると感じられた。

　さらに共産党は３０万を越える党員を擁するので、最も危険な対象団体だという。

　「そうか。ならば、一向宗（浄土真宗）はどうなんだ。戦国時代には織田信長や上

杉謙信と血で血を洗う激戦を演じたが、いまさら蓆旗を押し立てて一揆でも起こす

というのか？」

　そんな疑問が心に渦巻いたことも確かだ。

　かくなる対共産党教育だが、その亡霊的教義はまだ生きている。分量や順番に

変遷があったとしても、根本的な変化はないようだ。

　それでは、なぜ警察は共産党を敵視するのか。半世紀前の手法を、どうして後生

大事に温め続けるのか――。警察組織への送り込みと警察職員の抱き込み、獲得

を警戒しているからだ。

　その証左のひとつに、警察官採用試験に伴う身元調査がある。

　簡単に言うと、これは受験者の経歴や素行、交友関係などを把握する業務だが、

なかでも重視されるのは政治的思想の有無である。これを専門用語で「トクチョウ」

という。この際、三親等以内に共産党や新左翼関係者がいれば間違いなく不採用

となる。

　なお主管は警務部門（企業の総務人事に相当）となるが、警備資料（かつての

ファイル。Ｆ。警備対象者の人定事項や活動歴などを記録したもの）を確認し、受験

者の出身校に出向くのは警備課員である。補助者ながら私はこの業務に携わった

のだから、公安お得意の嘘は一切通らない。

　加えて重要なものがひとつ。「タイマル」だ。

　細部は別項に後述するが、これは不穏動向が見える警察官を尾行し、監視し、あ

ら捜しをする行為である。陰険で当事者警察官の人権を著しく侵すタイマルだが、

ここで留意すべきは左翼にシンパシーを持ち、マスコミに警察組織の問題点を訴え

る者に対して始められた点だ。

　なお、警察がトクチョウやタイマルを正当化する文言がある。それは「日本共産党

の警察対策」と呼ばれるものだ。要点を抜粋すると、

警察対策の狙い

・警察内部の上下離間、警備公安警察の孤立化を図るなど警察規律をかく乱させ

る

・破防法、警職法、公安条例、国家公務員法、地方公務員法など一連の治安関係

法令は違憲であるとする日共流の憲法論の世論化、判例化を進めて警察の取締

力を弱める

・警察官労組を結成することにより、警察の一体的な活動を阻害する

・警察の中立性を盾にとって、大衆闘争、労働運動等に伴う違法行為に対する取

締りを妨害する



警察対策の態様

・警察組織への潜入、獲得工作

・警察職員とその家族に対する接近、引寄せ活動

・警察職員に対する労働組合結成の働きかけ

・「警察対策」推進の基盤となる情報資料の収集、調査活動

・警察の執行任務に対する「抗議」行動

　要するに共産党が警察組織を弱体化させ、赤色暴力革命を行ううえで有利な条

件を作為しているというのである。

　ここで気になるのは、警察官労組に関する記述だ。

　私が見るところ、組織的裏金作りや過重労働などの問題が起きるのは、警察に

労働組合がないところにひとつの原因があるように思う。外国の警察にはごく当た

り前に労組があり、団結権どころか団体行動権まで認められるケースも珍しくない。

現にイギリスの警察官は労働条件の改善を巡りデモまでやる。

　にもかかわらず、日本警察は朱子学的幕藩体制を頑なに守ろうとする。それが、

あたかも美しいものであるかのごとく――。そんなに政治的中立が大事と言うなら、

政党色のない労組を創設すればすむことではないのか。

　またこの手のマニュアル暗記なくして試験に合格できないとすれば、学習組とや

らに支えられたどこぞの半島国家と大差ない。排他的で支配者に都合のいい教条

を鵜呑みにさせるのだから。

　それどころか共産党関係者のなかには、濡れ衣を着せられて懲戒免職に追い込

まれた元警察官の救済活動に奔走する方々がいる。酷使と搾取にあえぐ警察官の

相談に真摯に取り組む人も珍しくない。この事実を知ることになった私は、「共産党

＝警察の敵」だとする警備公安流の図式があまりに短絡的だと気づかされたので

ある。

　行き着くところ、警備公安が説く日本共産党の警察対策とは警察上層部の支配

体制を正当化するお題目にすぎない。ありもしない二段階革命の危機を訴え、その

脅威を声高に、脳内妄想的に唱える。　言うなれば「ひとりハルマゲドン」だ。実際

には裏金や不祥事、待遇に関する内部告発を封印するための願望の表れなのだ

ろう。

　ところで警備公安警察を頭ごなしに批判する某知識人が、ある時こう尋ねてきた。

　「公安は鉄のように結束が固い。きっと、理論武装が優れているからじゃないか」

と――。

　だが、私はそんなことはないと答えた。日本共産党の基本的性格や警察対策な

ど、公安警察の理論はどれも底が浅く、西洋史などの基礎知識が乏しいうえに時

代錯誤もはなはだしい。高度なインテリジェンスがあるとは、到底思えない。針小棒

大な空論を内弁慶に叫んでいるだけだと申し添えた。



　では、あの極端なスタンスを生み出す源とは何か――。それは警察学校の生活

環境にあると考える。

　先述したが、警察学校は典型的な閉鎖空間である。世間との関係が希薄で情報

が不足、テレビを観る時間がない。平日は外出もままならない。そんな居住環境で

同期生と同じ釜の飯を食い、寝起きをともにすれば強い仲間意識ができる。警察独

自の反共イメージを植えつけるには、またとない好機なのだ。

ちなみに、警察学校生徒が真っ先に暗記させられるものがある。「警察職員の信

条」だ。

１　警察職員は誇りと使命感をもって国家と国民に奉仕すること

２　　〃　　　人権を尊重し、公正かつ親切に職務を遂行すること

３　　〃　　　規律を厳正に保持し、相互の連帯を強めること

４　　〃　　　人格を磨き、能力を高め、自己の充実に努めること

５　　〃　　　清廉にして堅実な生活態度を保持すること

　この五箇条の御誓文、かつては頻繁に唱えたことだ。外出直前の金曜日の夕方

に武道場に整列し、大音声で斉唱したのもいまは昔である。

　だが、このやり方こそカルト集団が行う手口ではないのか。外部との接触を避け、

柵のなかに籠もり、その内側でしか通用しない教義を狂信的に唱える。閉鎖的で抑

圧的な空間が脳に抽象論を刷り込ませる。山梨県旧上九一色村のサティアンで繰

り広げられた世界と、似たか寄ったかだろう。

　また、勉強のできる人は得てしてカルトにはまりやすい。オウムに一流大学出身

者や学者の卵が数多くいたことを取ってもそれは歴然だが、現に若い警察官には

学業優秀な人が増えた。言い換えれば、これはマニュアルの暗記を得意とする者

が大量に採用されたということでもある。

　しかも彼らは性格が素直。裏金や労働基準法を逸脱する扱いを受けるなど、思っ

てもみないことだろう。否、報道で既知であったとしても警察の教えを疑うことなく、

無条件に受け入れるに違いない。それゆえ一線（実務を行う部署。警察署など）に

卒配されるや、絶望を深くするのである。

　しかし、マニュアルで優れた警察官は育たない。それを暗記したところで、実務に

役立つとも限らない。警察庁が上意下達に発する原則論に頼りすぎると、想定外

の事態に立往生してしまうからだ。むしろ大事なのは現実的で能率的、臨機応変な

教育方針ではないだろうか。

　今月の結論。警察職員の信条なんてもうやめろ。日本共産党の基本的性格や警

察対策も野暮すぎる。せっかく全生徒を集めるのなら、こんな歌を斉唱すればいい。

♪チョウボ、チョウボ、チョボ、チョボ、チョウボ、裏金帳簿～

ソンシ、ソンシ、ソンシ、ソンシ、ソンシツ、国庫の損失～♪



　こういうものをレコーダーに吹き込み、日夜聞くも良し。

　仕事するぞ、仕事するぞ、仕事するぞ、仕事するぞ

　警察に入れて嬉しいなあ、警察に入れて嬉しいなあ

　こんなのはどうだい。学校長の号令一下、教官も生徒も一心不乱に叫ぶだよ。

「警察、最高ですかあ！」

「最低でーす！　最低！最低！最低！」

　ちと古いかのう？（笑）



２０．　７．　４　第３回　地域警察官

　平成９年秋。警察学校初任科を終了した私は、警察の最前線とでも言うべき一線

署で勤務することになった。そこは警察学校と目と鼻の先にある静岡県警藤枝警

察署。署内で数日の教育を受けるなり、ＪＲ藤枝駅南側を管轄する高洲交番という

ところに配置された。

　当然のことながら、交番では警察業務の基本を学ばせていただいた。慣れぬ勤

務に戸惑うこともあったが、各種盗難の被害届や見分、物損事故の処理、巡回連

絡などをひととおり研修。初任総合科（旧、現任補修科）での再教育を終えるや、ひ

とりの地域警察官として街頭に立つことになる。平成１０年夏のことだった。

　ところで、交番勤務員となった私はどの業務に力を傾注したか。昼は巡回連絡。

夜は交通取締りだった。

　北川式検知器を用いた酒気帯び運転検挙、信号無視や一時不停止、シートベル

ト（○を付けるところは５箇所だっけ？）の取締り、駐禁標章（駐車違反車両に装着

する黄色いステッカー。プラスティックの輪をドアミラーにガチガチッとはめる）の取

り付けなど。交通課取締係の人に「青年巡視員」と揶揄されたくらいだから、典型的

な交通検挙主義者だったと思う。

　それでは、なぜそんな職務スタイルとなったのか。泥棒を捕まえることに、どうして

熱心でなかったのか。答えは簡単。実績低調者になりたくなかったからだ。

　この背景には警察のノルマが存在する。刑法、特別法犯検挙や交通取締り、警

察官募集に広報活動、そして警備公安警察の協力者獲得作業など、彼らの仕事

はどれも上意下達に設定された数字をクリアーするよう仕組まれている。「管理目

標」「努力目標」という名のすり替えこそ行うが、これは事実上のノルマにほかなら

ない。

　交通取締りを例に採れば、まず関係予算が県費などより示達される。それをもと

に本部交通指導課が全体計画を策定、違反項目ごとの件数を各所属に指令する。

「あんたの署は信号無視３００件だよ」「君のとこは一時不停止４００件ね」。そこで

各所属は年間取締計画を作成し、将軍様のお導きで成り立つどこぞの半島国家の

ごとく、一丸となって集金活動に励む──。大まかに言えばこんな流れだ。

　実のところ、地域警察官にとって交通取締りほど手っ取り早い検挙はない。ほと

んどが継続的な捜査を必要とせず、その場限りの仕事であり、手間を省ける。件数

を多く稼げるどころか、上手くすれば所属長賞をもらえる。勤勉手当の査定も良くな

る。少なくとも青切符（反則金の納付書がセットになった切符。違反者に交付する一

枚目が青色）月１０件もあれば、怒られることはない。

　その一方、刑法犯検挙に主力を置くとコンスタントな数字は残りにくい。職質（職

務質問のこと）で検挙したとなれば成果は大きいが、しかし空振ったら大変だ。月

報（地域警察官が月ごとの活動結果を集計し、提出する一覧表）に空白が目立つ



こととなり、実績低調者の烙印を押されかねない。

　そもそも地域警察官というものは、一定の実績を残さなければ叱責を免れえない。

地域課長あたりに「お前は酒気帯び検挙が少ない！」とか、「何で切符を切らない

んだ！」と罵倒される交番勤務員を見かけるのは、署の日常的光景。警察の風物

詩とでも言うべきものだろう。

　否、その程度ですむならまだいい。著しい不振ともなれば県警本部に呼ばれ、あ

れやこれやと詰問される。超過勤務手当（時間外勤務手当。企業の残業代に相

当）を減額されるのは当然として、県東部に異動したかと思えば二年後にはその真

逆の、西の端に飛ばされることもある。名づけて振り子警察官。「おまん、さっさと警

察辞めんさい」と言わんばかりの人事だ。

　もちろん実績低調者にも非はある。警察部内で指摘されることだが、彼らは勤務

意欲に欠け、責任感が乏しい。働きが悪くてズボラ、そのくせ口だけは達者な輩も

いる。

　いつも在所しているくせに帽子を被り、外から帰ってきたことを装う老警部補。た

まに巡回に出ても行った先で油を売り、警察にとって貴重このうえない時間というも

のをわざと浪費する。１日の取り組みがわずか２件。にもかかわらず、本署にＦＡＸ

送信する日報に２０件などと嘘を書く。人呼んでオジイ。

　あるいはタレ（被害届の隠語）１０件ほどを引き出しに入れたまま、いつまで経っ

ても処理しないバイアグラ愛好家の巡査。自転車盗を申告する住民をカウンターに

待たせ、認知票（刑事課の端末に入力するための部内書類）を書く事案逃れの巡

査長など。

　あまり言いたくはないが、私の周囲にもそんな交番勤務員がいたことは確かだ。

　ただし、地域警察における活動スタンスに弊害があることも事実だろう。大方の勤

務員は交通検挙ばかりに目が向き、刑事的視点で職質をしなくなり、内容よりも数、

上っ面の仕事に明け暮れる。市民の方を向いていない。それどころか頻繁な交通

取締りで反感を買い、協力を得られなくなる。ために重要犯罪が解決しない。また

それがゆえに、警察に対する風当たりは強くなるばかり。

　このスパイラル現象は、国民との意識が乖離している部分で「ＫＹ」とも言える。早

い話、警察はＫＹ集団なのだ。

　あ、念のため申し上げておきますが、これは「空気読めない」という意味だけじゃ

ありませんよ。「警察歪む」と書いてＫＹとも言うのです。ついでに性犯罪を起こした

警察官は「警猥」。裏金をガッツリ食った幹部なら、「警穢」ですかねえ。

　エッ、何なに？　ＫＹはお前のことだって？　まあ、失礼な！　市民をないがしろに

してるくせに、よくもそんなことが言えますね！

　いや、ちょっと待てよ―─。真田は途中で「警察辞めました」──。

　やはり、某のことですかのう（笑）。

　なお、私が交番時代に重点を置いたものがもうひとつある。警備公安の注意報告



だ。

　この注意報告とは地域警察官が特異事象を察知した時、本署の専務（刑事、生

安など内勤）に提出する書類である。警備公安のそれは対象者の自宅や関係施設

を視察し、駐車車両をチェックするのが一般的で、地域課デスクの点検を受けたの

ちに警備課へと回送される。と言っても罫線の入ったＡ４の藁半紙に数行、５Ｗ１Ｈ

の原則にもとづき書き込むメモに近いものだ。

　ただ私が周囲と異なる点があったとすれば、街頭で目にするありとあらゆるもの

を警備的視点で捉えていたことだろうか。

　例えば巡回連絡の際に、スピリチャルで怪しげな看板を掲げる家屋を目にしたと

する。もしかすると、カルト信者の溜まり場なのかもしれない。共産党のポスターを

専用掲示

　板に貼る家は党員の可能性がある。夜中にしんぶん赤旗を配る人もまた同じ。

　この手の事象を目にするやいち早く報告したわけだが、これが時に思わぬ成果を

生む。警備課員による継続捜査でのちに新規共産党員と判明したり、特対情報（カ

ルト宗教に関する情報）として資料化されたケースが一度ならずあったからだ。

　こんなこともあった。ある当直明けに警備課を訪れた私は、警備課長より幾ばくか

の仕事を依頼される。それは、某公務員組織に関する内部情報の入手だった。

　後日くだんの注意報告の用紙に数枚、書面化して提出したのだが、その内容が

本部外事課を経由し本庁申報（都道府県警警備部より警察庁に報告される重要情

報）となる。警備公安の経験があろうはずもない新人には名誉なことながら、あの

時、公安警察官としての資質を試されていたに違いない。

　先述のとおり、私は窮屈な環境が性に合わないタイプである。硬直した規則や非

実戦的なマニュアル、高圧的で筋の通らぬ命令に強い反感を覚える。そのうえ剣

道のような持久力を要する運動が大の苦手。当然ながら警察学校での成績は振る

わず、卒業順位も中の下といったところだ。

　にもかかわらず、そんな劣等生を評価する向きがあった。平成１１年末には地域

警察官としての総合成績を評価され、藤枝警察署の年間表彰に浴する。

　大した仕事をしたわけでもなく、実際には失敗と苦闘の連続にすぎなかったが、

いまにして思うのはブロック班（隣接する複数の交番にて構成されるグループ。夜

間警らなどを共同で行う）の諸先輩、取り分け巡査部長クラスに恵まれたことであ

る。不埒な警察組織にありながら自らの仕事に誇りを持ち、真摯に取り組む先達に

学んだことは少なくない。そのことには、いまなお感謝している。

　そしてこの年の秋。祈願してやまなかった公安警察官への道が、にわかに開か

れることとなる。それは警備任用科への入校だった。



２０．　８．１２　第４回　公安警察官への登竜門　警備任用科

　私が静岡県警に転職して以来の宿願、警備公安警察入り。

　その登竜門の通過が現実味を帯びてきたのは平成１１年夏の頃、職場である藤

枝警察署高洲交番にひとりの私服警察官が訪ねた時だった。

　その人物とは署の警備課長である。

　連絡簿（案内簿。巡回連絡の際にまとめるＡ５サイズの用紙を茶色い厚紙のバイ

ンダーで綴じてある）の照会を名目に来所した警備課長は、私にこう尋ねてきた。

　「Ｋ君。君は本当に警備専科（警備任用科）へ行く気があるかね」

　唐突な問いに驚きを隠せなかった私だが、間髪入れずに答える――。もちろんで

す、と。

　警備課長や地域課長らに訴え続けた公安警察官への昇格。

　その必須条件となる警備任用科の面接試験を受験する意思があるのかどうか、

念押しされたということである。

　実のところ、署内には警備課員になると見られた候補がほかにもいた。

　先輩で拝命時期や経験などが一歩も二歩も先んじており、下馬評でもこの方が

確実視されていた。

　が、実際に白羽の矢が立ったのは私だった。

　選考した幹部に直接聴いたわけではないが、前職が自衛官であり身元が確かで

あったこと、地域課での活動を幹部に評価されたこと、先述した警備課長の宿題に

予想以上の結果を出したこと。

　これらの要件が決め手になったと思われる。

　しばらくして、警備部公安課が主催する面接試験が行われた。

　会場に充てられた県警の本部庁舎を訪れるや、ここで予期せぬ幸運がもたらされ

る。

　主任試験官である当時の公安課長の参事官は前年度の藤枝警察署長だったか

らだ。

　「何だＫ。お前が来るとは思わなんだな！」

　公安課長が開口一番に発したこの言葉も、つい昨日のことのように思い出される。

　余談になるが、この公安課長は私に目をかけてくれた警察幹部のひとりである。

　例えばお盆の前後に本署で出会わせた時、「お前、夏休み取ってないだろう。少

しは休めよ」と声をかけてくれた。

　実はくだんの公安課長、仕事に厳しいことで有名だった。

　それは公安課補佐を務めていた頃からの定説であり、かつて机を並べた人たち

が異口同音に言っていた。

　報告を怠った交通課巡査部長を署長室に呼び出し、怒鳴り声を浴びせていたの

を私も現認したくらいだから。

　ましてや警察は勤務員を牛馬のごとく扱う世界だ。



　労務管理という言葉なぞ存在しないに等しく、とりわけ若い警察官が休暇を取る

ことを良しとしない。

　わずか１日の代休であっても、渋い顔をされるものだ。

　にもかかわらず、厳格このうえない公安課長は一介の交番巡査である私にじきじ

きの温情を示した。　「お前休めよ」という言葉に恐縮したのは言うまでもないが、畢

竟この良好な関係が重要な意味を持ってくる。

　くだんの面接では「日本共産党の基本的性格」など定番である諸原則の質問は

一切なく、和やかな雰囲気に終始。

　事前の準備も不要と思えるほどの、あっけない幕切れだった――。もちろん合格

である。

　つまるところ、私の警備任用科入校は面接を行う前の段階で決まっていたのかも

しれない。

　回送された書類を目にした公安課長が、ほかの試験官に、「このＫというやつは

俺が藤枝署長をやった時の署員だ。ひとつ面倒見てやってくれ」などと指示を発し

た可能性もある。

　その一方で、私はある事実に気づかされる。

　警備公安の一翼を担うべき身でありながら組織の要である公安課長の意に沿わ

ず、結果的にその期待を裏切ってしまったことだ。

　警察学校の警備担当教官や推薦してくれた警備課長など、幾人もの恩人に感謝

の念を抱きつつも袂を分けた人生。

　我ながら複雑な思いに駆られる。

　そして１０月。面接試験を無事通過した私はついに警備任用科を受講することに

なった。

　その舞台は所属と目と鼻の先の警察学校、学び舎の門を再びくぐったのである。

　２週間に及ぶこの入校では十数名の若手警察官が県内より参集した。

　１０年近い時が流れ記憶も定かでないが、階級構成は巡査部長が半分前後、残

りが巡査長だったと思う。

　主流は平成７、８年拝命の人たちで２０代後半が多数。

　言い換えると、警察学校初任科の期が最も新しいのは私だった。

　この人たちが抱く警備公安への思いは様々だった。

　公安課作業班（俗に言う裏公安）の補助をしていた県機隊員（静岡県警警備部直

轄の機動隊隊員）など意欲満々な方がおれば、半信半疑で参加した向きもあり、な

かには職場のおつき合いで仕方なく受講した人もいた。

　ただ一般的傾向としては警察学校での成績が良く、学業優秀で、性格的に公安

警察官向きだと見た同じ署の警備課員に声をかけられたというパターンが目立つ。

　共産党や過激派を視察する左翼部門の希望者がほとんどで、外事志向の人間

なぞ私くらいのものだった。

　ちなみに公安警察を自ら志願する警察官は、組織にとって必ずしも喜ばしい存在

ではないらしい。元沖縄県警公安警察官、島袋修氏によれば、左翼などが送り込



むスパイの可能性があるというからだ。

　事実、警察官採用時には公安が本連載の第２回「警察学校の対共産党教育」に

て取り上げた身元調査、トクチョウを行っており、裏公安にはタイマルと称する警察

内部のスパイを摘発する業務があった。

　ということは、売れないミリタリー作家に転落したとある元公安警察官もその口に

なるのだろうか――。

　ウーン、永遠の謎ですな（笑）。

　ところで、警備任用科の講義とはどのようなものか。

　分野ごとに列記すると共産党、新左翼（極左暴力集団）、右翼、外事、オウムなど

カルト宗教、警衛・警護、災害対策。

　が、その大半は警察学校初任科授業内容に少し肉づけした程度で、警備情勢全

般を概括するにとどまっていた。

　現場３原則、文書４原則（だったかいな？）、「ヨモツシコメモ酔って寄り道、体に悪

い」など公安お得意の原理もあったが、その中身たるや実務と相容れない空論の

性格がある。

　そうでなくとも仕事を通じて覚えてゆくものだ。

　要するに官僚的な枝葉末節論であり、のちに述べる内容とも重複するため、ここ

では割愛させてもらう。

　ただし、本専科の主管部署である公安課指導班だけは説明する必要がありそう

だ。

　この公安課指導班とは、公安課作業班や署の警備課公安係が行う協力者獲得

作業（別名「作業」。　スパイを獲得すること。以後これを多用する）を統括し、それ

にまつわる警察庁警備局への報告事務に携わり、集合教育や巡回教養を実施す

る。

　きわめて小規模な部署ながら（当時は専属の補佐の警部が１名、その下に東、中、

西部各１名の係長警部補、計４名で構成されていた。

　のちに係長を県東半部１名、西半部１名に縮小）、各警察署の警備課の左翼作

業について対象者（この場合は警察側のスパイとして目星をつけられている者、も

しくはすでにスパイ運営されている者）との接触計画を点検し、結果を細部にわたり

聴取するなどのきわめて強い権限を持っていた。

　部内では「指導」、あるいは「デスク」と呼ばれていた。

　このセクションが直に指導担当するものとして、まず尾行訓練があった。

　これは公安課作業班員を対象者に見立て、学生４人１組が尾行する形で行う。

　警察学校にほど近いＪＲ藤枝駅を訓練の場とし、対象者の動きに合わせた臨機

応変さと尾行が相手側に気づかれた時の抗議牽制への対処要領を学ぶ。

　次に印象深かったのは資機材講習だった。

　秘匿撮影に用いる写真機内蔵のビジネスバックや数百メートル先も見通せる望

遠ビデオなど、スパイ道具とでも言うべき品々を展示説明された。

　なお、公安といえば真っ先に連想される盗聴機材については紹介されなかった。



　日本共産党国際部長宅における盗聴事件（１９８６年）を見れば明らかなとおり、

かつての警備公安はこの種の業務を頻繁に行っていたが、現在はほとんど実施し

ていない。

　少なくとも私は盗聴に従事した経験がなく、周囲もそれに取り組んだ形跡がな

かった（通信傍受法を活用すればできないことはないが）。

　さすがに、こうした違法な捜査に使う道具をこれから公安警察官になろうとする人

間に見せるのは、はばかられたのかもしれない。

　他に記憶しているものに寸劇がある。

　これは学生が公安警察官、作業班員が民主青年同盟（共産党の青年部門）の活

動家に扮し、デモ視察中に抗議牽制を受けた際の防衛要領を学ぶものだ。

　細部は失念したが、まずトラブルが起きた現場からの離脱を図り、それが不可能

ならば「ここは公道だ。どこにいようと勝手じゃないか」などと言ってはぐらかす。

　なお食い下がる相手には警察手帳を提示して、「これ以上騒ぐと公務執行妨害の

容疑で検挙する」と警告。

　と同時に、本署に応援を求める。こんな流れだったと思う。

　それにしてもこの公安警察の王道を行く訓練、全国の警備任用科にていまでも命

脈を保っているのだろうか。

　そもそもいまの民青に、警察官に食ってかかる元気なぞあろうはずがない。

　この手の抗議に訴える可能性はきわめて低い。新左翼についてもほぼ同様。

　ひと口に言えば、時代錯誤な訓練ということだ。

　否、こうした違法捜査が訴訟か証人喚問にでも発展しようものなら、当事者警察

官は十中八九、退職に追い込まれる。

　内弁慶で保身に奔る警察上層部がトカゲの尻尾切りに躊躇しないゆえだ。

　とすれば、この手の教育を受けたところで自分の身は守れない。

　どうせクビになるのだから、やったところで意味がない――。

　税金の無駄使いだと酷評された国土交通ミュージカルと、何が違うというのか？

　最後に、警備任用科で机を並べた人たちのその後について。

　９年の歳月が流れた現在、お会いする機会もなくなったが、それぞれに御活躍の

ことだろう。

　なかには警部に昇任して本部補佐を務める方もいるらしい。

　人生色々、ケイビも色々！しかし、この同期生には不思議な因縁がある。

　警備公安部門における定着率が不自然に低い点だ。

　例えば藤枝警察署の隣りにある某署については、２名が短期間のうちに入れ替

わった。

　私と同時期の平成１２年春に警備課員となった巡査長が、病気理由で１年後に交

代。

　が、その後釜の方も半年経つか経たぬうちに留置管理係へと署内異動した。

　詳細不明なるも、上司とのあいだに軋轢があったとも聞く。

　それだけではない。他の中部地方の署にも１年で交代した人が２名いる。



　そのうちのひとりは、安倍川河川敷で２ヵ月に１度行われる方面機動隊（警察署

の機動隊。県機のような専従の機動隊でなく、地域、交通、刑事ら各課員を抽出し

て編成）の訓練で顔を会わせた際、「今度、地域に戻ったんですよ」と告げた。

　あの時のどことなく寂しげな表情がまぶたに焼きついている。

　そうでなくとも刑事などに畑を変えた、あるいは警備公安を希望せず地域に残っ

たケースが３例あった。

　警備任用科の有効期限が５年であることを踏まえると、彼らが公安警察の仕事に

従事する可能性はゼロだ。

　行き着くところ、専科同期の警備公安定着率は５割前後だろう。

　私が知る限りの感触にすぎないが、実際はさらに低いのかもしれない。

　つまりは、使い捨て――。ケイビって、本当に人を育てるのが上手いよなあ！

　ん、何なに？　肝心なやつをひとり忘れてないかって？

　警察の実態に憤りを覚え、あんな馬○（今年の春、浜松東署警備課長から本部

外事課補佐に舞い戻ったゴマスリ○鹿小役人、Ｓ警部とは言ってないよ）の下では

働けぬと激怒して組織を飛び出した人物？

　さあ、誰でしょうねえ。たぶん、「左に近い」元公安のことじゃないの（笑）。



２０．　９．１２　第５回　警備課

　警備任用科を修了して半年近く経った平成１２年春。

　私は、交番からの署内異動で藤枝警察署警備課に配置された。

　静岡県警の門を叩いて丸３年、ここにひとりの公安警察官が誕生したのである。

　青雲の志を秘めてスタートする警備課勤務だったが、実のところ戸惑うことも多

かった。

　その原因は、地域警察との業務スタイルの違いにあった。まず驚いたのが書類

の多さだ。

　スチールロッカーには数百もの簿冊がところ狭しと並び、どの引き出しにもファイ

ル（警備資料）がぎゅうぎゅう詰めとなっている。

　意味不明な書類は山ほどあり、棚の奥には昭和３０年代の記録も埋もれていた。

　警備課新人がお決まりとする庶務係を命じられた私は、これらを把握するだけで

もひと苦労だった。

　署内文書も相当な量だ。通達や配布物、交番から提出される注意報告など、２０

数種類、手づかみして厚さ５センチ前後の紙が毎朝送られてくる。

　そのうえ警備部各課からのメールや逓送書類（本部と各署とのあいだで定期的に

送受される警察専用の文書）も盛り沢山。

　受理番号をつけて回覧し、コピーし、必要なものは関係部署に連絡。

　決裁が終れば項目ごとに整理保管する。それだけで半日近くすぎてしまうことも

あった。

　そうこうするうちに不可解な書類と出くわす。

　県警本部各課の室内を模写し、内線番号と担当者を記した表がどの所轄警備課

にも備えてあるが、その一部は名前の欄が空白になっている。

　存在するにもかかわらず存在しないがごとき幽霊セクション。

　これが俗に裏公安と呼ばれる公安課作業班と知るのは、少し先のことだ。

　協力者獲得作業で用いる報告書もわけが分からなかった。

　そこには、漢数字に丸をつけた文字が幾つも踊り、対象者との会話とおぼしき部

分に○や×、△が頭づけしてある。

　作業符号と呼ばれる警備公安独自の暗号だった。

　そのなかのひとつ、○十（マルジュウ。丸に漢数字の十。民主青年同盟のこと）を

見た新人が、「何だこりゃ。島津の家紋か！？」と叫んだという語り草も、故なきこと

ではなさそうだ。

　否、警備公安の仕事は机を離れてからが本番だ。

　協力者獲得作業や○特（マルトク。丸に漢字の特。すでにスパイ運営されている

警備対象者）との接触、連絡など。

　重要とされる職務は、得てして夜間に行われる。

　さらに、左翼やカルト宗教の集会が開かれる土日は視察に当てられる。

　その目的は対象団体の活動実態を確認するとともに、新規把握（未把握の構成



員を発見すること）に置かれていた。

　そして、私はある事実に気づいた。書類にまみれ、書類にうずまり、書類に溺れる。

　意味不明な専門用語に悩まされるカルチャーショックな生活。

　そのうえ労働時間は長い。２割か３割取得するのがやっとの代休。

　若い警察官が休むことを良しとしない歪んだ職場。仕事に追われる疲労困憊の

毎日。

　にもかかわらず、捜査でトラブルに巻き込まれ、訴訟に発展しても組織は現場警

察官を守らない。それどころかすべての罪を押しつけ、トカゲの尻尾切りよろしくク

ビにする。

　それも、実績を上げろあげろと煽っておきながら――。

　行き着くところ、公安警察官が週５日、定時定刻にのみ勤務するお気楽公務員と

はまったく異質な職業であることを、入門間もない段階で知ったのだった。

　ところで話は一変するが、実際の警備公安警察をリアルに描写した刑事ドラマと

は何か。

　警察のなかのエリート集団。

　アンタッチャブルなスーパーデカが派手に立ち回り、いかなる難事件も鮮やかに

解決。

　優秀なキャリア官僚の指揮のもと、凶悪きわまるテロリストを次々と検挙。

　精強無比の特殊部隊、ＳＡＴ。

　良い子のみんなを守ってくれる正義の味方――。

　交番巡査の経験しかないくせに「ケンカが強ければいい公安になる」とのたまう元

警視庁警察官が好きそうなドラマのことだが、これは脳内妄想にすぎない。

　実際の公安はそれほど優秀でなく、地味で目立たず内弁慶。

　まして暴力に訴えるなど、９９・９パーセントありえない。

　あさま山荘事件を扱った某映画は、機動隊や警備実施の実情を比較的克明に再

現しているが、幾ばくかの誇張も見える。

　行き着くところ、私はそのものズバリな刑事ドラマを観たことがない。

　どれも勘違いやハッタリが目につき、伝説的武勇伝の臭いがする。

　が、強いて挙げるとすれば特捜最前線になるだろうか。

　１９８０年代に放送されたこのドラマ、机の上がきれいすぎる、普通の刑事がヘリ

を操縦するなど不自然な場面こそあるが、俳優陣の地味で渋い演技のなかに一定

の雰囲気は出ていた。

　この証左として、出演者たちには畑ごとのカラーが窺える。

　藤岡弘扮する桜井刑事は、麻薬捜査が得意な生安系。大滝秀治の船村刑事は

叩き上げの強行。

　そして警備公安の雰囲気をそこはかとなく醸す人物がひとり、特命課にいた。

　現民主党国会議員の横光克彦氏が演じる紅林甚一警部補だ。



　それもそのはず。紅林刑事は警視庁外事課出身であり、もともとは警備公安の人

らしい。

　それが特命課への異動を命じられ、中途出演の運びとなった。

　ネットで確認すると、そんな設定になっていた。

　所詮フィクションながら、あのたたずまいは現実の公安警察官に近い。

　濃紺のスーツにしっかり結んだネクタイ。

　スプレーを丸ごと一本吹きつけたような七三分けと短く刈った耳周り。

　あのフォーマルな風貌、しゃべり方がそっくりなのである。

　もっとも、警備公安がくだんの服装となるのには理由がある。

　役所や企業の管理職と接触する機会が多く、礼を失さないという配慮が働くから

だ。

　安保闘争たけなわの頃、両者の結びつきは強かったが、その時の慣習がいまも

息づいているということだろう。

　さらにつけ加えれば、公安警察官は小柄な人が多い。

　体の大きな人は尾行をする際に目立ちやすく、任務上不利だと見なされるゆえだ。

　統計まで取ったわけではないが、昔から言われていることでもある。

　横光氏の役作りには素直に敬意を表するとして、実のところ私は公安警察官の

服装に疑問を持っている。

　画一的で黒っぽい服の男が○対（マルタイ。警備対象者）の行確でもすれば、

却って人目を引く。

　車の運転席、助手席に揃って乗るとなおおかしい。

　注意深い対象者なら一発で分かってしまう――。このように考えるからだ。

　片や本部公安課で茶髪の公安警察官を目にした覚えがある。

　警察とは思えぬさばけた雰囲気だったが、むしろそこに合理性を感じた。

　その方が社会風俗の実態に近く、街に溶け込めるゆえだ。

　かく言う真田もピンクや黄色のワイシャツを着、明るめのスーツを身にまとうことで

ビジネスマンを装った口である。

　こんなことを言っていると、古い警備公安あたりに怒られるかもしれない。

　「何だ、そのいいかげんな格好は！　ケイビは昔から黒か紺の背広だあ！」

　「バカモーン！　組織の規律を何と心得る！」

が、これこそ警備センスのない老人の妄言である。

　嘘だと思うなら、かつての陸軍中野学校を見ればいい。

　中野学校は、太平洋戦争時の日本にあって数多くの諜報員を輩出したスパイ養

成機関だが、その教育たるやユニークなものだった。

　全国より選抜される生徒は士官学校出の将校でなく、一般大卒業者が主流。

　軍人にもかかわらず長髪のヘアースタイル、サラリーマンにしか見えない服装を

し、街で仲間と会っても敬礼しない。

　ガチガチの国体思想なぞ信奉せず、天皇機関説を主義とする当時にしては珍し



いリベラルさ。

　酒やギャンブル、夜遊びを奨励。門限もあってなきがごとし。朝の講義に間に合え

ばそれで良し。

　興味のある方は『秘録　陸軍中野学校』（畠山清行著、保坂正康編、新潮文庫）を

御一読いただきたいが、この教育方針は、中野側が情報活動を行ううえで妨げとな

る軍人臭を抜き、市井の人に成りきる方が得策だと考えたためである。

　要するに、スパイの基本というべき習慣を身につけさせたにすぎない。

　それに対して公安警察はどうか。

　つまらぬ規則にしがみつき、時代錯誤で針小棒大な手法に満ちてはいないか。

　上司におもねるしか能のない小役人が幅を利かせてやしないか。

　頭の硬い官僚どもが組織にのさばるから、一本調子な格好になるんだろうなあ。

　天下りのことばかり考えないで、もっと真剣になりましょうや。キャリアの先生方よ

お！



２０．１０．１５　第６回　警備公安警察の組織編制と業務分類

　ところで、公安警察はどのような組織編制となっているのか。

　警察部内でも特殊なセクションとされ、複雑な指揮系統を持つ組織をひと括りに

できないが、その構造と業務内容を簡単に説明する。

　まず公安警察の頂点というべき組織が警察庁警備局である。

　警備企画課、公安課、警備課、外事情報部より構成され、外事情報部には外事

課と国際テロリズム対策課が置かれる。

　全国の警察本部が報告する警備情報を集約し、協力者獲得作業や公安、外事

事件を指導統括するのが主な役目だ。

　この警備局が支配する日本の公安警察官は公安、外事部門で７千ないし８千、

警備実施部門を含めれば１万人前後と思われる。

　都道府県ごとを建前とする日本警察だが、国費予算（国費捜査費）を握るがゆえ

に警察庁の権限は強い。

　すべての県警本部長（警視総監）がその人事管理下にあり、相当数が警備公安

出身者であるところを見ても事実上の国家警察と言えよう。

　警備局の下には都道府県警の警備部が存在する。

　警視庁は、公安部と警備部に分かれるが、他の警察本部では警備部に一本化す

る形が取られる。静岡県警を例に挙げると、公安課、警備課、外事課、災害対策課、

機動隊より成りたつ。

　ここで各課の構成と業務について見ていきたい。

　公安課は共産党や極左（新左翼）、特殊組織犯罪対策（特対）、大衆運動、資料

の各係で構成される。

　共産党係（日共担当）は文字どおり日本共産党に関する情報を取りまとめ、県、

地区、市の各委員会や支部、党員の動向を警察庁に報告する。

　各警察署の警備課員が視察結果や入手した機関紙、資料を送るのはこの係であ

る。

　何度も触れるが、警察は左翼を極端に嫌う組織だ。

　警察学校での教育はもちろん、職員に対する全体主義支配を教条的に、カルト

ティックに続けている。

　その狙いとは裏金などの不正行為、違法捜査に対する告発を封殺し、上層部の

利権を確保するところにあるのだろう。

　言うまでもなく、警備公安はこのシステムの中心に位置する。

　冷戦終結より二十年の時が経とうとしているのに左翼部門の人員を温め、外事

や右翼対策の数倍に及ぶ予算を頑なに死守する。

　日共担当を「本流」と持てはやすのも、このことと無縁でない。

　極左係は正確には極左・労働と称し、新左翼セクトと労働事件を受け持つ。安保

闘争華やかかりし頃に産声を上げた部門だが、労働事件を抱えるのは極左が労働



争議を引き起こすケースが多かったゆえだ（これとて昔話にすぎないが）。

　特対係はカルト宗教の監視を主な任務とする。

　オウム真理教がその代表格だが、対象は伝統的仏教、神道を除く新興宗教団体

だ。

　ただしすべての新興宗教が該当するわけでなく、構成員の年齢が若いこと、強引

な勧誘や霊感商法といった反社会的行動、政治色の有無が条件となる。

　参考までに、創価学会はかつての警備対象団体である。

　同会にまつわる対策業務は右翼部門が担当し、マルゴ（漢数字の五に丸）という

作業符号（公安警察が用いる暗号）を割り当てていた。

　しかし、この業務は現在休止中である。

　公明党が連立政権の与党となり、視察活動の発覚を恐れた警察庁が全国的に

差し止めたからだ。そうでなくとも平成１２年春、私が本部担当より中止を命じられ

たのは紛れもない事実である。

　また特対係は、政治情報を広く扱うセクションでもある。

　その主な収集先は共産党を除いた野党であり、民主、社民は無論、時に自民党

のものを含む。色がない（イデオロギーのない、マルクス・レーニン主義を思想的根

幹としていない）労組や公務員組織、公的機関も報告材料となるために内容は

種々雑多。

　専門用語でこれを「幅広情報」という。

　大衆運動（略して大衆）は、かつて民主商工会など共産党の外郭団体に関するも

のを指した。

　だがいまは左翼、右翼や朝鮮総連、カルトといった従来の範疇に収まらない反体

制的要素のある市民団体を当てはめ、視察を行っている。

　グリーンピースやアムネスティがこの代表格。

　この職域変更は、平成１４年のことだったと記憶している。

　ちなみに今年６月、グリーンピースのメンバー２名が青森県警と警視庁公安部の

合同捜査本部に窃盗容疑で検挙された。

　調査捕鯨船員が捕獲した鯨肉を横領し、宅配途上の配送所で窃取したというこ

の事件、誠に不可解な経緯を見せた。

　実際はメンバーが告発を前提に入手したにすぎないうえに、５月には東京地検が

鯨肉を証拠品として受理している。

　左翼の衰退とともに社会的必要性を失った警備公安警察。内弁慶な国策捜査で、

ただひたすらに生き残りをかける。

　涙ぐましいまでの努力だ。

　資料係はかつて「ファイル」、「Ｆ」と呼んでいた警備資料を取り扱う部署だ。

　警備資料は対象者の住所や勤務先、家族構成、趣味などありとあらゆる項目を

記録する文書である。



　対象者（マルタイ。漢字の対に丸）には、それぞれ格付というものが割り当てられ

る。

　まず所属団体ごとに数字を付す。

　日本共産党、右翼、外事、極左、警衛・警護、オウムなどカルト関係者。以上７つ

に分類する。

　次に団体での地位によりアルファベットを振ってゆく。

　共産党を例に挙げると最上ランクを中央委員や国会議員級とし、次に県、地区、

市委員クラス、その下を党員、さらに下を周辺者と分類する。

　脱退者や現活性（活動）のない者にもアルファベットの最後の文字をつける。

　ただしこのアルファベットは平成１３年頃、全国一律に変更された。

　党員以上を「メンバー」、党員でない活動家を「シンパ」、現活性のない者、以上３

つに簡素化したのである。

　平成１５年３月には７つに分類した数字部分を変更するに至ったが、基本構造は

いまなお変わっていないと聞く。

　補足すると、格付は１度ついたら死ぬまで消えることはない。

　たとえ活動から遠ざかって久しいとしても、記録は残る。

　これに様々な問題があることは多くの識者も指摘するところだ。

　なお、対象者に居住地の転出入があった際は資料一式を住所地の署警備課に

移管する。

　通知書には所属を示す３桁の番号がついており、どの県の何という所属から転送

されたかが分かる仕組みとなっていた。

　そして所定の手続が完了したところで、署と資料係に１部ずつ保管される。

　さらに各署警備課員が構成員を新規把握（未把握だった対象者）した場合、共産

党員であれば日共担当の審査を経て資料係に回送される。

　新左翼であれば極左・労働担当を経由し、同じような手順を踏む。

　そして毎年１１月にはこれを点数集計し、所属ごとの優劣をつける。他のセクショ

ンも同じだが、「管理目標」達成のためにひとりでも多くの新規把握を求めるという

図式がここに成り立つ。　

　要するに警察特有のノルマだ。

　行き着くところ、警備資料とは警察庁が一元的に統制するものである。

　表向きは存在しないとされる文書ながら、私は平成１４年、情報公開制度の導入

に伴う書き換え作業を資料係の指導のもと従事した。

　彼らが何を言おうと、かつての当事者を欺くことなぞできないのだ。

　以上が静岡県警公安課の業務の概略となるが、ひとつ大きな抜けがある。

　その抜けとは俗に裏公安と呼ばれる「作業班」のことだ。

　作業班は公安警察のなかでも最重視される協力者獲得作業（作業）を、専門的に

行う部署である。

　「タイマル」と称する警察職員への尾行、監視を担うことも多い。

　多少の変更はあったかもしれないが、平成１５年当時の公安課作業班は７個班



から成り、うち６個班が共産党や民主青年同盟、中核派、革マル派などの左翼部

門だった。

　これに対してカルト宗教を担当する特対班は、わずか１個のみ。

　米ソ冷戦時代以来の古い体質がこんなところにも表れている。

　これとは別に、静岡中央署のような大規模警察署にも作業班は存在する。

　伊豆の小規模署にも１個班、配置があったと記憶しているが、２００名規模の警察

署ならまず在籍すると考えていい。

　「第４回　公安警察官の登竜門」で述べたが、左翼作業については公安課指導係

の統制を受ける。

　担当警察官が対象者との接触を行う際はその許可を得ねばならず、接触後も対

象者の言動や近況、活動内容はもちろん、交付金額や物謝（品物による謝礼）など

をこと細かく報告する。

　指導係が、警察署長や警備課長など通常の指揮系統にある幹部よりも強い権限

を持つことは、あの世界での常識だ。

　と同時に公安警察が２重、３重の権力構造であることを示す。

　ちなみに静岡県警の場合、公安課作業班は清水分庁舎と呼ばれる建物の一角

に本拠を置く。

　静岡県庁に隣接する本部庁舎にいるのは、あくまで表公安である。

　それどころか、作業班は公に存在しないことになっている。

　部屋の入口に表札を設けず、配置表にも名が記されない。同じ公安警察官に対

しても、街で挨拶しない。

　ここにいる３、４０人からの警察官は人間ですか。

　もしかすると幽霊でしょうか――。御愁傷さまです。

　次に警備部警備課について。

　この部門は警備実施や警衛警護（皇族や国務大臣級要人の身辺警護）を任務と

し、各署の警備実施係を統括する。また状況により機動隊を指揮監督する。

　署の実施係は公安条例にもとづくデモ申請の受理を行うが、この調整先も本部警

備課である。

　警視庁は右翼係を公安部（公安三課）に置くが、静岡県警など地方の警備部では

警備課に設けるケースが多い。

　静岡県警は大規模警備対策課なるものを設置したことがある。

　本部警備課の業務と大差なかったが、これは豊かな海づくり大会など皇室関連

行事が重なった時期の暫定措置であり、現在は消滅した。

　なお、実施部門は、警備公安警察の一部ながら傍流と見なされる。

　その要因は対象団体への情報収集活動、協力者獲得作業を行う公安、外事セク

ションとの共通項が少なく、別の畑と認識されるからだ。

　外事課は基本的にロシア、中国、北朝鮮、国際テロ対策の４つの係で成り立つ。

これに不法滞在、不法入国外国人の取り締りや密航監視業務（港湾における密入



国防止活動）が加わる。

　さらに外事課は専属の作業班を持っている。

　課直轄に２～３個班、静岡県内の東、中、西の３大署にそれぞれ１個班の「外事

捜査班」を設けた。

　これは、国際テロ対策を名目に新設されたものである。

　外事警察は警備公安が近年、最も重視するセクションと言われる。左翼偏重から

のシフトチェンジだと評価する識者も多い。

　しかし、これは見せかけの現象にすぎない。

　詳しくは稿を改めて記すが、外事警察は昔から的外れなことをやる部門である。

　手法も古く、世界の情報機関に比べるとお話にならないレベルだ。

　そればかりか、私は北朝鮮による日本人拉致も外事警察の怠慢が引き起こした

凶事だと考えている。

　特に、警察庁警備局の及び腰が事態を悪化させたのは、歴史的事実である。

　まあ、対象者の索引簿さえ引けない某ロシア担当警部を見れば、一目瞭然です

がねえ（笑）。

　災害対策課については特に必要性を感じないので、細部を省略する。

　災害対策（災対）はもともと警備公安と無縁の存在であり、地域警察より移された

異物と見なされる。

　そうでなくとも警備任用科の面接試験を受ける直前の私が、

「災対をやりたいなんて、絶対言わないでね。やる気を疑われるから」

　と署の幹部に釘をさされたのは、間違いないことである。

　機動隊も公安や外事との縁が薄く、一線署の仕事を知らない連中が大半だ。

　公安警察の重要セクションとも思えないので、ここでは割愛させていただく。

　今月の結論。警備公安の世界は、その古臭さは別にして公安課が筆頭。

　次が外事。大きく落ちて警備実施。機動隊はお仕事が分からないだけに最下層。

　おっと、忘れるところでした。災対ですね。災対は。災対は――。アウトオブ眼中

です。

　かわいそうですが、仕方ありまへんな（汗）。



第７回　公安課の仕事と金

　静岡県警警備部の組織を概括したところで、公安課とこれにまつわる業務の問題

を数回に分け、触れてゆく。

　公安課（警視庁では公安部。警備一課と称する県警もある）は警備公安警察の

中心軸を成す部署であり、その主な仕事は左翼対策である。

　日本共産党係（日共担当）を特に「本流」と呼ぶことは、先述のとおりだ。

　この部門は、本部や大規模警察署に作業班（協力者獲得作業を専門に行う部

署）を抱えるために規模が大きく、警備公安全体に占める割合は私が在職した当

時で４０パーセント前後だった（ただし機動隊は除く）。

　外事警察の増員に伴い幾ばくか減少したと思うが、警備公安一の大所帯である

ことは現在も変わりない。

　さらに特筆すべきは、予算の大きさである。

　その全貌を知るすべはないが、公安課は、警備部の扱う国費予算（捜査費）の大

半を握ると見て間違いない。

　当然ながら、同課の予算には警察の不正経理が絡む。

　藤枝警察署警備課員だった頃、私は職場関係者よりこんな話を聞かされた。

　「公安課がここ（藤枝警察署警備課）に毎月送ってくる国費は１０万円くらいだ。し

かしこれは額面上のことで、半額を公安課にキックバックする。残った５万も半分程

度を署の裏金に回す。実務に使えるのは、２万か３万だよ」と。

　これは、貴重な予算が一部の者にピンハネされ、その多くが二重帳簿によりプー

ルされることを示す。

　最終的には、幹部の飲み食いに使われ、異動時に持ち去られるということだ。

　それを裏づけるような出来事もあった。

　何のことはない、私は上司の命で「支払伝票」と称する会計書類を月に１０通、２

０通と偽造し、不正の片棒を担がされた。

　この行為に疑念を深めていた平成１５年早春には、当時の藤枝警察署警備課

長・Ｓ警部（現静岡県警警備部外事課補佐）より、

　「署長が方々で招かれているのは知っているだろう。いつも自腹じゃ、誰だってた

まんないよな？そうは思わないか？」

と無理やり同意を求められもした。

　詳しくは他日改めて記すが、私は警察が上層部にとって非常に都合の良い搾取

機構であることを、日を追うごとに知るのだった。

　そして、残りわずかな国費予算もほとんどが左翼部門に消費される。

　所属ごとの違いはあるにせよ、地方の中小警備課では８ないし９割をこのセクショ

ンが使う。

　その最たる業務が「マルトクの運営」だ。

　このマルトク（漢字の特に丸）とは、協力者獲得作業によって取り込まれた警備対

象者を指す。



　簡単に言えば公安警察のスパイであり、中規模以上の警察署ならひとりかふたり、

いると考えていい。

　なお、マルトクの運営は対象団体の情報を得ることを主たる目的とする。

　共産党を例に挙げると、

「○○が市議選に出るぞ。もうじき採決されるはずだ」

「△△という奴がこの前党員になった。歳はこんくらいで、勤め先はどこそこ。隣の

支部に入ったよ」

といったマルトクのもたらす情報をまとめ、新たに行う協力者獲得作業の選定や党

員の新規把握に役立てる。

　最近は間延びすることが多いものの、基本的サイクルは、月１回程度である。

　この仕事は「拠点」と呼ばれる人目につかない場所で行うが、公安課指導係の審

査を通らなければ設定できない仕組みとなっていた。

　さらにこの時、対象者には幾ばくかの現金が交付される。

　左翼対象者の場合、そのことごとくが２万円である。

　なぜなら３万円以上は「本庁承認事項」に該当し、警察庁に事前の許可を得ねば

ならない。

　指導係を介した手続が煩雑なために、どの所属も２万円を手渡すことになるのだ。

　つけ加えると、マルトクの運営においては正規の領収書を発行できない。

　秘匿を前提とする警備公安の任務上、接触日時や場所、対象者の名前など痕跡

を残すわけにいかないからだ。

　しかし、このシステムは不正の隠れ蓑にされた。

　国費捜査費はおろか刑事、生安が用いる捜査報償費など、警察における会計書

類の偽造はおおむねこれを起源とし、いつの間にやら組織に蔓延したのである。

　いつの時代に始まったか詳らかでないものの、これは当時の上司が指摘してい

たことでもあった。

　マルトクの運営は地方警備課の予算の大部を占めるが、実施後の残額は多くて

１万、下手をすれば数千円にすぎない。

　そもそも左翼部門は協力者獲得作業で対象者と接触し、飲酒や物品の交付を行

う。

　機関紙の入手先にも盆暮の贈り物をする。

　マルトクと接触しなくとも、それなりの経費をかけるということだ。

　こんな具合だから外事や右翼、実施、特対係に予算が回らなくなる。

　朝鮮総連関係者と会食しようにも、担当警察官は自費で賄う以外にない。

　つまるところ、警備公安警察のシフト変えを遅らせる要因となっているのだ。

　これは若い公安警察官に対してより顕著に表れる。

　例えば方面機動隊の集合訓練（２ヵ月に１度行われる所轄機動隊の訓練）の時

のこと。

　小隊長伝令だった私は、隊員が飲用するポカリスウェットの代金を左翼担当上司



に渋られていた。

　その都度ポケットマネーで買い足していたが、馬鹿にされたようで面白くない。

そこで仕方なく、

　「署員の不満を宥めるのも一苦労です。お前ら、お茶でも飲んでろではケイビに

対する風当たりが強くなるだけですよ」

と談判、千円かそこらの小銭をやっとの思いで確保した。

　こういうこともあった。

　前記した国費予算の示達は、公安課より警備課長（警部）宛に毎月茶封筒を逓

送（警察部内用の書類輸送）する仕組みとなっていたが、その封筒はガムテープで

保護した枠をホッチキス止めしてあり、なかに明細書が仕込んであった。

　この封筒は、課長本人でなければ開封できない。

　ところが警備課長Ｓは、くだんの明細書を課内回覧してくれた。

　何を血迷ったか知らないが、この時分かったのは、私が担当する右翼対策費が５

千円であることだった。

　しかも、Ｓはこう漏らした。「今月の右翼対策費は、ちょっと多いなあー」

　そこで私は感づいた。「なるほど。ということは、普段は２千か３千円だろうな」と─

─。

　いまさら知らないとは言わせんぞ、このタコ介が！

　外事も似たようなものだ。

　担当の先輩も経費なんて滅多にもらえないと言っていたくらいで、自腹捜査を常と

していた。

　ある外事協力者からも、このような話を聞いた。

　静岡県内に住む方だが、西部地方の某署外事係と接触した際に１枚の封筒を手

渡された。

　開けてみたら、千円札が２枚入っていたという。

　これならもらわない方がいいと、本人も苦笑いしたほどだ。

　外事関係者に少しは予算が回るようになりましたかと尋ねても、何も変わりゃしな

いよと不満が返ってくるのみ。

　９・１１同時多発テロ以来、国際テロ対策の重要性を訴える警察庁警備局。

　しかし、これはまやかしのポーズにすぎない。

　その中身たるや、かくのごとくの体たらくだ。

　ましてや特対（特殊組織犯罪対策。カルト宗教の監視）なんてほとんど０円。

　管内にオウム真理教の現役幹部でもいれば知らないが、絶対に下りてくることは

ない。

　どこぞの誇大広告でもあるまいし、本当に情けない話だ。

　だが、私は忍従せざるをえなかった。

　志願して公安警察官になったのだから仕事をするのは当たり前、公務員労組の



ヤミ専従がごとき真似は慎まねばならない。

　そうすることが、納税者に対する誠意だと思っていた。

　そこで対象者の嗜好に合い、高価でない物品を交付することにした。

　右翼ならば皇室カレンダーや不定期に回ってくる恩賜のタバコ（宮内庁を通じて

下賜されるタバコ。菊の御門を刻印してある）、陸上自衛隊の富士火力演習のチ

ケットなど。

　この行為を専門用語で「物謝」という。

　補足すると、高価でないものを贈るのは相手を恐縮させまいとする意味があるら

しい。

　もらい物をおすそ分けする程度が、好ましいとも言われる。

　また警備公安には「たがる作業」という言葉がある。

　必要以上に物をくれたがる、会いたがるのは不自然だ、自分たちの企図がばれ

ないように気をつけろくらいの意味だ。

　しかし、ここにも警備公安特有の矛盾が見え隠れする。

　幹部は予算不足を強調するが、その本心は別のところにある。

　現場に安上がりな物謝を奨励することでより多くの裏金を貯め込み、喰い荒らす

魂胆なのだ。

　国費捜査費の執行率が、前年比７割程度に減少し続けたのも、やましさの表れで

はないか。

　そうでなくとも左翼業務への予算流用自体、目的外使用の疑いがある。

　これに、国税執行上の問題があることは言うまでもない。

　加えて左翼部門にはある特徴が見い出せる。

　それは、自分たちの願望にもとづく検挙を行う点だ。

　実は、それに絡む事象が当時の職場にもあった。

　平成１３年のことと記憶しているが、本部公安課の極左・労働係より一本の電話

が入る。

　「本庁が労働事件はないかと言っている。何とか掘り起こせないか」という各署警

備課への檄だった。

　受話器を取った左翼担当の中年巡査部長の、労働事件がない、労働事件がない

と大騒ぎした姿を私はいまも思い出す。

　安保闘争の時代じゃあるまいし、労働事件なんてそう簡単に見つかるわけがない

と鼻で笑った次第だが、その檄はやがて現実のものとなる。<BR>

　平成１４年１１月、ＪＲ東労組組合員７名が他労組と交流のあった組合員に退職を

要求、強要の容疑で警視庁公安部に逮捕された。

　いわゆる浦和事件である。

　この事件について、公安部は極左セクトによる脱退阻止行動と捉えた。

　真偽のほどは定かでないが、警察庁が検挙のために鵜の目鷹の目になっていた

のは、あの電話連絡と照らし合わせると明らかである。

　最近も奇妙な事案が起きている。



　１０月２６日、麻生総理宅見学を行ったフリーター労組の３名が、公安条例違反と

公務執行妨害容疑で検挙された。

　この事件で不可解に思ったのは、デモ規制に当たる警察部隊に警告を行った形

跡がないことである。

　暴騒音条例などと同様、この種の検挙には事前警告がつき物のはずだが、ネット

動画で確認する限りそれが見られない。

　公務執行妨害被疑者のひとりは、行確班員らしき男性に突然抱きつかれ、路上

に引きずり倒された。

　被疑者が、暴れているようにも見えない。

　これは「転び公妨（捜査員が対象者の傍らでわざと転倒し、公務執行妨害を装

う）」の応用編だろうか。

　それにしても指揮官の警視庁タコ坊主、もとい警視庁公安部の私服警部（警視

殿？）は素晴らしい。

　「コーボー、コーボー！」の怒鳴り声でたくさんの警察官を煽動し、社会的弱者を

こともなげに痛めつけるのだから。

　こんな上司の下で働く公安部の人たちも、さぞやお幸せなことでしょう。

　ケイビって、本当に男冥利な世界だよなあ！

　それでは、公安警察がなぜこのような強硬手段に訴えるのか。

　どうしてかくも歪んだ願望を抱くのか。

　背景にあるのは、まず人員と予算の問題である。

　有り体に言うと、公安警察は昭和から平成になった頃より削減の対象になった。

　安保闘争たけなわのみぎり、公安課作業班の人員は現在の倍前後おり、所轄警

備課もいまの３割から５割増しの規模だった。

　予算も似たようなことが言える。

　中規模署警備課が実務に投入できる国費は、９０年代なかばで月１０万ほどあっ

たらしい。

　８０年代は、さらに潤沢だったとも聞く。

　それが全盛期の２割程度の実費しか確保できないのは、ソ連崩壊や国内左翼の

衰退で公安警察の社会的需要が低下したこと、国庫の逼迫といった外的要因が無

縁でない。

　しかし、真の問題は公安警察自身にある。

　その最たるものが、外事部門へのシフト変えを怠った点だろう。

　米ソ冷戦が終結した９０年代前半、少なからぬ識者が地域間紛争の増加を指摘

し、我が国の安全保障を再点検すべきだと主張した。

　北朝鮮の大量破壊兵器の危険性が高まったのは、まさにこの頃である。

　にもかかわらず、上層部は耳を傾けなかった。

　あろうことか、左翼部門の予算を既得権と捉え、そこにしがみついたのである。

　ちなみに静岡県警外事課に至っては、平成１２年の時点で外事対策室に格下げ



する計画があったほどだ。

　警備公安に災害対策課を組み込んだのも、人員と予算の削減を抑える狙いから

発した。

　それ以前には、警衛警備（皇族の身辺警護）を地域部門より移管させた。

　とどのつまり、左翼セクションは適度に検挙を行わない限りジリ貧となる。

　前記した警視庁公安部の暴走も、この流れ抜きに語れないのだ。

　さらに無視できないのが、左翼警察が抱く強迫観念である。

　実のところ左翼担当が上げる情報は評価が下がり、本庁申報（警察庁に速報さ

れる重要情報）となるケースが減っている。

　特に市、地区委員会レベルの共産党情報は重く見られなくなった。

　当然ながらそれを認めたくない、信じたくないという心理が古い左翼担当に働く。

　長年行ない続けた仕事が否定されることに、神経過敏になるのだ。

　それどころか見識のない左翼担当ともなると、自らの畑でないものを一方的に否

定する。

　部下が右翼の内定に出かけようとすれば、

　「そんなヤクザのような奴らは見なくていい。行くな！」

と言い、幅広情報（共産党を除く野党や公的機関の情報。「第６回　警備公安警察

の組織編成と業務分類」参照）をまとめれば、「水と油の作業じゃねえ」と嫌みった

らしく批判する。

　はなはだしきは、カルト宗教に対する認識。

　視察を行うや、「それは憲法違反の疑いがある。信教の自由を侵しているのと同

じだ」などと本末転倒なことを言う。

　だって、そうじゃないですか。

　協力者獲得作業や尾行、張り込みは、自分が左翼に対してやってることですよ。

　人のことを言う資格が、果たしてあるのでしょうか？

　左翼部門の性格を端的に示す事例を紹介する。

　ある時、共産党に対する現状が部屋で話題となった。

　選挙に勝てず、高齢化が進む実態を踏まえた真田は、「日共の脅威は大きく薄れ

ました。革命なんて、起こせるわけがありません」と発言した。

　上司もそうだな、お前の言うとおりだと相槌を打ったわけである。

　ところが直後、左翼担当が激昂して反論する。

　「日共は二段階革命にもとづく暴力革命を企図しており、警察対策を組織的に

行っている！日共の基本的性格、分かってるのかッ！」

　ここで議論が終息したのは言うまでもないが、この時の担当の顔は心なしか引き

つっていた。

　時代の変化を認識できず、既得権にしがみつくばかりの「本流」。

　あの激昂も、追いつめられた者の叫びにすぎなかった。

　余談ながら、私にはもうひとつ気づくことがある。



　それは各公安警察官が相手にする団体、セクトごとに似てくる点だ。

　某左翼団体の機関紙が回覧された時のこと。

　かつて警察右翼だった真田は、紙面をひととおり眺めるなり、「ハア、憲法９条を

守れだ？　まだそんなこと言っとるのか？」と皮肉交じりにこぼした。

　すると、回覧を出した担当がこう逆問してきた。

　「何言ってるんだ。お前は右翼か！？」と──。

　おいおい、いったいどっちの味方なんだ。それでもケイビの人間かいと、僕は危う

く口を滑らせるところでした。

　近傍警察署の右翼係にもこのような方がいた。

　猫背でポケットに手を突っ込み、「おーＫ君、元気か」とドスの利いた声で挨拶する。

　無線も巻き舌なので、右翼の街宣のようだった。

　奇怪なのは本部革マル担当。

　ある日、そこの班員数名が業務連絡で立ち寄ったものの、彼らは表情に乏しく、

ボソボソ話すのでよく聞き取れない。

　対応した上司も、「何でえ、あいつら。もっとしっかりしゃべれよ」と陰口を漏らすほ

ど。

　要するに暗いのだ。

　人間とは相手にするものの影響を受け、いつしかシンパシーを持つ生き物だ。

　風貌や言動、性格が日ごと似通っていく。

　ヤクザにそっくりなマル暴の刑事さんを見ても、それは明らかだろう。

　ひょっとすると、公安警察と対象団体は、互いに影響し合っているのかもしれない。

　機を一にして凋落した両者を見るにつけ、どうもそんな気がしてくる。



第８回　スパイ獲得大作戦

　さて、先ほどより取り上げる「協力者獲得作業」とは、いったいどのようなものなの

か。

　「作業」とも呼ばれるこの業務、警備公安警察が最も重視する活動であり、その目

的は日本共産党や新左翼セクトなど、警備対象団体情報の入手にある。

　平たく言えば、対象団体の構成員のなかから目ぼしい人物を見つけ、スパイに仕

立ててゆく行為だ。

　在職中、私は協力者獲得作業に関する明文化されたものを目にした記憶がない。

　それもそのはず、作業は表向きには存在しないとされる闇の仕事ゆえだ。

　本部公安課主催の集合教育で口頭説明されるくらいだが、警察庁警備局が全国

一律に管理し、「ひとり１作業」という合言葉で計画的に取り組んでいるのは、間違

いないところである。

　それでは、作業はどのような流れで行われるのか。

　最初に実施するのが「キチョウ（基礎調査）」である。

　これは既存の警備資料（ファイル、Ｆ）や視察、マルトク（すでに取り込まれた公安

警察の協力者。細部は「第７回　公安課の仕事と金」を参照）がもたらす提報などを

もとに、作業対象に相応しい人物を調査する行為だ。

　所属団体での活動は無論、職場の状況や収入、家族構成、趣味嗜好に性格など

を広範囲に調べ上げる。

　そのうえで担当（担当警察官。漢字の担に丸でマルタンとも称す）は、作業条件に

見合う対象者（マルタイ。漢字の対に丸）を絞り込んでゆく。

　なお、標的とされやすい人物を大雑把に類別すると、

①金に困っている者

②所属団体に疑問を持つ者、反主流的立場の者

③有能な幹部、あるいは若い対象者

④志操堅固な者

　以上４点が列挙できる。

　①、②は敢えて説明する必要はなさそうだが、③については意外に感じられるか

もしれない。

　だが、これにも歴とした理由がある。大方の左翼幹部は、作業をかけられても口

をつぐむというからだ。

　もし組織に報告しようものなら、

　「お前、ハム（左翼が使う公安警察官の隠語。公の字を分解してハム。公安警察

ではこれを逆輸入してマルハムとも称する）と会ってたのか。何をちょろちょろやっ

てんだ！」

　と追及されかねない。

　これに対してシンパは、公安警察の接近に驚き、十中八九上司に相談する。



　ゆえに左翼部門はシンパよりも党員、党員よりも委員を作業対象に選定する。

　保秘防衛上、この方が安全だと見なすのだ。

　そのうえ有能な幹部クラスであれば、角度の高い情報が期待できる。

　また、公安警察官は若い対象者に好んで近づく傾向がある。

　活動家としての将来性を当て込み、年長であることを利して主導権を握ろうと考え

る。

　二十歳にも満たない民主青年同盟員（共産党の青年部門）にちょっかいをかける

のも、そんな背景があるからだ。

　④志操強固な者も意外だが、実はこの種のタイプほど作業にかかりやすいと言

われる。

　正義感が強く、理想が高いがゆえに組織の矛盾を見すごせない。

　忸怩たる思いを募らせるうちに警備公安との接点ができ、気づけばマルトクに

なっていたというパターンだ。

　キチョウで目ぼしい人物が見つかれば、担当は協力者獲得に向けた青写真を描

く。

　一般的には初期、中期、長期の３段階を想定し、おおまかな流れを職場の上司に

報告する。

　それが終ると、公安課指導係に作業登録を上申する。

　さらに警察庁警備局が承認すれば、幾ばくかの予算がつく。

　要するに、同局の管理統制を受けた業務として成り立つ。

　専門用語でこれを「本庁登録」という。

　私が取り組んだ右翼対策や幅広情報は、さほど厳密でなかったが、似たような経

緯で進められたのは確かである。

　本庁登録が済めば、対象者との接触だ。

　この形も千差万別ながら、一例を挙げると対象者の通り道を把握する担当が車を

わざとエンコさせ、バッテリーをつないでもらう。

　逆に千枚通しで対象者の車をパンクさせ、通りがかりに助ける。

　そして、担当が再び対象者の前に現れる。

　偶然の再会を装いつつ、面識を持ってゆくという具合だ。

　あるいは尾行で行きつけの酒場が分かれば、そこに通うようにする。

　いきなり本人と接触せず、店の人と顔見知りになっておくケースが多い。

　その期間は、三月から半年くらいだろうか。要は外堀を埋めていくということ。

　趣味から入るパターンも多い。習い事やアウトドアレジャー、スポーツなど対象者

の出入りするサークルに参加し、接触を図る。

　もちろん、事件捜査や公務を名目に接触することもある。

　いずれにせよ、対象者の態度が友好的ならば、最初の関門をクリアーしたことに

なる。

　ここで重要なのは、対象者との相性だ。良好な関係が築ければいいが、必ずそう

なるとは限らない。　相手が人間だから波長の合わないこともある。



　にもかかわらず、見識のない上司や指導係は担当を頭ごなしに非難する。

　その常套句が「キチョウ不足」という言葉だ。

　が、これこそ机上の空論である。元沖縄県警公安警察官の島袋修氏も、キチョウ

は接触後に埋まることも多いと指摘するくらいだから。

　あの世界にいた者なら誰でも承知のことだが、島袋氏は超一流の元公安警察官

である。

　歴代公安のなかでも十指に入る練達者であり、告発の書『公安警察スパイ養成

所』は東京小平の警備幹部課程などで教本として活用されている。

　作業職人の言葉と官僚的論理を押しつける公安幹部のいずれが信用できるかは、

言わずもがな話だろう。

　対象者との接触を重ねた担当公安警察官は、中盤の関門に差しかかる。「身分

の提示」だ。

　これは、担当が警察官であることを知らせ、対象者の反応を見きわめる行為であ

る。

　もし相手が警戒心を抱けば、あとの展開が難しいと判断する。

　その時点で、作業打ち切りとなるかもしれない。

　そして、身分の提示前後から飲酒をともにする。専門用語で「マルジン（漢字の人

に丸）の醸成」というが、これは担当が対象者との人間関係を深めるくらいの意味

だ。

　もちろん、マルジンの醸成にも様々なやり方がある。

　例えば、対象者やその家族に持病があれば医者を紹介する。

　悩み事の相談に乗る。時に就職の斡旋など。これらを総称して「世話役」という。

　先述した物謝も有効な手段である。対象者をネオン艶かしい風俗店に連れて行き、

「俺とお前は兄弟だ」と訴えるのも技のうち。

　ちなみに左翼作業の場合、飲酒まで持ち込めば及第点とされる。

　獲得までのタイムリミットは３年が目安、これを過ぎれば作業打ち切りとなる。

　マルジンの醸成が充分となれば、いよいよ協力者獲得作業最大の山場を迎える。

対象者を警備公安警察のスパイに仕立てる、佳境の場面だ。

　これにも幾ばくかのパターンがある。

　「お前、あそこの党員だよな。今度機関紙を見せてくれ」と担当が要求、ひとたび

成功するなり機密性の高い資料へとエスカレートする。

　とどのつまりが、なし崩しにするということだ。

　あるいは対象者とともに酒を飲み、声高らかに軍歌を歌う。名づけて酒酔戦術。

　さらに素晴らしい伝統的手法をひとつ。

　親しくなった対象者と担当がまずお風呂に入る。

　そこで互いの背中を流しつつ、担当が情感たっぷりに叫ぶ──。

　「頼む、俺を男にしてくれいッ！！」

　対象者の心に訴える、公安警察ならではの奥義だ。



　だがこの伝家の宝刀、若い公安警察官からするとすこぶる違和感がある。

　ホモじゃあるまいし、気持ち悪いと思うからだ。

　にもかかわらず、この手法は左翼部門のあいだで脈々と生きている。

　年配の幹部が、何とかのひとつ覚えのように提唱するのを、私は幾度となく見聞

きした。

　某左翼担当に、○○さんもマルタイと一緒にお風呂に入るんですかと冗談のつも

りで尋ねるや、「おゝ、もちろんだ！」と力んだ答えが返ってきたのも事実である。

　全国の古い左翼担当の皆様へ。

　数十年前の成功事例とはいえ、少しは時代の変化というものを汲み取りましょう。

　さもないと、世間との溝が広がるばかりですよ。

　なお、協力者獲得作業にはほかにも特徴がある。そのひとつが、対象者に大金を

積まない点だ。

　聞くところでは、公安調査庁は工作資金として多額の金銭を用意するらしい。

　いざという時には札束を積んで、対象者を買収する。

　破防法容疑団体の最高幹部ならば、数千万円を投入できるともいう。

　これに対して公安警察はどうか。先述したとおり、左翼部門が一度に投入できる

予算はせいぜい２万円、外事や右翼係は月数千円である。特対（特殊組織犯罪対

策）に至ってはほとんど０円だ。

　この激ショボさも額に汗する若き警察官を虐げ、血税を食いつぶし、国民をない

がしろにする裏金貴族の仕業ですかのう。

　さらに、公安警察には対象者を脱会させない特異さがある。

　刑事警察は、暴力団員に廃業を勧めることもあるが、公安警察ではまずありえな

い。

　そもそも協力者獲得作業とは、対象団体の情報が不断に入手できるように画策

する業務。

　したがって、協力者を所属組織に残す必要が出てくる。

　それどころか、活動が消極的なマルトクには、「お前、この頃デモに行ってないだ

ろう。駄目じゃないか。もっと真剣に活動しろ！」とハッパをかけたりする。

　さらに踏み込めば、公安警察は対象団体をつぶそうとしない。

　嘘だと思うなら、各対象団体を見てみればいい。

　カルト宗教や右翼、左翼、外国の反日有害団体など、検挙や世間の非難で規模

が縮小したとしても、ほとんどが社会に生き続けている。消滅するケースはほぼ皆

無だ。

　では、なぜ警備公安は、敵であるはずの対象団体を生かすのか。

　答えは簡単。壊滅させれば、人員と予算が大幅に削減されるからだ。

　ゆえに彼らは検挙で適度に花火を揚げ、自分たちの存在をアピールする。

　だが、敵に止めを刺すことまではしない。譬えれば、八百長相撲のようなものであ

る。



　警視庁には、国士気取りの公安もいるらしいが、私から言わせればとんだお笑い

草だ。

　まして警察庁の上層部に国を憂うる誠がないことは、いまさら言うまでもなかろう。

　つけ加えると、公安警察が女性を作業対象としないこともひとつの特徴だろう。

　察しのとおり、この方針は痴情のもつれによる問題の発展を恐れてのことである。

　かつて女性左翼と夜をともにする左翼担当もいたと聞くが、現在は行われていな

い。

　これは、協力者獲得作業に従事する女性公安警察官が存在しないことにもつな

がる。

　警備公安は女性が少ない職場であり、庶務か警衛警護あたりに若干見かける程

度。

　ここが、外国諜報との相違点とも言える。

　したがって、くノ一公安が女を武器に活躍すると考えるのは完全な妄想である。

　それはフィクションの世界にすぎない。

　以上のとおり、公安警察の協力者獲得作業には、多岐に及ぶ問題がある。

　しかし、その最たるものがひとつ残されている。「作業事故」だ。

　先に触れた島袋氏を例に採ると、自ら獲得、運営した６人の協力者に月３０万円

をつぎ込んだという。なお、これは昭和５０年代における金額である。

　当然ながら、国費予算は無尽蔵であるはずがない。

　日々の運営も必然的に私財を投入することとなり、いつの間にか借金が膨らむ。

言うなれば、自転車操業の個人商店に近い。

　これに協力者「Ａ－６」の自殺が絡み、呵責の念に襲われる。

　にもかかわらず、沖縄県警は警備公安最大の功労者を見殺しにした。

　上層部は「Ａ－６」の死に心を痛めるでもなく、線香の一本すら上げない。

　保身第一の警察幹部が責任を取ることなぞ、所詮ありえないのだ。

　そして、島袋氏は忸怩たる思いで退職を余儀なくされた──。

　否、作業事故は、ほかにも多数存在する。

　金策に困り銀行強盗を行った作業班員や薬物に手を染めた公安警察官など、不

祥事の裏にはこういった事情が隠されている場合がある。

　カルトに奔った者もいる。自ら命を絶った担当もひとりやふたりではない。

　畢竟、協力者獲得作業は対象者の人権を侵犯するのはもちろん、現場の公安警

察官をも痛めつけるということだろう。

　安保闘争の時代、公安警察は日本の赤色化を防いだと言われる。

　協力者獲得作業が、左翼セクト内部に疑心暗鬼を生み、四分五裂を誘ったのは

知る人ぞ知る話だ。



　しかし、現在の公安警察は著しい劣化に苛まれている。

　有り体に言うと、左翼部門お得意の協力者獲得作業は成果が出ず、尻つぼみと

なった。

　獲得したという話も、２１世紀を迎えた頃には聞かれなくなった。

　手法の古さや外事部門へのシフトチェンジを怠ったこと、社会的需要が低下した

こと、そして何より、裏金をはじめとする積年の不正行為がかくなる事態を招いたの

だ。

　先述したが、公安警察官時代の私は、大の左翼嫌いだった。

　マルキシズムは日本に不要なもの、国を滅ぼす邪教のごとき存在だと心に刻み、

日夜活動した身である。

　ところがいま、彼らの主張にも耳を傾けるべき点があると思うようになった。

　このことを如実に気づかせてくれた元左翼がいる。

　数年前、私はある方の紹介で面識を持ったのだが、実のところスターリンかフル

シチョフのごとき人物像を思い描いていた。

　しかし、それが完全な杞憂であったと知る。

　共産主義集団にありがちな精神論や教条主義、官僚体質を排し、現実に即した

大衆運動が重要だと説く。

　そのメンタリズムはどこか「５・１５」「２・２６」将校に通じる。

　中国史書の一形態である紀伝体（司馬遷の『史記』など。歴史上の人物の行為を

善悪ともども列記する）を参考にすべきだとの言にも、大いにうなずかされた。

　そして、私はあることに気づかされる。

　公安警察の抱える諸問題が、左翼組織のそれと奇妙にも一致する点だ。

　内弁慶で閉鎖的、現場の仕事を妨害するどころか、意味不明な抽象論をぶちま

けた最高幹部の姿は、警察上層部を彷彿とさせる。

　日本警察と体を張って戦いながらも、セクト内部で狂気の指揮官に翻弄されたそ

の生き様が、ひとりの公安崩れに共感を与えたということでもあろうか。

　これに対して、左翼部門は「水と油の作業」なる言葉を好んで使う。

　「保秘防衛」などと言いつつ、マルキストに対する過剰な警戒心を抱く。

　だが、この元左翼と会うたびにそれが虚妄だと分かった。

　そもそも世を憂う同県の先達とあらば、さほどの違いはない。

　その説くところは、私ごとき無学の徒にもそれなりに理解できる。

　左翼、右翼の枠を超越した憂国者と会うたびに、公安警察の針小棒大さが期せ

ずして鮮明となってしまうのだ。

　話は変わるが、厚生官僚ＯＢと妻に対する殺傷事件が１１月に起きた。

　被疑者の動機に不可解な部分があるものの、この事件は社会に奇妙な現象を巻

き起こす。

　通常なら犯罪被害者に同情を寄せる世論が、その死を当然のものと受け取った

からだ。

　が、これとてゆえなきことではない。



　年金問題のきっかけを作り、グリーンピアなど余計な箱物を建て、ノーパンしゃぶ

しゃぶの官々接待を満喫。

　恥かしげもなく独立行政法人に天下りし、渡りを繰り返す。

　ワーキングプア、非正規雇用に苦しむ人々を尻目に優雅な生活を送る。

　それも週に１度、職場で新聞を読む程度の報酬として──。

　いずれにせよ、霞ヶ関に対する憎しみが、世に満ちみちているということだ。

　またこれは、青年警察官の心情とも微妙に重なり合う。

　裏金にまみれ、外郭団体にぶら下がる警察幹部は、他の官庁同様、津々浦々に

棲息する。

　官僚機構にあぐらをかく富裕な老人は自主警備でもしろや、俺たちに余計な仕事

をさせるなというのが偽らざる本音だろう。

　参考までに、「我々武官はまだしも、文官に対するテロは断じて許されない」とテレ

ビ解説してくれた元警備公安幹部（あさま山荘事件で大活躍した？）がおりますが、

彼は肝心なことを忘れています。

　そうです。この先生は、くだんの厚生官僚ＯＢと同じキャリア様だということですね。

　国賊が国賊を庇っているとしか見えないのは、果たして僕だけでしょうか。



第９回　官僚化する公安

　警備公安警察を語るうえで、ひとつ気づくことがある。

　それは、彼らのなかに官僚的で欺瞞的、嘘つきな輩がそこかしこにたむろする点

だ。

　平成１３年のことと記憶しているが、ある朝、私が勤務していた藤枝警察署管内

の某地区より１１０番通報が入った。

　「ふたりの男がゴミ捨て場を漁っている、様子がおかしいので見てください」という

住民からの入電である。

　状況を聞くなり、私はゴミ作業におけるトラブルではないかと思った。

　このゴミ作業とは視察対象者が廃棄したゴミを収集、分析する公安警察の活動で

あり、対象者や所属団体の活動、組織構成などの確認を目的とする。

　破れた紙片もパズルのように組み合わせるため、シュレッダーで処理されない限

り歴とした公安情報になりうる。

　これは、知られざる公安警察の素顔と言うべきものだろう。

　案の定、ふたりは本部公安課の作業班員（裏公安）だと分かり、その日のうちに

管轄の藤枝署警備課を訪れた。

　しかし、ここで首を傾げたのは班員たちの言動。

　彼らは通報の件を「いいえ、何も知りません」と白を切ったのだ。

　しどろもどろな班員の姿をいまも思い出すが、彼らの態度には明らかに矛盾があ

る。

　そもそも身に覚えがないのなら、来署する必要はないはずだ。

　さらなる不可解は、味方にさえ偽りを並べるところ。

　同じ警備公安の人間、御心配をおかけしましたと素直に謝ればいいのに、平気で

嘘をつく。

　「保秘防衛にのみ拠り所を求め、ビクつきながら仕事をする公安警察ならではの

珍事だな。こんなことを重ねるうちに疑心暗鬼が生まれ、行き足を削がれ、味方に

すら信用されない組織ができあがるのか」

　当時の私は、そんな感慨を持たざるをえなかった。

　公安警察の官僚体質にまつわる疑問は、作業符号にも表れている。

　すでに取り上げたが、この作業符号とは公安警察が用いる暗号のようなもので、

協力者獲得作業に関する書面などで使われる。

　例を挙げるとマルタイ（漢字の対に丸。警備対象者）、マルトク（特に丸。協力者獲

得作業により公安警察のスパイとなった対象者）、マルハン（般に丸。協力者）、マ

ルタン（担に丸。担当警察官）、マルモク（目に丸。視察）、マルジン（人に丸。人間

関係）、マルジュウ（十に丸。民主青年同盟）、ニジュウマル（文字どおり２重丸。日

本共産党）など。その他無数にある。

　御覧のとおり漢字一文字に丸づけしたものが多いが、一見しただけで意味が知

れるものもある。マルモク、マルジンあたりがその典型だろう。



否、それ以上の問題は、作業符号が過去に一度も書き換えられていないことだ。

　対象団体の方にとうの昔に把握され、ばれてしまっているのにもかかわらず、半

世紀以上も同じものを使うとは馬鹿げているが、当の警察庁は至極当然の措置だ

と思っている。

　もし書き換えれば、表向き存在しないとされる業務を自認する破目になるからだ。

　ちなみに、ある左翼団体は暗号を３ヵ月に１度のサイクルで変更するという。

　外国の諜報組織ともなると、より頻繁に転換すると考えるべきだろう。

　こんなことで、北朝鮮工作員や外国の諜報員と渡り合っていけるのか。

　何事も「ない」とうそぶく警備公安の態度には、強い疑念を抱かざるをえない。

　なお、官僚的性格が非常に強いと思われる警備警察セクションが作業班以外に

もある。

　それは公安課資料係だ。

　記憶をたどると、ひらがなサイン事件が思い起こされる。

　ここで言うサインとは公安警察の決裁に用いるもので、書類左上の役職ごとに小

分けされた欄に赤ペンか赤鉛筆で記す。

　かつてはひらがなに丸づけする形を取り、所属長は「あ行」、次長は「か行」、最も

下位である巡査が「は行」を充てた（例：筆頭警部補なら「た」、先任順３番目の巡査

部長なら「ぬ」）。

　それが平成１４年、本部の資料係が巡回教養に訪れ、決裁は苗字の頭文字に丸

づけせよと指示した（真田なら○真という具合）。

　この時、職場上司がひらがなのサインはもう使わないのかと質問したが、資料係

はこう答える。

　「そんなものは、もともとケイビにないです。最初から存在しません！」

　資料係は、公安警察の世界で最も書類を扱うセクション。

　その職責から考えて、最初から存在しないと言うのは詐欺に等しい。

　　彼らが１週間前に送りつけた書類を見ても、ひらがな決裁がしっかり書き込まれ

ていた。

　所轄を指導すべき本部の人間がよくもあんな嘘をつけるものだと、皆、感心した

わけだ。

　警備資料についても小癪なエピソードがある。

　すでに触れたが、警備資料は公安警察が数十年と蓄えた対象者の情報であり、

各署警備課と公安課資料係に一部ずつ保管する。

　かつては、「Ｆ」「ファイル」と呼ばれていた。

　そしてこれは、視察線上に浮かんだ管内に居住しない人物を照会する時に使わ

れる。

　かつての「Ｆ照会」であり、平成１４年に「警備照会」という名称に変った。

　この名称が変ったばかりの頃、真田は新規把握につきＦ照会一件、お願いします

と資料係に電話で問い合わせた。

　ところが、応答したおばちゃん事務官は、



　「そんなものは知りません！」

　とヒステリックに叫び、一方的に電話を切ってくれた。

　いつもの習慣をうっかり口にした僕も悪いですが、あれは役所特有の木で鼻をく

くった対応でしたねえ。

　そうでなくとも、ここの係の書類は形式がコロコロ変ることで有名だ。

　転居通知に関する書類ひとつ取ってもＡ４からＢ５、かと思えばＡ４と半年サイクル

で変化する。

　のみならず、当時の署警備課は情報公開制度導入にもとづく警備資料の書き換

えも指示されていた。

　千部以上の書類をいちいち転写し、従来のものはすべて破棄せよとのありがたい

御下知までいただいたのだ。

　作業符号は変えないくせに、枝葉末節なところは敏感になるのが公安警察の真

骨頂というやつだろうか。

　その一方で、笑えない出来事もあった。

　在職当時、私は管内の右翼と定期的に飲食していたが、ある日の夕方、藤枝警

察署警備課長のＳ警部（現静岡県警外事課補佐）が支払いはどうしているんだと尋

ねてきた。

　そこで割り勘にしていますと答えるや、かくのごとく告げる。

　「何だ、自腹切ってるのか。向うは年上なんだろ？　だったら、おごってもらえよ」

　そこで私は気がついた。

　「さては、右翼対策費をピンハネする腹だな。部下に自腹を切らせておきながら、

署長の小遣いに回して点数稼ぎか……。何て汚え野郎なんだ！」

　ちなみに、この割り勘については確たる理由があった。

　その方がフェアーで良好な関係を保てるからと右翼自身が申し出て、私も快諾し

たのである。

　にもかかわらず、Ｓは私の報告に耳を傾けることなく、現場を無視し、欺瞞的で欲

にまみれた自己都合を無理やり押しつけようとした。

　俺は上司だ、お前ごとき若い警察官は文句を言うな、お前の仕事がつぶれようが、

人権が蹂躙されようが知ったことじゃないという底意地の悪さが見え見えで、いま

思い出しても怒りが込み上げる。

　この怨み、末代まで忘れることはないだろう。

　ところで、官僚機構の因習というものは昔から存在するようだ。

　その歴史的一例を示すとすれば、海軍乙事件がある。

　これは昭和１９年（１９４４）３月３１日、連合艦隊司令長官・古賀峯一大将がパラ

オからミンダナオ島ダバオへの移動飛行中に悪天候で遭難し、行方不明となった

事件だ。

　先代の山本五十六大将が視察先のブーゲンビル島上空で米軍機により撃墜、戦

死した海軍甲事件（１９４２・４・１８）と並び称される惨事である。



　そして、くだんの事件を巡っては、唾棄すべき醜態が演じられた。

　２番機に搭乗した連合艦隊参謀長の福留繁中将がセブ島沖に不時着するも、暗

号や極秘文書をゲリラに奪われた。

　だがこの時、事態を知った海軍首脳は何と言ったか。

　「この件はなかったことにしよう」

　結果、福留は責任を問われることなく第二航空艦隊司令長官に栄転し、軍令部も

作戦計画を改めず、マリアナやレイテ、硫黄島、沖縄と続く太平洋戦争敗北の一因

を成した。

　そんな帝国海軍を見て、連合軍サイドは黄色いサルのやることは分からないと失

笑したという。

　日本は何も悪いことをしていません、いい人ばかりでしたと観念的愛国論に耽る

元航空自衛隊幕僚長殿には、是非とも認識してもらいたい事例ですな。

　畢竟、海軍乙事件から分かることは、天皇の叱責や陸軍の追及を恐れる海軍の

官僚的思考と、我が国の社会にありがちな上に厚く下に薄い、高位高官に甘い体

質だろう。

　そして、海軍首脳の傾国の精神は、半世紀以上も作業符号を変えない左翼部門

や、ひらがなのサインなぞ存在しないとうそぶく資料係に連綿と受け継がれている。

今月の結論。

　日本の「武官」ちゅうヤツは、いまも昔もなっちょらんのお！ 



第１０回　仲間を監視するタイマル班

　針小棒大で欺瞞的、時代錯誤で社会的需要を満たせず、裏金にまみれ、小役人

が幅を利かせ、どこまでも内弁慶な官僚組織。

　厳しい言い方になるが、私が目にした警備公安警察とはおよそこのようなもので

ある。

　しかし、警備公安には知られざる顔がある。

　そのどす黒く、おぞましい性格を最も端的に示す闇捜査。

　警察の全体主義体制を維持するために何十年と行われる、御庭番のごとき裏の

仕事。

　それは「タイマル」だ。

　このタイマルとは内部告発の動向が窺える警察職員、水面下で左翼と接触のあ

る者、金遣いや交友関係に不審点がある者などを調査する警察独自の活動である。

　具体的には調査対象となった警察職員やその家族を２４時間態勢で監視し、勤

務はおろか非番、週休時の行動を広範囲に暴く。

　これは、警察官なら誰しも知っていることだろう。

　私はタイマルという名称の言われまで知らないが、その最大の目的が警察を敵

視する団体などが警察職員を取り込んだり、警察内部にスパイを送り込むことを阻

止するところにあるのだと、関係者より耳にしていた。

　だが、一方で見落としがちな点もある。

　それはタイマルが警務部門（企業でいうところの総務人事）の主管業務であること

だ。

　警察署ならば警務課、都道府県警本部の場合は警務部が主管となり、調査対象

者に不審な言動ありと判断された際は監察課が指揮統制する。

　そのうえ犯罪が絡む場合は、刑事や生安の出番となるだろう。

　ただし、警務部門は警察官の絶対数が少ないために、警備公安警察がタイマル

の実働面を担うことになるのだ。

　いったん、タイマルで不審な言動ありとされた警察職員は、要注意人物（マルトク）

のレッテルが貼られて、人事ではドサ回り、昇任試験を受けてもまず合格しない。

　つまり、飼い殺しにするだけである。

　静岡県警を例に採ると、かつて本部公安課にタイマル班というものがあった。

　これは公安課作業班（裏公安）のなかの専門部署であり、常時１個班を運用して

いた。

　関係者によれば、タイマル班は新聞記者に対しても尾行を行っていたと聞く。

　米ソ冷戦の終結に伴い解体されたが、業務そのものは第一義的に公安課作業班、

副次的に所轄警備課が受け継いでいる。

　県機隊員（県警警備部直轄の機動隊員）を投入することもあるが、所詮作業班の

指揮を受ける補助的なものにすぎない。

　公安警察が、刑事と比べ捜査能力に劣ると言われながら組織を維持できるのは、



タイマルの存在が無縁でないと思われる。

　幸いにして、私はタイマルに従事した経験がない。

　職場にもそれを行った兆候は見られなかったが、ただし交番勤務員だった頃、こ

のような話を耳にした。

　藤枝警察署の独身寮に一風変った警察官がいた。

　夜中に突然奇声を上げ、深夜２時にふらふらとコンビニへ出かける。様子がおか

しい。

　薬物に手を染めているのではないかとの噂だった。

　ほどなくして警備課員が独身寮の駐車場に張りつき、くだんの警察官を監視し始

めた。

　その姿を寮生に目撃されたのである。

　結果はシロだったが、監視された警察官はやがて他の所属へと異動した。

　さらに奇妙だったのはのちの挙動。

　警備課員となった私とすれ違った際に、なぜか怯えたような目をした。

　「おかしいな。俺、あの人に何か悪いことをやったかいな？」と思ったが、くだんの

警察官は自分がタイマルの標的になったことを知り、警備公安に対する恐怖心を

芽生えさせたのかもしれない。

　こういうこともあった。

　私が藤枝警察署の警備課員になった頃、１階にある捻くれた警部がいた。

　ぞんざいな口を利くので周囲の評判は悪く、私も不快に思うことがままあった。

　そんなみぎり、部屋の上司が私に尋ねてきた。

　「おい、Ｋ。○○の野郎、どう思う？　あいつ威張ってるよな？　頭にこんか？」

　そこで真田は、実は私もムカついています、ほかの人たちも同じようなことを言っ

ていますよと答えたが、上司は我が意を得たりとの様子で告げる。

　「よーし。それじゃ、タイマルでもいっぺんやってやるか！？」

　話は冗談の範囲で終ったが、いまにして気づくことがある。

　それは、タイマルが警視クラスの命令なら、動機がいかに歪んでいようと実行でき

ることだ。

　現に権力を持つ側の一方的な都合で運用されるタイマルの事例が、全国の警察

で散見される。

　例えば、関東のある元警察官はタイマルの被害に日々晒されていると訴えた。

　裏金告発を行うや監視がつくようになり、尾行、張り込みが常態化。

　いつの間にか公務執行妨害の濡れ衣を着せられ、挙句の果てに懲戒免職となっ

た。

　退職後も顔見知りの公安警察官を、自宅の駐車場や買い物先などで、それも平

日の昼日中に幾度となく目撃した。

　独自調査で分かったのは、彼らの乗っていた車両が県警の所有であったこと。

　県庁に立ち寄った際もかつての部下が控室の裏口より入り込み、備えつけのイン



フォメーションパソコンを手持ち無沙汰にいじくりつつ、いつまでも監視する。

　もう夕方の５時半だぞ、くだらないことでサービス残業するなと声をかけるや、そ

そくさと退散した。

　本人の認識では、これらの出来事が過去に数十回あったという。

　市民の目フォーラム北海道の原田宏二代表も、被害に遭われたひとりである。

　平成１７年２月、関西の空港に降り立つなり私服警察官とおぼしき男に尾行され、

大阪の市民グループのシンポジウムに参加すると、１階ロビーに警備公安とおぼし

き集団が張りついた。

　この時、同フォーラム事務局の斎藤邦雄氏がタイマルの指揮官と見られる男性に

「大阪府警の公安ですか」と逆問するや、無言のまま立ち去った（ただし、シンポジ

ウム終了後も道路の反対側で尾行は続けられた）。

　先述したが、これは公安警察官が現場で抗議を受けた際の対処要領、「離脱」に

似ている。

　まず現場からの逃走を試み、それが困難となれば公務執行妨害の容疑をちらつ

かせるのが視察活動の基本である。

　また警備公安は対象団体が催す集会のなかまで立ち入らず、会場の外で監視す

ることが多い。

　警備課員当時の私も、右派系市民講演会の受講を計画したところ、上司に止め

られた。

　下手をすれば、抗議牽制事案に発展する可能性があると判断されたからだ。

　したがって、両氏の証言には充分な合理性を見い出すことができよう。

　その後、原田代表は大阪からバスでＪＲ高知駅前に乗り入れたが、ここでもふた

りの私服警察官らしき人物に監視された。

　バスを交通手段に選んだのは大阪を出発する直前だったが、私服のふたりは駅

に着くなり現れた。

　とすれば、原田代表の行動は大阪を立つ段階で把握されていたことになる。

　のみならず、斉藤氏は北海道警の裏金告発を行った平成１６年３月より、公安警

察に監視され続けた。

　道警の公安警察官が家族の勤め先に出入りし、あらぬことを嗅ぎ回ったようだが、

具体的な内容はこの警察官の縁者の知らせで発覚した。

　縁者に活動内容を漏らしたのだから、くだんの警察官には地方公務員法で定め

る守秘義務違反の疑いがある。

　その他にも近隣の元警察職員が警友会（警察幹部ＯＢの親睦団体）を通じて密

告を働くなど、斎藤氏は道警一丸のストーカー行為に苛まれているという。

　ちなみにタイマルは極秘裏なものと、あかるさまに行うケースとに分類できそうだ。

　ここにない他の事例も加味すると、警察職員、ＯＢの告発者に対しては後者を選

ぶ傾向が見えてくる。

　警察上層部にとって不都合な内部告発者へのシグナル、警告というべきものだろ

うが、これは彼らが組織の温存を図り、営々と築かれ続けた警察利権を固守せん



とする官僚的願望の表れでもある。

　と同時に、タイマルは憲法で言うところの基本的人権を侵害する行為にほかなら

ない。

　かく言う真田にも、タイマル絡みの妙な現象が起きた。

　そのなかのひとつ、地域警察官逆職質事件を御紹介しよう。

　平成１８年９月８日未明、帰宅しようと車を走らせていた私は、前方に地元Ｔ交番

のミニパトを現認した。

　しかし、このミニパトは実に不可解な動きを示す。

　交番に通じる幹線路を進むわけでなく、わざわざ狭い路地へと向った。その先に

は私の自宅がある。

　「さては、俺の家を視察するつもりだな。注意報告（警備対象者の視察結果を書き

込み、本署警備課に提出するメモ書きの書類）のネタにするのか」

　視察を散々やっていた私がその意図に気づかぬはずがない。

　そこで路地の出口に当る交差点に先回りし、ミニパトの動向をチェックすることに

した。

　しかし、問題のミニパトは現れなかった。

　仕方なく１区画通り越し、右旋回しつつ自宅に向ったが、この途中、あらぬところ

ですれ違った。

　そこは路地を通りすぎた先でなく、付近で切り返し、逆走せねば出会わない路上

だった。

　すれ違いざまに一瞥するや、ミニパトの運転席に年齢３０代後半から４０代前半、

顔色浅黒く痩せ型の警察官、助手席に部下とおぼしき若い小太りの女性警察官を

現認する。

　視察が発覚したと思ったのだろう。

　ミニパトは、すぐさまマイクで停止を求めた。

　私はこの求めに素直に応じたが、ちょっとした不可解を覚える。

　降車して声をかけてきたのは、運転席側の警察官だった。

　助手席の者が最初に接触するのが職質のセオリーというものだが、これと異なる

対応を示したのは女性警察官を庇おうとしたからだろう。

　彼らには、相手が口うるさい元ケイビだとの認識が初めからあったのかもしれな

い。

　ともかく、くだんの警察官は検問中です、免許証を見せてくださいと型どおりの声

かけを行った。

　だが、私はひとつ指摘することを忘れなかった。

　停車した場所は深夜の住宅街であり、道幅も狭く、他の車両の通行を妨げる恐れ

がある。

　国道を挟んだ前方にパチンコ店の駐車場が見えたので、あそこに移動しましょう

と促した。

　おいおい。これじゃあ、どっちが警察か分からんよ。



　駐車場に着くなり、私はくだんの警察官に単刀直入な質問をした。

　いま視察してたでしょうと。

　すると、警察官はかくのごとく答える。

　「いいえ、警らです。この辺は夜になると通る車が少ないですから、泥棒かもしれ

ないと思ったもので……」

　一見もっともらしい言い方だが、私は嘘だと見破った。

　ミニパトがたどった不自然な動きはもちろん、警察官の目が一瞬、泳いだからで

ある。

　そうでなくとも、この警察官には見覚えがあった。

　数日前にテレビ局のクルーが自宅を訪れた際、目の前を自転車で通りかかった

ゆえだ。

　もちろん、見間違うはずがない。

　当たり障りのない会話が続いたのち、私はおもむろに尋ねた。

　「どうですか。職場にパソコンは入りましたか」

　補足するが、警察はパソコンの普及が極端に遅れた世界である。

　公費で買い揃えることは滅多になく、配備されたとしても幹部が優先的に使用す

る。

　最近でこそリースを用いるようになったが、少なくとも私が退職した平成１５年の

段階で８割以上が各警察官の私物だった。

　多額の裏金を持ち逃げする所属長がいるのに、こういうわけの分からないことを

するのが日本の金正日体制、警察というものだ。

　行き着くところ、私はふたりがパソコンの配分に対して忸怩たる思いを抱えてやし

ないかと、優しく気づかったにすぎない。

　ところが、くだんの警察官は途端に声をうわずらせ、相勤者の女性警察官に話を

振る。

　「あ、あれは、前から交番にあるよな！」

　そこで私が、それは照会端末のことでしょう、ブロック交番（周辺の交番、駐在所

を束ねる拠点交番）にかなり前からありますよと切り返すや、「知らない、知らない。

地域に異動してきたばかりだから！」と、狼狽して前言を翻す。

　そうなんですよ、パソコンのひとつも寄越さないなんて本当に困った職場ですと素

直に言えばいいのに、この警察官は嘘が通じるはずもない相手に欺瞞的言動を成

した。

　敵と味方の区別もつかないとは、本当に情けない奴だ。

　そもそも真夜中に本末転倒で一貫性がない供述をするのだから、この地域警察

官こそ不審者ではないのか。

　現場警察官の苦労を知る私としても、あの不誠実な態度には呆れ返るしかなかっ

た。

　静岡県警の皆様へ。真田を視察したければ、遠慮なくやっておくんなさいまし。

　当方、残念ながら非合法活動には従事しておりませんが、むしろ歓迎です。



　その方が泥棒除けになりますし、霞ヶ関官僚並みの警備を無料で提供してくれる

わけですから、ありがたいことです。

　作業、大いに結構。協力者獲得に向けられる自らの技がどれだけ通用するか、ケ

イビ出身の僕に試してみたらいいっすよ。

　まあ、得意の粉飾でもすれば、警察庁への速報ネタくらいにはなるでしょうしねえ

（笑）。



第１１回　北海道洞爺湖サミット、オオカミが来ると叫んだ警察

　公安課とその内情を記したところで、今回は警備部警備課について触れる。

　先述のとおり、この警備部警備課とは警衛（皇族の身辺警護）、警護（政府閣僚

や外国要人に対する警護）、警備実施（デモや施設の警備）を受け持つ警備公安

警察のなかのセクションである。

　この課は必要に応じて機動隊を統括し、警察署がデモ行進に先立ち受理する公

安条例の取りまとめも行う。

　また、静岡県警ではこの課に右翼の取り締まりを担当する右翼係を配置する。

　平たく言えば、人が多く集る場所で警察官を配置し、国際テロ組織や左翼過激派

などの実力行動に対処する部署だ。

　近年、所掌範囲が曖昧となりつつあるが、警衛警護を要さない地方の祭典に関

するものは雑踏警備と呼ばれ、交番等を統括する地域警察が担当する。

　なお、警備部警備課は警察署の警備課と間違われることがある。

　同じ警備公安部門ながら、この課は県警警備部に設けた警衛警護、警備実施の

専門部署であり、左翼やカルト、外事部門の仕事を兼ねる所轄警備課と同一であ

ろうはずがない。

　その点、念のため申し上げておく。

　この部門が主導する警備実施を検証できる例として、２００８年７月に開催された

北海道洞爺湖サミット警備が思い浮かぶ。

　くだんのサミット警備ではＧ８首脳が集った洞爺湖の会場を中心に、北海道や東

京などで厳戒態勢が布かれた。

　しかし、かの警備には、幾つかの疑問点が透かし見える。そのひとつが予算だ。

　昨年１月の政府発表によれば、計上された一般会計予算は約１１４億円、道も３０

億円を別途用意した。

　だが、７月５日付の英タイムス紙は同サミット予算が総額で６００億円、うち警備関

連予算が３００億円であると報じた。

　イギリスで開催されたグレンイーグルズサミット（２００５年７月）と比較すると総額

で３倍、警備関連予算で約２倍の税金が注ぎ込まれたという。

　どちらが本当のことを言っているのか定かでないが、私はタイムス側の方が実態

に近いと見る。

　なぜなら、日本の官僚機構は予算を既得権と捉える集団だからだ。

　九州・沖縄サミット（２０００年７月）では総額８１５億円、警備予算３２７億円が費や

されたことを思えば、８年で予算を数分の１にまで減らすとは考えがたい。

　国土交通省の道路建設や防衛省・自衛隊の装備品受注（例：航空自衛隊の支援

戦闘機［Ｆ－２］は、１機当たり４０数億円の予定調達額が最終的に１２０億円に高

騰した）など、当初見込みより支出が膨らむのはあらゆる官公庁で見られる現象で

ある。

　ましてや警察には不正経理問題があることを忘れてはならない。



　捜査費（国費）、捜査報償費（都道府県費）は現場に行き渡ることなく、その大半

が裏金処理される。

　旅費のピンハネも日常茶飯事であり、私の周囲にも警備出動のたびに疑問の声

が上がっていた。

　具体的なことは日を改めて記すが、これは警備公安警察の仕事に携わった者の

実感と思っていただきたい。

　ところで、北海道洞爺湖サミットを前にした警察は国際テロの危険性を盛んに宣

伝した。

　アルカイダによるロンドン同時多発テロ（グレンイーグルスサミット期間中の２００５

年７月７日に発生。地下鉄や２階建てバスの乗客５０人以上が死亡）を取り上げ、

サミット警備の重要性を訴えた。

　もちろん、無差別テロは許されざる犯罪だ。

　そんなことは、ごく当たり前の社会常識である。

　だがその一方で、私はある疑問を抱いた。

　イスラム過激派によるテロが、日本で本当に起きるのかと。

　そう思った理由として、我が国の宗教的風土がある。

　そもそも日本人の大多数は仏教徒であり、その大方が鎌倉時代かそれ以前より

ある宗派を信仰する。

　あとは１割にも満たない神道や若干のキリスト教信者が続き、イスラム教徒ともな

ると圧倒的に少数だ。

　このような国では、大規模なイスラムテロを行ううえでのネットワーク構築がきわ

めて困難となる。

　加えて、イスラム諸国が抱く対日感情は、米英ほど悪くない。

　これが、日本国内でのテロを抑止している最大の要因だと思う。

　さらに、北朝鮮もサミットテロを犯す可能性は低いと考えた。

　大量破壊兵器の脅威は依然としてあるものの、あの国には戦争を遂行する能力

がない。

　食料や燃料、電力が著しく不足しているからだ。

　アメリカとの直接交渉で援助を得るのが金正日の本音であり、各国首脳の命を狙

えばこの思惑が水の泡となる。

　要するに、テロに奔る動機が見当たらなかった。

　片や国内の左翼セクトはどうか。

　高齢化が進み、衰退の一途をたどるマルキスト団体に往年の力なぞあろうはず

がない。

　右翼もまた、大規模テロを行う可能性は低いと考えた。

　彼らのテロとは世のためにならぬ権力者に天誅を下す行為であり、一人一殺を基

本とする。

　市民を無差別テロの標的にするなぞ、まずありえない。

　国内のカルト組織も、かつてのオウム真理教のような過激さは見られなかった。



　そこで考えられたのが、反グローバリズム団体による混乱だった。

　２００７年６月開催の独ハイリゲンダムサミットでは８万人のデモが行われ、警察

部隊と火花を散らせた。

　被検挙者約１，１００人、警察とデモ団体を合わせた負傷者は千を数えたという。

　だが、北海道洞爺湖サミットではデモに伴う検挙者が札幌で４名（２００８年７月５

日。公務執行妨害と道公安条例違反。この事件については、不当逮捕だとの声が

主催者サイドより上がった）、都内で数名出たものの、ハイリゲンダムのような激し

い事態には至らなかった。

　概観すれば、北海道洞爺湖サミットは、至極平穏のうちに閉幕したのである。

　ところで、北海道洞爺湖サミットを終えた警察上層部は何と言ったか。

　サミットが平和裏に行われたのは「見せる警備」の成果だとし、海外の反グローバ

リズム活動家を密着監視したからだと自画自賛、警備公安警察の優秀さを世界に

示したと鼻高らかに喧伝した。

　だが、キャリアの先生方はとんでもない勘違いをしている。

　ドイツ警察が、実は優秀な治安機関であることを、分かっていないのだ。

　その証左として、ドイツ警察はアルカイダなどイスラムテロリストを自分たちの手

で発見、検挙する。

　これには、独当局がかつての左翼過激派を雇い入れ、国内外の治安情報収集に

役立てるといった工夫があるらしい。

　このような手法は先進国のあいだで珍しいことでなく、イタリア政府も７０年代に勇

名を馳せた左翼ゲリラ組織、「赤い旅団」をスカウトした。

　さらにドイツ警察の特殊部隊は世界水準トップの実力があり、警察庁御自慢のＳ

ＡＴ（特殊急襲部隊）とて、それを真似たにすぎない。

　私が訪独した時の印象からしても、ドイツの警察官は制服私服を問わず執行力

に満ちた人たちだと感じられた。

　それに比べて日本の警備公安警察はどうか。

　頭のなかは米ソ冷戦時代のままであり、日本共産党がマルクス・レーニン主義に

もとづく暴力革命を企図している、世界同時革命を目指しているなどとカルトティッ

クに唱えるのみ。

　左翼部門が消費する予算は公安警察のなかでも群を抜き、外事警察の育成を妨

げる。

　得意の協力者獲得作業でマルタイ（警備対象者）とお風呂に入り、「頼む、俺を男

にしてくれいッ！！」と叫ぶのが関の山。

　官僚的思考に凝り固まった警察上層部では、左翼ゲリラに仕事を与えるなど夢に

も思わないことだろう。

　そもそもサミットがヨーロッパに比べて平穏に行われたのは、我が国が島国であ

ることと無縁でない。

　空港での入国管理がある程度効いたとすれば、これは警察の成果でなく、入国

管理局の成果ではないのか。



　また日本人は上意下達なものに弱く、お上に盲従する性格がある。

　安保闘争華やかかりし頃、国の治安を揺るがしたのは左翼セクトであり、成田空

港反対闘争に出動する機動隊員が家族に遺書をしたためたのも知る人ぞ知る話。

　しかし、活動家の高齢化と社会情勢の変化により激しいデモは起きにくくなった。

　公安事件は滅多に起こらず、ハイリゲンダムのような数万人規模のデモなぞ、日

本警察は久しく直面していない。

　にもかかわらず、警察庁は頓珍漢なことばかり言う。

　警備出動の通達で枕詞のように使われる「情勢は厳しいが」という文句ひとつ見

ても、大風呂敷だと分かる。

　あるいは、やることがなくなったので「見せる警備」に励むのか。

　それともこのところ実戦経験のない機動隊の訓練か。

　年頭視閲式（都道府県警察が正月に行う式典。本部長のありがたい訓示と、年

末から何度も集合し、リハーサルした行進を披露する）と同等の警察セレモニーを

サミット警備と銘打ち、マスコミにテロの危険性を煽りつつ翼賛記事を書かせ、自ら

のイメージアップを図っただけではないか。

　だとすれば、サミット警備は「見せる警備」ではなく、「見せかけの警備」ということ

になる。

　とどのつまり、オオカミが来るぞ！オオカミが来るぞ！と叫んだ警察、まるで狼少

年のように。

　警察上層部は狼少年と変りないということだ。

　ちなみに警察の警備実施業務を見るうえで、ひとつのキーワードがある。それは

「５０パーセント警備」という言葉だ。

　これは大規模警備を抱える都道府県警が、所属する警察官の５０パーセントを動

員するという意味である。

　１００人規模の警察署なら、５０人以上の警察官を警備出動させる。

　そして、この数字を満たさぬ限り他県からの応援は来ない。

　ここで北海道洞爺湖サミット警備における警察官の配置数を眺めてみる。

　開催地である北海道では２万１千人の警察官が警備に就いたが、そのうち道警

は５千人。

　道警の警察官が約１万人というから、まさにピッタリな数字だ。

　都内でも２万人の警視庁警察官が配置されたが、同庁の警察官数４万３千と比

較すると、案の定半分程度の規模。

　言うまでもなく、これは典型的な過剰警備である。

　私が藤枝警察署員だった頃にも、過剰警備の事例があった。

　平成１２年９月の、金大中韓国大統領（当時）訪日に伴う警備だ。

　熱海だったと記憶するが、配置に就いた沿道は閑散とし人影もまばら、警戒中の

警察官の姿ばかりが目についた。

　そのくせ任務解除の連絡が入るや、周辺の道路はそれぞれの署に帰ろうとする

警察車両で混雑した。



　警察渋滞という隠語も署員のあいだで囁かれたほどだ。

　加えて無視できないのが出動期間の問題。

　北海道洞爺湖サミットでは、九州の県機（各県警の機動隊）が開催２ヵ月前の５月

に来道し、警戒に当たった。

　地理的に最も遠い部隊がかくなる出動をこなすのだから、他の都府県警察も似た

か寄ったかの状況だったに違いない。

　九州・沖縄サミットの例に照らすと、各県の方面機動隊（警察署の機動隊。署員を

選抜し、必要に応じて派遣する）も６月上旬には現地入りしただろう。

　しかし、この部隊配置は冗長にすぎる。

　なぜなら、全国の一線警察署は多忙をきわめているゆえだ。

　県機、管機（管区警察局の機動隊）のような残る仕事が少ない部署は別として、

凶悪犯罪や窃盗、　要望苦情の増加などに直面する警察署、特に刑事や生安はた

だでさえアップアップの状態である。

　そのうえ警備出動で人員が引き抜かれるのだから、出動する人も、残った人も難

儀このうえない。

　にもかかわらず警察庁と本部警備部は、所轄の仕事を「後方治安」と称し、あた

かも二次的な職務だと位置づける。

　これは安保闘争時代の治安概念をそのまま受け継ぎ、机上の空論を振り上げる

警察上層部ならではの言葉だろう。

　なお、警備実施に関する素晴らしいエピソードが他にもある。

　平成１３年の春先と記憶するが、今後は５０パーセント警備を見直し、人員の削減

を図るという話が静岡県警警備部よりもたらされた。

　理由は刑事部門における治安の悪化が進み、いままでのような警備体制が維持

できないと警察庁が言いだしたゆえである。

　これを聞いた真田は至極当然のことだ、上層部もやっと自分たちのあやまちに気

づいたのかと思わず笑みをこぼしたのだが、結局のところ糠喜びに終る。

　その年秋の「豊かな海づくり大会」における警衛警備において、またしても５０

パーセント警備が復活したからだ。

　この蒸し返しの背景は定かでないが、

・５０パーセント動員により示達される国費予算を警察庁、県警ともに欲している

・テロはおろか飛び出し事案（警備対象者や変質者などによる突飛な行動）があっ

た際、責任を追及される

・前例にこだわり、そのくせ朝令暮改なことばかりする官僚機構にありがちな性格

　以上のことを感じずにいられなかった。

　言い換えれば、この愚行は警察庁を頂点とする警備部門が５０パーセント警備を

職務遂行上の手段でなく、目的にすり替えているということでもある。

　５０パーセント警備を見直すと言ってみたり、かと思えば元に戻してみたり。

　あの時は怒るというより笑っちゃうくらい、ただただ呆れてしまいましたよ。



　つけ加えると、警備実施部門は自分たちを過大に評価する癖がある。

　その一例が、重要防護施設警備を巡る対応だ。

　これはアメリカ同時多発テロが発生した平成１３年秋、原子力発電所や政府関連

施設、石油コンビナートといった重要防護施設（重防。以下これを多用）をテロ攻撃

より守る目的で始められた。

　全国で１３５ヵ所とされる重防には機動隊などの警察部隊が配置され、現在も２４

時間体制の警備が行われている（基本的には平時が警察、有事が自衛隊の所掌）。

　なおこの業務が形作られるまでには、ある醜態が演じられた。

　アメリカ同時多発テロを重く捉えた政府では自衛隊を配置せよとの声が上がった

が、これに警察官僚が猛反発したのである。

　警察庁出身の防衛参事官や国会議員も動員して妨害工作に励み、ＳＡＴにドイツ

製［ＭＰ５］ほかの自動小銃を配備することでお茶を濁したのである。

　この悶着のさなか、真田は警察上層部に対する強い疑念を抱かざるをえなかっ

た。

　警察が企図した重防警備は軍事的にナンセンスなものであり、行き着くところ、官

僚機構特有のいびつさを体現したにすぎないと捉えたゆえだ。

　［ＭＰ５］は発射速度毎分８００発、近距離で威力を発揮する優秀なサブマシンガ

ンながら、有効射程距離が２００メートルとあまり長くない。

　北朝鮮軍を仮想敵した場合、その主力突撃銃（アサルトライフル。連射と単射の

切り替えができる自動小銃）たるＡＫシリーズに、射程外から制圧される恐れがあ

る。

　否、もっと厄介なのは携行型のロケットランチャー、迫撃砲や擲弾（小銃の先端に

つけて発射する小型ロケット弾）を相手が装備しているケース。

　そんなものを持ち出されたら、警備部隊は全滅しかねない。

　ことの是非はともかく、軍隊とは人を殺すことに主眼を置く集団だが、対する警察

は「国民の生命、身体、財産」を守るために存在する。

　警察は事件事故を扱う組織であって、軍隊ではないのだ。

　シビリアンコントロールと言いながら姑息に奔り、庁益のみ求め、旧軍顔負けの

無謀さで国民と現場警察官の命を軽んじるキャリア官僚。

　防衛参事官も有識者会議で幾度となく見直しの声が上がっているのに、いまなお

健在だ。

　国を危うくさせるのは昔軍隊、いま警察というところか。

　畢竟、真田は警備実施に自衛隊を積極参入させるべきだと考える。

　そのことは一部で実行されており、ほかならぬ北海道洞爺湖サミットでも陸上自

衛隊のヘリ特殊部隊が要人輸送の任務に就き、イージス艦が北海道近海を遊弋し、

ＡＷＡＣＳ（空中警戒管制機）が上空で待機した。

　しかし、千歳基地勤務の航空自衛官でもあった私はこの程度のことで納得しない。



　あまり知られていないが、自衛隊とは基地という閉鎖空間のなかで暇人がとぐろ

を巻く組織だ。

「２割の人間が８割の人間を養う」という言葉が基地にあるくらいで、懸命に働く者

はそれほど多くない。

　２０分程度の残業でも文句を言う、どこかずれた連中だ。

　イラク派遣隊も所詮は水汲みであり、治安活動をしないどころか駐屯地の周りを

イギリス、オランダ軍に守ってもらった。

　ネット右翼が大好きな日本のミリタリーは、所詮張子の虎にすぎないのだ。

　だが、彼らが保有する武器は優秀だ。

　特に陸上自衛隊は［８９式小銃］をはじめとする近代的な銃器や重火器、装甲車

を持っている。

　普段は暇なだけに人的資源が豊富で、投入できる資器材の量も警察の比ではな

い。

　公道での検問、職務質問は難しすぎるにしても、不審物の検索くらいならできる。

　単純作業を得意とする彼らには、むしろ打ってつけではないか。

　ましてや、大規模警備に軍隊を積極運用するのは世界の常識である。

　２００２年のワールドカップサッカー大会の折り、韓国では軍隊が警備の中核を担

い、先般のオバマ大統領就任式典でも米軍がその主導的役割を負った。

　警察庁の先生方へ。平和ボケした特別職国家公務員に社会人としての自覚を促

し、税金を有効に活用するためにも、この際、警備実施を自衛隊に預けてしまえば

いいですよ。

　ここは「見せる警備」でなく、自衛隊に仕事「させる警備」でしょ？ 



第１２回　日本人拉致を隠ぺいした警察庁 矛盾だらけの外事警察

　警備部警備課の問題点を北海道洞爺湖サミット警備に絡めて述べたところで、今

回は外事課を検証する。

　この外事課とは紛れもない警備公安警察の一セクションであり、ロシア、中国、北

朝鮮と国際テロ対策（国テロ）、以上４つの係より成り立つ。

　不法残留、不法入国外国人の取り締りや密航監視業務（漁業関係者などに委託

し、密入国船舶の監視を行う業務。従事者には毎月、勤務時間数に応じた手当を

払う）も担当する。

　部内では少し格式張って外事警察、砕けて「ソトゴト」とも呼ぶ。

　つまるところ外国のスパイやテロリストを発見し、その活動と不法行為に対する容

疑解明（容解）、検挙を行うセクションだ。

　無論、その目的は国民の生命、身体、財産の保護である。

　外事警察は、本当にその役割を果たしているのか。

　なお、静岡県警と福岡県警の合同捜査本部は平成１９年２月、軍事転用可能な

無人ヘリを経済産業省の許可なく輸出したとして、ヤマハ発動機社員３名を外為法

違反容疑で逮捕した。

　平成１７年１２月の立ち入り検査で問題なしと判断した通産省が一転して刑事告

発を行い、専門家から無人ヘリには大量破壊兵器を運搬する能力が乏しいとの声

が上がるなど、この事件には不可解な部分が見られた。

　だが、産業スパイの検挙が、外事警察の重要業務であることはいまも昔も変りな

い。

　ところで、外事部門は近年強化の方向にあるらしい。

　平成１６年、警察庁に外事情報部を新設し、従前の外事課に国際テロリズム対策

課を追加した。

　これに併せて全国の都道府県警察も、外事部門の強化を図った。

　静岡県警を例に採ると、かねてより存在する外事課作業班に加えて外事捜査班

を創設し、東、中、西部の大規模警察署にそれぞれ１個班を配置した。

　その表向きの理由とは、国際テロ対策である。

　この動きをもって、警備公安警察が外事部門にシフトチェンジしたと評価する識者

は少なくない。

　だが、その認識は甘すぎる。

　直言すると、日本の外事警察は満足すべき成果を上げていないのだ。

　その証左として、外事警察がアルカイダなどのイスラム過激派を独自に発見、検

挙できない点が上げられる。

　例えば平成１６年５月から６月にかけて、アルカイダメンバーとされる来日外国人

８名が出入国管理法違反で検挙された（このうちバングラディッシュ人被疑者１名

は同容疑で略式起訴されるも、のちにアルカイダと無関係であることが判明）。

　流れを追うと、平成１５年１２月、ドイツ警察は８人の首領格であるアルジェリア系



フランス人をミュンヘンにおける警察官殺害や強盗の容疑で逮捕した。

　この際、くだんのフランス人が現金輸送車運転手殺害やボスニア・フェルツェゴビ

ナにおける警察官殺害事件に関与し、逮捕収監先のボスニアより逃亡（１９９９）し

た国際指名手配犯であること、平成１　４年から１５年秋にかけて日本に４回出入

国を繰り返したことを突き止めた。

　そして、アルカイダによる我が国でのネットワーク構築や海外への送金活動が明

るみになったのだ。

　しかし、これはドイツ警察からの通報が事件の端緒となった。

　平成１７年１月にもアルカイダメンバーの男性２名をマインツで検挙するなど、ドイ

ツ警察は知る人ぞ知る優秀な捜査機関だが、それに比べて日本の外事警察はどう

か。

　問題のフランス人の入国を何度も許し、その活動に気づかなかった。

　そればかりか、手引きしたとされるパキスタン人３名が当該フランス人の逮捕直

後に海外へ高飛びするなど、不手際が目立つ。

　捜査関係者は「３人をみすみす逃したのは手痛い。各国機関との情報交換をより

密にする必要がある」と言ったらしいが、それではあとの祭りだ。

　あっ、すいません。ひとつ肝心なことを忘れてました。

　人の情けにすがるのは、ケイビの御家芸でしたね。

　ドイツ警察には「僕たちはかつてのＫａｍｅｒａｄｅｎ（戦友）です。昔はヤンキー相手

に協力して戦ったじゃないですか……。頼む、俺を教育してくれいッ！」と、言ってみ

たらいいっすよ。

　う、美しい。これぞ国テロ作業ならぬ、ゲシュタポ作業！

　もっとも、ドイツ語の教育なる言葉には悪い奴を懲らしめるという意味があるよう

です。

　誇り高い彼らのこと、下手な真似をすると［ワルサーＰＰＫ］で狙撃されるかもしれ

ません。

　おゝ、こわ。ゲシュタポテロ（笑）。

　冗談はさておき、外事セクションは普段どのような仕事をしているのだろうか。

　実のところ不法残留、入国外国人の検挙に忙しいというのだ。

　外事関係者によれば、とある警部以下４人の警備課で検挙した不法残留、入国

事件が、年間で３７件に及んだとのこと。

　月平均にして３件、警部が事実上の管理職であることを思えばかなりの負担だ。

　国際テロ対策のために新設した外事捜査班もこの種の内偵に躍起となり、被疑

者を発見し次第、所轄に知らせる。

　これに対して朝鮮総連と工作員の監視、検挙は進んでいない。

　昨年８月、北朝鮮の女性工作員がスパイ容疑で韓国当局に検挙されたが、工作

員は平成１９年に２回、２０年５月から７月にかけて来日し、脱北者の調査に当たっ

ていた。

　この際、日本人男性３名と見合いを行ったが、これには我が国で永住権を得たの



ち、懇ろだった韓国軍将校を北朝鮮に送り込む目的があったという。

　この件も韓国当局の通報により発覚したのである。

　ちなみに外事部門が不法残留、入国外国人の検挙に奔った背景には、小泉政権

時の政策と無縁でない。

　犯罪の温床たるオーバースティ外国人を排除するために、５年で半減させるとい

う政府方針が掲げられたからだ。

　一方の警察庁も公安警察の予算と人員の温存を図るために、手っ取り早く数字

でアピールできるとその方針に便乗した。

　要するに、政府と「数字のマジック」を得意とする警察の思惑が一致したのだ。

　だが、こんなやり方でスパイを摘発できるわけがない。

　警察キャリアは「オーバースティを数多く検挙すればテロリストを検挙できる」との

発想らしいが、そんな棚ボタは千にひとつも期待できないだろう。

　そうでなくとも不法残留、入国事件は刑事部門も扱う。

　窃盗で逮捕した被疑者が外国人で、在留資格に問題ありと分かれば法に従い処

理するし、生活安全部門が行う風俗取り締りでも扱う。

　またそれは入国管理局が本務とする仕事であり、外事部門がムキになること自

体、ナンセンスである。

　ただし、くだんの方針も最近になって変わり始めたらしい。

　全国の外事セクションが不法残留、入国外国人の検挙を手控えだしたゆえだ。

　その背景には、３月上旬に閣議決定された入管法改正案がある。

　いままでの外国人登録制度に代り在留カードを交付し、入国管理局が外国人情

報を一元管理したうえで在留資格を拡大するとのことだが、これは５０年間で１千万

人の外国人を受け入れるとする、政府の移民政策にもとづく。

　　そこで困ったのが、警備公安と外事部門。

　厳密には災害対策の部類となるが、所轄外事係は外国人向け防災訓練に参入

するようになった。

　国際テロ対策やスパイ検挙が思うに捗らず、予算と人員を確保するための重点

目標、オーバースティ検挙を封じられた結果、わけの分からない宣伝活動に手を染

めたのだろう。

　ひょっとすると、北海道洞爺湖サミットと同様のショーアップに励んでいるのか。

　そのうち「見せる外事」とか言いだすんじゃないの？

　先述したとおり、外事部門は人員を全国的に強化した。

　しかし、真田はこれが注目に値する現象だと思っていない。

　なぜなら、外事警察の規模はもともと充分なものと言えず、冷戦時代に比べると

規模が小さいゆえだ。

　私が藤枝警察署警備課に勤務し始めた当時の外事課は縮小のただなかにあり、

平成１２年の時点では外事対策室に格下げするとの声も上がっていた。

　それが平成１３年頃、９・１１テロの発生により下げ止まりになり、平成１６年の警

察庁外事情報部の新編に伴い外事捜査班を設けた。



　だが、それは静岡県警全体でも３～４個班の強化にすぎず、左翼の視察、協力者

獲得作業を行う公安課の半分に届くかどうかだ。

　否、それ以上に注目すべきは予算だろう。

　自らの職務経験から推測すると、外事関連予算は公安課左翼部門の３分の１以

下、もしくはそれ以下である。

　先述したとおり、ある外事協力者が静岡県西部の警備課外事係より封筒を渡さ

れた際、中身に入っていたのは千円札２枚だった。

　外事関係者に尋ねても、相変らず経費が下りてこないとの不満が聞こえてくる。

　公安警察の有望な新機軸のごとく装いながら、外事セクションは公安課に頭が上

がらないのだ。

　さらに輪をかけて酷いのは手法の古さ。

　平成１３年のことと記憶するが、ある外事指導係（外事に関する協力者獲得作業

を統括するポジション。

　前述した公安課指導係と類似）がイスラム圏出身の外国人に獲得作業を進め、

人間関係の醸成を育んだマルタン（担当警察官）にこう言ったらしい――。「一緒に

お風呂入りなさい」

　おいおい。公安課作業班（裏公安）が左翼対象者に向ける奥義（？）を持ち込ん

でも、無理だって。

　のみならず、この指導係は一般常識に著しく欠けている。

　イラク・アブグレイブ刑務所で起きた米兵による捕虜虐待事件（２００３年１０～１２

月）を見れば明らかなとおり、イスラム教徒にとって人前で肌を晒すのは大変な屈

辱だ。

　一緒にお風呂に入りましょうなどと言ったら、いったいどうなることやら。

　マルタンは三日月刀で首を掻かれるかもしれない。

　そうでなくとも、ポルフィリン症（紫外線を浴びると体内に毒素が溜る病。重度の肝

不全を引き起こす恐れがある）のため黒い防護服を被る高校生に、「お前はタリバ

ンか！」と罵った警察官が鳥取県警にいるらしい。

　議会で釈明する県警本部長を見るなり、ますます情けない気分となった。

　何とかにつける薬はないとは、まさにこのことですよ。

　外事警察の現状とは所詮この程度のものでしかないが、昔はどうだったのか。

　有り体に言うと、外事セクションは戦後一貫して公安警察の中核ではなく、その決

断力のなさにより、　外国諜報機関の脅威を増幅させた面がある。

　それは、北朝鮮による日本人拉致事件を見れば一目瞭然だろう。

　盛んに取り沙汰される拉致問題ながら、社会の関心は長きにわたり寄せられな

かった。

　世上を騒がせるようになったのは、ここ１０年ほどだ。

　しかし警察庁は、拉致の実態を昭和５０年代前半に把握していた。

　その根拠と言うべき事例が石川県・久米裕さん拉致事件（１９７７年９月）と、富山

県アベック拉致未遂事件（１９７８年８月）である。



　久米裕さん拉致事件では現場近くの宿泊先で被疑者工作員が逮捕され、犯行の

一部始終を供述、乱数表などが押収された。

　富山の事件でも北朝鮮製の猿ぐつわや特殊手錠が遺留されていた。

　警察が工作員の供述と証拠物件多数を押さえたことは、明らかな事実である。

　昭和６３年には梶山静六・国家公安委員長（当時）が「昭和５３年以来の一連のア

ベック行方不明事犯は、恐らくは北朝鮮による拉致の疑いが濃厚でございます」と

国会で答弁した。

　この梶山発言をして政府が拉致問題を公認したとされるが、警察庁は事態を知っ

ていながら、１０年以上、だんまりを決め込んだのである。

　そうでなくとも、日本人拉致事件と工作船（不審船）についてはそれよりも早い段

階で、一部マスコミが報じていた。

　漁船を装う不審船が日本海をたびたび出没し、海上保安庁巡視船の追尾を凄ま

じい高速で振り切る。

　その前後に幾組ものアベックが海岸で失踪した――。

　昭和５９年頃と記憶するが、この件は高校生だった私ですら認識していたことだ。

　そのうえ決定的だったのが日向事件である。

　これは昭和５６年６月２４日、日本人拉致や自衛隊の情報収集に当たっていた北

朝鮮工作員が宮崎県日向市の海岸で連絡待ちをし、付近の旅館に潜伏したところ

を外国人登録法違反で検挙された事件。

　工作員は自らの活動と工作船の構造、性能などを警察に供述した。

　またこの事件を裏づけるように、取調を担当した宮崎県警の公安警察官が平成１

５年１２月、テレビ出演した。

　朝鮮語を理解する公安警察官は工作員と自らの手を針で刺し、傷口を重ね合わ

せ互いの血を混ぜ合わせる、要するに朝鮮流の義兄弟の契りを結ぶなど、被疑者

供述に関する生々しい証言を残した。

　警察、検察の取調と拘留は６ヵ月に及んだが、工作員はやがて国外退去となり、

それ以上の進展は見られなかった。

　現場の努力も空しく、拉致問題解決の糸口にはならなかったのである。

　一方の警察上層部はどうか。

　警察庁警備局長はテレビ局の取材に、「よく分からないので答えられない」と逃げ

の一手を決め込んだ。

　画面を見ていた私は、「いいかげんにしろ、この小役人め！」と思わず叫んでし

まった。

　そもそも、協力者獲得作業や本庁申報（都道府県警から警察庁に報告される警

備公安情報）を連日こと細かく収集、分析するのが警察庁警備局。

　左翼やカルト宗教団体の機関紙ですら都道府県警備部（警視庁は公安部）より送

付させるのだから、あれだけの大事件を知らぬはずがない。

　ましてや公安事件と本庁登録された協力者獲得作業（警察庁警備局の承認を受

けたスパイ工作）については、些細な動きでも警察庁に報告するのが警備公安警

察の常識。



　幾ら嘘をつこうとも、私の目を欺くことはできないのだ。

　放送ののち警察庁は国会対策に忙殺され、日向事件の広報に躍起となったが、

その周章狼狽ぶりは見るに耐えないものがあった。

　なお拉致問題を長らく隠蔽した警察庁は、日本にはスパイ防止法がない、政治家

が取り合わなかったと言い訳をする。

　無論、北朝鮮に籠絡され、身内を合弁企業に送り込み、拉致問題解決への取り

組みを妨害した売国政治家なぞ唾棄すべき輩だ。

　当たり前のことだが、外事警察はこういう諜報謀略活動（対日有害活動）の害悪

より国家国民を守るのがその本分である。

　現に公安幹部は警備任用科（警備専科。公安警察官を養成する教育課程。第４

回「公安警察官への登竜門　警備任用科」を参照）はおろか、訓示教養日（署員向

けに行われる集合教育。月に１回程度開催）などでも、その旨力説する。

　だが、上層部は平気な顔で言行不一致を働く。

　北朝鮮による執拗な不法行為への容疑解明を徹底して行い、世間に公表し、被

害の拡大を防ぐべきところを、まったく逆の対応を成した。

　拘束した工作員を拉致被害者奪還の取引材料にする策もあったのに、拱手傍観

を決め込んだ。

　とどのつまり、事件発生より何十年と経って腰を上げるのが、拉致問題に対する

外事警察のスタンス。

　何名かの工作員をＩＣＰＯ（国際刑事機構）に国際手配したが、そんなことは３０年

前の段階で行うべき措置である。

　北朝鮮に厳しい世論に便乗したところで、警察庁の不作為と欺瞞的対応は歴史

的事実として残るのだ。

　私は曲がったことばかりする警察上層部を、終生許さないだろう。

　それは元公安警察官として、否、ひとりの日本人として当然の思いかもしれない。

　と同時に、韓国で逮捕された工作員が日本人拉致を供述した際、任意性が確保

されていないとして取り合わなかった検察も歪んだ集団と見なす。

　畢竟、検察とは不正経理の告発を試みた高検幹部に濡れ衣を着せて逮捕し、利

権を守ろうとする司法機関にほかならない。

　今月上旬、東京地検特捜部は野党々首の秘書を政治資金規制法違反容疑で逮

捕したが（西松建設違法献金事件）、パーティ券を大量購入させた自民党国会議員

の立件には、なぜか消極的だ。

　時効を謳い文句にするが、これ以上バランスに欠けたことをすれば、国策捜査の

謗りを受けても仕方なかろう。

　ましてや「自民党側は立件できない」と口にした内閣官房副長官（先代の警察庁

長官殿？）なんて、「言語道断」だ。

　言語道断と言えば、この人物、平成１７年６月、当時の宮城知事浅野史郎氏が県

警の捜査用報償費の執行に疑念があるとして、その執行を停止した際、記者会見



で「警察活動は政治的中立性が担保されているのを知っているのか。～中略～警

察活動への介入そのもの。言語道断だと思う」と発言した。

　政治的中立性が担保されている警察のトップが、「政府高官」とも称される政権中

枢の官僚のトップに天下りするのも問題だが、２０人からの記者の前で言ったことを

「３人の秘書官と突き合せた結果、そういう発言はしなかったという記憶になった」と

のたまひ、そのくせ記憶にないということは、発言した可能性は否定できないので

すかと問われるや、「私の記憶が間違っていれば、それはそうなんですね」と答える。

　３０数年前、証人喚問で「記憶にございません」を連発した政商と何が違うという

のか。

　のみならず、公務員制度改革を推進すべき身でありながら工程表の策定を妨害

し、関連法案の骨抜きを目論み、官僚の代弁ばかりする。

　聞く話では、「天下りして何が悪い」と周囲に言い放ったとか。

　かような君側の奸、濁流官僚を登用した首相の見識も問われてしかるべし。

　漆○くん――。へたあ打ったな！？

　いや、これは失敬。天下の警察庁長官殿に、そんなことを言ってはいけません。

　保守マスコミに外事のエキスパートと激賞される漆○閣下を、温かく見守ってやり

ましょう。

　だってそうじゃないですか。閣下をはじめとする霞ヶ関の諸先生は旧ソ連の「赤い

貴族」と並び称される、とっても偉い方々。

　裏金をついばみ、外郭団体に天下りし、渡りを繰り返すのが本来のお仕事であっ

て、国政を顧みる余裕なぞ初めからありません。

　庶民を非正規雇用やワーキングプアに追い込み、青少年の教育の機会を奪い、

地域医療を崩壊させてまで集めた血税を思う存分、食いまくればいいんです。

　天下り先に週に１、２回新聞を読みに行くだけで現役世代の何倍も稼ぐ優雅な生

活を、今後もお楽しみください。

　まあ、そんな人たちが拉致問題解決に向けた社会的正義を発揮すること自体、

無理な話ですわ。

　同じ全体主義者である金正日同志には、むしろ親近感を持っているんでしょう。

　今月の結論――。保身的な能書きを垂れる前に、拉致被害者と国民に謝罪せん

か。この国賊どもめ！ 



第１３回　ヤミの警備公安警察のヤミ　裏金に関する覚え書き

　警備公安警察にまつわる問題を公安、警備、外事のセクションごとに述べたとこ

ろで、警察裏金問題について触れる。

　周知のとおり、この問題は警察の一大病理として世に知られるに至った。

　平成１６年、北海道警の捜査報償費不適切執行をはじめ愛媛、高知、宮城、福岡、

静岡など全国の警察で不正が明るみになった。

　裏金作りは各都道府県個別の問題でなく、警察庁を頂点とする組織全体の不正

であり、詐欺、横領、公文書偽造など犯罪の構成要件を満たす違法行為だ。

　そればかりか警察官一人ひとりの士気を下げ、職務遂行を妨げ、職場のなかに

拭いきれない疑心暗鬼を生み出した。

　言うなれば警察が抱える負の伝統であり、組織が揺らぐ元凶ともなっている。

　現に公安警察官当時の真田にも、不可思議な現象が起きていた。

　警察幹部の経験がなく、予算執行に携わる会計課員でもなかったが、職場の状

況や関係者の話、自身の体験から強い疑念を抱いたことは確かである。

　この認識を持つに至った経緯を、拙い筆ながら記してゆく。

　私が初めて不正経理の存在を耳にしたのは、警察学校を卒配して間もない藤枝

警察署地域課員の頃だった。

　まず一線署に赴任して気づいたのは、署員の多くが警察幹部を良く言わず、異口

同音に批判していた点だ。

　あそこの署長は捜査費を懐に入れているらしい、どうも女に貢いでいるようだ、先

月の超勤（超過勤務手当）が不自然に少なかった、またピンハネされたのかと――。

　しかし、私はこの話を信じなかった。

　「俺は国を守るために警察に入った。公安警察官になることが自分に課せられた

使命、こんな与太話に耳を貸すものか。どうせ上に対する僻みだろう」と、聞き流し

たのである。

　かつての真田も、歪んだ官僚機構の思考に凝り固まっていたということだろう。

　そののちの平成１２年春、私は念願の公安警察官となり、同じ藤枝署の警備課に

配置された。

　だが就任間もなく、不可解な現象に出くわす。

　月末に提出する超過勤務表（正規の勤務時間以外に従事した業務、時間帯、時

間数を記録する一覧表）を、課の上司が鉛筆書きにして出せと指示したゆえだ。

　地域警察ではペン書きにする超過勤務表をなぜ鉛筆書きにと思ったが、上司は

提出したその表を私の目の前で消しゴムを使い、改竄を始めた。

　これは、課員の勤務時間を意図的に削り取る行為であった。

　さらに、上司は旅費が振り込まれる銀行通帳を預けろと言ってきた。

　私がなぜ預けなければならないのかと問うに、「課のコーヒー代にする」と答えた。



　これには少なからず違和感を持ったが、公安警察官に成り立ての新人に断るす

べはない。

　仕方なく、通帳をこの上司に渡すことにした。

　それからしばらく経った夜、私はテレビのトーク番組を見た。

　仕事より戻って何気なくつけたテレビながら、この時のテーマは警察不祥事、思

わず画面を注視した。

　番組のなかで、警察では手当が振り込まれる通帳を上司が預かるようですが、本

当なのかと司会者が質問した。

　そこで警察官僚出身の国会議員Ｈは、苦し紛れにこう答える――。あれは職場の

コーヒー代です。

　私ははたと気づいた。

　「あ、上司が言ったセリフと同じだ。やはり……」

　さらに翌年、この件について署の刑事さんと話す機会があった。

　私の旅費の通帳を上司が持っているのですが、そちらはどうですかと何気なく尋

ねたのである。

　すると、刑事さんは「お前ら、まだそんなことやってるのか？　うちの課は大分前

から、毎月千円ずつ集めてるぞ」と、驚いた様子で答えた。

　そして、私はこのことを上司に伝えた。

　「刑事はコーヒー代をひとり千円ずつ徴収しているようです。この課は通帳をいつ

までも預かりっ放しですか」と。

　ところが翌日、上司は問題の通帳をおもむろに返却してきたのである。

　コーヒー代を名目にしつつも、私が出張でまとまった額の旅費を得るたびに夜の

街へと足を向けた上司。

　当時の通帳を眺めると、署の会計課より振り込まれる１万から数万円の旅費が毎

月引き落とされたこと、その都度預金額が０円に近くなっていたことが分かる。

　返却までの１年余にわたる被害額、締めて２０数万円。

　警備公安の先達ながら、通帳を質問の翌日に返却したのは部下に対するやまし

さがあったからだろう。

　さらに、警察の不正経理を巡る忘れられない記憶が脳裏に蘇える。捜査費書類

の偽造だ。

　警備課勤務となってしばらく経ったある日、警備課長がＡ４の紙２枚を渡してきた。

　いずれも「支払精算書」なる表書きがあり、ひとつが鉛筆書きされたもの、もう片

方が白紙だった。

　一目見て捜査協力者と接触したときに支払った捜査費の精算書のごときものと分

かったが、鉛筆書きされた書類を見るや、警備対象者とは思えない見知らぬ名前

があり、日時、場所も架空だった。

　この時、警備課長は「白紙の方を鉛筆で書いたとおり模写しろ。一字一句同じに



してくれ」と言い添えた。

　実のところ、警備課長が電話帳を広げて何事か書き込む姿を頻繁に目撃してい

たのだが、その理由がここで解けたのである。

　ほどなくして分かったが、この支払精算書とは捜査費執行に用いるもので、会計

検査や部内監査に備え、所属ごとに保管する。

　その支払事由（平たく言うと使い道）としては情報提供謝礼、接触時のコーヒー代、

本部や警察署の連絡電話代など。

　領収書を添付できない場合は「支払報告書」を添付する。

　補足すると、刑事、生安は捜査報償費と称する県費予算を多く消費するが、公安

警察の場合は警察庁が各県警に示達する国費の捜査費がその出所となっている。

　警備公安警察は警察庁の影響を最も強く受けるセクションであり、事実上の国家

警察であることが、この部分を見ても明らかだ。

　そして日常的な事務は警部クラスが従事し、会計検査や部内監査が近づくと次長

（副署長）がまとめ役となって、帳簿の点検を行う。

　譬えるなら、次長は○○警察屋の番頭といったとろか。

　聞くところでは書類の名称や形式、手続方法は刑事、生安部門を含めて全国一

律であり、静岡県警の警備公安部門もこの支払精算書を支出の根拠資料のひとつ

とする。

　そのほとんどが捜査の実態とかけ離れていることは、言うまでもない。

　近年、現場警察官を巻き込む手口も下火になりつつあると聞くが、くだんの組織

的偽造を職場で目の当たりにし、不正の片棒を担がされたのがこの真田である。

　やがて平成１３年の早春、国費捜査費にまつわる新しい予算項目ができた。

　簡単に言うと、これは当時の警察庁が新設した項目であり、その大方が１万円以

上である従来の支出、一般捜査費（例：公安警察に獲得された警備対象者、マルト

クの運営では交付額のほとんどが２万円）を補強する目的で加えられた。

　具体的には５千円以下のものを指し、物謝（協力者獲得作業などで渡す物品）や

飲食代、タクシー代などが該当する。

　専門用語でこれを「捜査諸雑費（諸雑費）」という。

　この際、警備課長より、「これからはひとり５千円の実費を前もって渡す。コンビニ

のレシートでも構わない、実務でもプライベートでもいいから領収書を持ってくるよう

に」と説明されたことを、いまも鮮明に覚えている。

　これ以降、私は領収書やレシートを幾度となく提出し、それにもとづく架空の「支

払伝票」を支払精算書ともども作成したのだが、一方で変らないことがあった。

　約束したはずの実費が新年度となっても下りてこず、自腹捜査を相も変わらず強

いられたことだ。

　内勤警察官は等しく経費を前払いでもらうという話もあるが、それは必ずしも正し

い情報とは言えない。

　例えば国費捜査費の運営について、私は関係者より次のような話を聞いた。



　「この課（藤枝署警備課）の捜査費は、額面上１０万円くらいだ。だが、実際は５万

を公安課にキックバックし、残りも半分程度を署の裏金に回す。実際に使えるのは、

月に２万か３万だよ」と。

　のみならず、残りの２万から３万円も左翼部門が行うマルトクの運営や協力者獲

得作業に費やされる。

　その煽りで、私は主担当業務だった右翼対策費を一度も受領できなかった。

　ちなみに、この現象は静岡県警にあって現在進行形のものらしく、関係者から捜

査費が渡されないとの声が未だに上がっている。

　くれ騙しは警備公安警察の常套手段ということだ。

　ところで、警察はなぜかくなる予算書類の偽造を行うのか。

　それを裏づけるような話を、職場の上司が私に投げかけた。

　「おい、Ｋ。警察にこんな言葉があるのを知ってるか。署長を３回やると家が建つ」

　これは警察部内の有名な格言であり、裏金問題が報道されるにつれ世に知られ

るようになった。

　怪訝に思った私に、上司は以下のごとく続けた。

　「警察の上の方なんてろくな奴はいない。建物だけで１億４千万の家を建てた元

公安課長がいるし、用もないのにセカンドハウスを建てた署長だって何人もいる。

退職金であんな家が建つわけがない」と。

　この上司によれば、俺はいい思いをするために署長になったんだと、平然と口に

する幹部がいたという。

　また、上司は歴代の警備部長のなかにこういう人物がいたと教えた――。「警備

公安の全斗煥」

　この全斗煥とは、昭和末頃、静岡県警警備部長として赴任にしたノンキャリア出

身の警察庁幹部である。

　つるっぱげの頭と厳めしい顔相、強硬な性格がくだんの元韓国大統領にそっくり

で、当時の新左翼機関紙も「警備公安の全斗煥、静岡に来たる！」と大見出しを載

せたらしい。

　そんな全斗煥だが、実は悪い癖があった。

　本部庁舎の目と鼻の先の繁華街、静岡市呉服町で夜な夜な飲み歩き、その飲み

代を国費捜査費より拠出させた。

　お陰で所属に回す捜査費が枯渇し、公安課の経理担当者は頭を悩ましたと。

　こういうこともあった。

　平成１２年７月、真田は九州・沖縄サミット警備に１ヵ月間出動したが、この時１１

万円余の旅費を受領した。

　ところがその直後、驚くべき話を中部地方の大規模警察署員より耳にする。

　くだんのサミット警備に出動した大規模署々員が、２万円しか旅費をもらえなかっ

たというのだ。

　近隣署の、それも同じ仕事、同じ勤務サイクルに就いた人たちにもかかわらず、１

０万近くの差額が生じるとは解せない。



　耳を疑う私に、署員は「うちの署長が寄越さないんですよ」と申し添えた。

　あの時の署員の沈痛な面持ちが、いまもまぶたにやきついて離れない。

　なお、この手の現象は日本中の警察で起きている。

　幹部が私物化する警察予算は一説に１００億円とも言われるが、これが組織的に

何十年と行われたとすれば、被害は天文学的数字となるだろう。

　仮に冤罪だとしても、多額の警察予算がどこかへ消えてしまったのは明らかな事

実だ。

　これに対して、現場警察官の裏金受益はあるのか。

　結論を言うと、それは存在する。

　ただし末端に回る裏金なぞ、微々たるものにすぎない。

　その代表格としては人事異動に伴う歓送迎会、暑気払いや新年会の補助がある。

　静岡県内の居酒屋はビール飲み放題で５千円が一般的なところだが、この種の

会にはひとり２、３千円の補助がついた。

　国費が豊富だった時代は全額支給されたと聞くが、この種の宴会が年３回催され

るとすれば、ひとり当たり１万円弱の裏金を１年で消費したことになる。

　また、私はガソリン代というものを受け取ったことがある。

　平成１２年のことだが、１回当りの金額は２千円、記憶に間違いなければ２、３度

受領した。

　公安警察官は押しなべて対象者の視察を行うが、その際、私有車を使わざるをえ

ないケースがある。

　この背景には捜査車両の不足があり、私も実務の半分程度をマイカーで実施し

た。

　要するにガソリン代は必要経費のひとつということだが、この小額補助も半年ほ

どで打ち切られた。

　これを年に３度受領できたとしても、私が手にした国費捜査費は年間で２万円に

届かなかったということである。

　一方で、真田が携った業務の支出を比べてみる。

　私は、東京への出張を年数回こなしていたが、当時の新幹線の料金は往復で１

万２千円ほど。

　しかしある時に上司より受領した金銭は、わずか２千円だった。

　これに対象者との飲食費が加わるのだから、相応の出血を覚悟しなければなら

ない。

　管内の右翼とも月に１、２回、酒食をともにしたが、当然ながら数千円から１万円

の出費を強いられた。

　意外と馬鹿にならないのが、携帯電話の料金。

　業務連絡や対象者との電話接触など、通話料が月額１万円を超えることも珍しく

なかったが、そのくせ所属長は官費で携帯を貸与される。

　なぜ分かるのかと言えば、署の幹部が携帯はどうしますかと伺うところを、偶然目



撃したからだ。

　そのうえ、職場には若い公安警察官が身銭を切って仕事をするのが当然という空

気があった。

　担当業務が本庁登録（警察庁に登録された協力者獲得作業など）されても、予算

を受領できないケースさえある。

　方面機動隊の訓練で用意するポカリスウェットの代金すら、確保するのにひと苦

労。

　こんなことが重なり、真田は月３万から５万円の自腹捜査を強いられた。

　しかし、この被害は小さい方だ。

　歴代の公安警察官のなかには、協力者獲得作業やマルトクの運営で月３０万円

ほどをつぎ込んだ方がいる。

　６人の左翼を獲得した練達の公安が、その輝かしい実績とは裏腹に日々のやりく

りに苦労していたのだ。

　仕事をするほど赤字になり、予算や給料で賄えずに借財が膨らむのだから、公務

員でありながら自転車操業の個人商店に近い。

　そればかりか金策に困り、銀行強盗や詐欺などを犯した公安警察官すらいた。

　つまるところ、現場の公安警察官が受け取る裏金はそのリスクを埋めるに至らな

い。

　収支のバランスを考えると持ち出しばかりが目立つうえに、訴訟や証人喚問に発

展しようものなら、容赦なく切り捨てられる。

　地域警察官の方が被害を受けない分だけ、恵まれているということだ。

　当時の私には、ほかにも憤懣を煽るものがあった。過重労働だ。

　平成１２年秋から翌年３月にかけて、真田は管内で発生したバラバラ殺人事件の

捜査本部に組み入れられたが、この時ばかりはとんでもない目に遭った。

　事案の重大さは言うに及ばず、実質的指揮官の捜査一課補佐・警部はひとりで

混乱し、昨日は大阪の電話会社に捜査関係事項照会書を置いてこいと言えば、今

日は現場の再見分をやるから手伝え、明日はタクシー回りをやれと言うことがコロ

コロ変る。

　専属の係を決めず、その時の気分で指示を出すからだ。

　その結果、月４５０時間の労働で休みは月に１日、当直明けでも夜の９時、１０時

まで働かせる捜査本部の仕事と警備公安の固有業務を抱え、私は青息吐息となっ

た。

　「第１１回　北海道洞爺湖サミット」で既述したとおり、警備出動で他の課員が迷惑

するのは事実だが、実は刑事も人のことは言えないのである。

　ちなみに、私は殺人事件捜査に従事した報酬として、およそ１２万円の超過勤務

手当を受領した。

　だが、この時の超過勤務時間はおよそ２００時間、時給に換算して６００円。

　片や当時の静岡労働基準監督署が定めた最低時給は約６７０円。

　これは明らかな労働基準法違反だ。



　そればかりか捜査本部が解散してなお、私は月８０時間前後の残業をこなし続け

た。

　ただし刑事や生活安全課の職員はそれ以上に劣悪な勤務環境にあり、署内には

重い病歴がある、もしくは急病で倒れた方が１０指を数えた。

　労働組合がないことを幸いに、勤務員を散々にこき使うのが警察という組織なの

だ。

　「上の奴らは何をやっているんだ。普段は偉そうなことを言っているが、署員が汗

水垂らして稼いだ手当を巻き上げ、実費を渡さず、異動のたびに何百万もの金を

持ち逃げするのか……。いいかげんにしろ、この悪代官どもめ！」

　警察幹部に対する憤怒が、体の奥より込み上げた。

　そんな思いを抱えていたある日、いつものように捜査費の帳簿をつける警備課長

が突然ペンを投げ出し、うめくように言った。

　「あー、馬鹿らしい。こんなもの、さっさと爆ぜればいい」

　さっさと爆ぜればいい──。この警部は自分が裏金処理に携わるのは馬鹿らし

い、こんな不正は早いところ暴露されればいいんだと、部下の前で公言したのだ。

　のみならず、警部は前記したガソリン代を私に手渡す際、「足りないだろうが、こ

れで勘弁してくれ」と言い添えた。

　誰が課長だろうと大差ないが、この人も苦労しているな、小額ながら工面してくれ

るだけでもありがたいことだ、あまり文句を言ったら申しわけないとの思いが私の胸

中に芽生えた。

　また、課長は支払精算書や支払伝票の多くを自ら作成していた。

　最近分かったが、これらの書類は警部補以下に作成させるのが警察社会の慣習

であり、警部自身が手がけることは希らしい。

　いまにして思えば、この課長は部下思いの幹部だったと思う。

　さらに裏金の存在を教えた上司は、警察を辞めて探偵事務所を開くと言いだした。

　なぜですかと問うに、「意地汚ねえ警察幹部の悪事を暴き、町中で吊るし上げて

やる。昔のドラマの『ハングマン』みたいにな」と答えた。

　そこで私も、「ハングマンとは面白いですね。ですが、『破れ傘刀舟　悪人狩り』も

悪くないですよ……。テメエら人間じゃねえ、たた斬ってやるッ！」と萬錦並みの甲

高い声を上げた。

　笑い話ながら、ここで分かるのは組織のなかで体制派と見なされる公安警察官も、

案外普通の人間の感情を持っていることだ。

　世論の批判を浴びる静岡空港について、あんな税金の無駄使いは許されぬと

言った公安警察官がおり、共産党への作業なんてもう意味がない、時代に即した

仕事をしなくてはダメだという意見も少なからず存在する。

　実感を言えば、彼らのうちの半分以上が警察に対する何らかの疑念を抱いてい

た。

　畢竟、警備公安の悪い部分は当事者が誰よりも知っているということだろう。



　それが平成１４年春になって、職場の風向きが変化する。

　警備部外事課よりひとりの昇任間もない警部が藤枝署警備課長として赴任した

からだ。

　現静岡県警外事課補佐のＳ警部である。

　電話が中心だったが、真田はＳに外事情報に関する報告を行っていた。

　当初の感触では私の仕事を評価する様子が窺え、いささかの期待を抱いたわけ

だが、それは早い段階で打ち砕かれる。

　そのきっかけとなったのは、同時期に赴任した署長を交えての歓迎会。

　この席上、真田は「署長から御祝儀をいただきました」と、参加者に激励金を紹介

した。

　これはＳとの打ち合わせに沿ったものだったが、しかし直後、Ｓは予想もしない言

葉を吐く。

　「君、いま御寸志って、言わなかった？」と。

　御寸志――。この言葉にはひとつの伏線があった。

　歓迎会の前、Ｓは目上の者が下賜するものが御祝儀、目下の者が差し出すもの

が寸志だ、寸志は御をつけないのだと署長に諭された。

　この使い分けは業種によって異なり、日本語上の原義と必ずしも一致しないよう

に思われるが、いずれにせよ、Ｓは自分が署長の忠実な僕であるとアピールしたの

である。

　だが、これは若い部下をダシに使った姑息な点数稼ぎにすぎない。

　のちにＳは、「あいつは（真田のこと）良く分かっている。あの時御祝儀って、言っ

てたもんなあ」と他の課員に漏らした。

私が署長の意図に沿った言い回しをしたと知りながら、わざと言葉をすり替えたの

だ。

　そもそも、Ｓは「署長」という言葉が大好きな官僚警察官である。

　部屋のなかでも「署長の指示では～」「署長が言うには～」を連発、回数を数えた

ところ少なくとも１日５回、多い時はこちらがカウントを諦めるほど口にした。

　ここだけ見ても、上ばかり見る小役人の典型と分かるだろう。

　さらに警衛警備の会場に指定された公共施設を実査した際のＳの言動は、まさに

噴飯ものだった。

　実査に参加した署長が何か言うなり、「さすがは署長！　署長ともなると、高所大

所から物をおっしゃるんですね！」と見えみえのゴマスリを吐いた。

　小役人ならではの態度に、こいつはとんでもない奴が来たと、嫌な気分になった

ものだ。

　Ｓの赴任で最も影響があったのは、他ならぬ支払精算書、支払伝票の偽造であ

る。

　平成１４年春から私の作成ペースは急上昇し、少なくとも週に２、３通、月１０部以

上の偽造に従事した。



　多い月で２０通、もしくはそれ以上の不正を働いたのだが、もちろんこれはＳの命

令で行った。

　なお、Ｓによる裏金作りには幾つかの特徴が見い出せる。

　そのひとつは支払精算書、支払伝票の作成量が階級に反比例する点だ。

　警備課内における作成部数は巡査長だった私が最も多く、次いで先輩の巡査長、

巡査部長、警部補の順。

　これにはＳ独自の持論がある。

　要約すると「警察は階級がすべてだ。上司の意見が絶対で、リスクは下の者が負

うべきだ」というもの。

　責任を末端に押しつける幹部にあるまじき発想だ。

　さらにＳが渡す支払精算書の下書きには、作業対象者の実名が記されていた。

　例えば私が担当した右翼の実名を使い、以前に提出した飲食店の領収書をもと

に支出実態のない精算を行う。

　右翼対策費を１円たりとも寄越さないくせにだ。

　そのうえ看過できないのは、Ｓが警備公安警察の常識を破ったこと。

　警備対象者の実名を明かさないのがあの世界の仁義であるのを、こともなげに

反故としたのだ。

　これには何らかの問題が起きても、実在の対象者の名を用いることで責任を逃れ

ようとするＳの作為があった。

　いざとなれば、真田の一存でやったことにするのだ。

　なお、不正流用の目的をはっきりとさせる投げかけがＳの口よりもたらされた。

　「君は捜査費の運営について反対の意見を持っているようだが、だからといって

署長が方々で招かれていることは知っているだろう？　いつも自腹で払っていたん

じゃ、誰だってたまんないよな？　そうは思わないか？」

　無理やり同意を求めるＳに、私は心の奥でつぶやいた。

　「たまんないよな……。それはこっちのセリフだ。酒にうつつを抜かし、公金を不正

に溜め込んで異動のたびに持ち逃げ、外郭団体にのうのうと天下りする。こんな輩

を擁護する一方、仕事に打ち込む者をサポートしないのか」と。

　湧き上がる怒りを抑えるのがやっとだったが、断われば何らかの報復を受けるの

は分かっている。

　不本意ながら、私は一連の偽造を退職する直前まで続けるほかなかった。

　そうこうするうちに、Ｓは真田に対する嫌がらせに励みだした。

　そのひとつとして、タバコ強制購入事件が思い浮かぶ。

　東京に出張する前日、Ｓは私に以下のごとく命じた。

　「お前はタバコを吸うんだろう？　明日藤枝市内でワンカートン買って、領収書を

持ってこい」

　その領収書は諸雑費の偽造に使われるということだが、私はすぐさま疑念を催し

た。

　「明日東京に行くことはこいつに報告したはずだ。帰りが夜になるのを分かってい



ながら、なぜそんなことを言うんだ？」

　そこで明日は東京に行かねばなりません、ほかの日ではダメですかと問うも、Ｓ

はどうしてもこの日の領収書が欲しいと言う。

　購入場所も藤枝市内でなければならないと、ゴリ押しする。

　コンビニのレシートでもいいかと訊ねても、ダメだの一点張りだった。

　補足すると、藤枝のような地方都市の場合、タバコ屋は夕方の６時前後に店を閉

める。

　ゆえに、東京への出張には大幅な時間的制約が加わることとなる。

　裏金作りと公安警察の情報収集活動のどちらが重要かは言うまでもないが、Ｓに

は前者の方が大事なのだ。

　そもそもＳはヘビースモーカーなのだから、タバコの領収書なぞ自分で調達すれ

ば済むだけのこと。実にふざけた話だ。

　参考までに、Ｓは金に対して非常に汚い警察官である。

　先述した管内右翼との飲食に関しても、「向うは年上なんだろ、だったらおごって

もらえよ」と言いつつ、担当である私に右翼対策費を渡さなかった。

　署長と自分の茶封筒（警部以上の幹部が着服する月ごとの小遣い）を確保せん

がために。

　譬えるなら、甲斐武田家にまつわる古書『甲陽軍鑑』に出てくる長坂釣閑斎のごと

き佞人だ。

　いま思い出しても怒りが込み上げるが、私は東京での仕事を接触者に平謝りして

切り上げ、大急ぎで新幹線に乗り、拳を震わせながら藤枝市内でタバコを購入した

のだった。

　Ｓの嫌がらせは経費の件に限らなかった。

　例えば、管内のある左翼の視察でのこと。

　在職当時、真田はその左翼について継続的な視察を行い、本人とメンバーの行

動パターンをある程度把握していた。

　差し支えのない範囲で言えば、メンバーは午後８時前後に左翼宅に集り、会合を

開き、１０時近くになると帰宅する。

　無論、このことは職場と本部公安課に逐一報告していたのである。

　そんないつもどおりの視察を行った夜、私は警備課長であるＳに携帯で状況を報

告し、視察を終了しますと伝えた。時計の針は９時５０分を指していた。

　ところがこの時、Ｓは思いもよらぬ暴言を吐いた。

　「何、帰るだと……。ウップ……。まだ１０時になってない。終ってねえだろッ！」と。

　携帯越しのくだを巻くような口調から、私はＳが官舎で晩酌をしていると気づいた。

　自分は酒を飲みながら部下を夜遅くに働かせ、労をねぎらうどころか陵辱を与え

る。

　本当に許せない陰険なケイビだが、酒癖が悪いのもＳの特徴ということである。



　のみならず、Ｓは市民団体関係者との接触についてとんでもない真似をしてくれ

た。

　簡単に説明すると、私は管内に住むこの関係者と定期的に接触していたのだが、

問題は関係者が精神疾患を抱えていることにあった。

　休職せざるをえないほど症状が悪化し、人と会うのが苦痛だと本人が申し出たた

めに、しばらく接触を控えることにした。

　Ｓが藤枝署警備課に赴任する前のことである。

　だが、事情を知らないＳはまたしても私に突っかかり、「この作業はどうなっている、

何で接触しないんだ！」と高圧的に詰問してきた。

　そこでこの方は病気です、症状が改善するまでしばらく様子を見るべきですと説

明したが、耳を貸さない。

　私が職務怠慢をしたがごとく、一方的に批判したのだ。

　そもそも対象者の嫌がることをしないのが協力者獲得作業の鉄則なのに、Ｓはそ

れを踏みにじった。

　猜疑心がきわめて強い性格に加え、自分が主導権を握ろうと必死になり、背伸び

をし、あらゆることを歪め、部下を育てるどころか妬む。

　管理職の資格なぞ初めからないのだ。

　行き着くところ、Ｓによる一連の行為は私に対するパワーハラスメントであると同

時に、警備公安警察に向けた威力業務妨害、公務執行妨害にほかならない。

　ほかにも書ききれないほどの嫌がらせを受けたが、私はＳが部下と幾度となく確

執を起した曰くつきの人物であることを知っている。

　まず伊豆の大仁署に勤務していた頃、若い警備課員と揉めた。

　私の退職時に入れ違いで配属された巡査長とも確執を起し、昇任したわけでもな

いのに翌年、他署へと異動させた。

　関係者によれば、原因はＳにあったという。

　そのうえ青雲の志を持つ若き公安警察官に自らのエゴを押しつけ、数々の嫌がら

せを働き、怨みを抱かせて退職に追い込んだ。

　結果、全国でも珍しい公安出身の告発者、真田左近が誕生したと。

　いずれにせよ、Ｓによる若者つぶしの被害者は少なく見積もっても３人はいるとい

うことだ。

　そんなＳ警部が、ますます調子に乗っているらしい。

　先般行われた年初検討会（警備公安警察が新年に催す協力者獲得作業の会議。

警備部の公安、右翼、外事の指導班が所轄警備課を呼びつけ、当年の作業目標

を個別確認）にて、何かに取り憑かれたように吠えまくったとのこと。

　これには下部組織である警備課員が猛反発し、同席した外事課長（前職）が慌て

てＳをたしなめる場面もあったという。

　こういう恥かしい本部補佐なぞ聞いたこともないが、ある方が言うには「一皮剥け

た」とのこと。

　ところで静岡のケイビのみなさん、Ｓが威張り散らす理由を御存知でしょうか。



　それはＳが大仁警察署員だった頃、公安課の年初検討会で左翼作業に関するき

ついお叱りを受けたからなんですね。

　「私は外事が専門なので、よく分かりません」と警部補（当時）にあるまじき子供の

言い訳をしたＳですが、これに公安課の警視が激昂し、「お前は出ていけッ！」と怒

鳴られてしまったわけです。

要するに、昔のトラウマが八つ当たりとなって現れているだけなんですな、これが。

　追伸、静岡県警が生んだ外事警察のスペシャリスト、Ｓ警部御自身もこの投稿を

御覧になっていることでしょう。

　いつもの貧乏揺すりをしながら、怒り心頭な様子で。

　それを見た本部の人たちが、陰でクスクス笑っているのも知らないで。

　まあ、周囲の視線なんて気にすることなく、汚濁にまみれた悪代官の道を思う存

分、堪能してくれたまえ──。タコ介警部殿！

　ところで警察を退職したのちの私は、静岡県内のある都市でひとりの老婦人に出

会った。

　警察改革を訴える辻説法での一場面だが、この老婦人は所属長を務めた元公安

警察官の妻だと名乗った。

　そこで真田は、私は御主人と同じくケイビの出身ですが、実を言うと不正経理の

お陰で迷惑しました、現場に経費を寄越さぬとはとんでもない話ですが、あの予算

はどこへ消えてしまったのでしょうか、上層部の姿勢が世に問われておりますねと、

素直な思いをぶつけたのである。

　すると、老婦人はかくのごとく答えた。

　「そうは言いますが、私たちは引越しが多く、子供の教育にも苦労したんです……。

少しくらい、いいじゃないですか」

　少しくらい、いいじゃないですか――。この言葉に、私は強い違和感を覚えた。

　老婦人の言うとおり、警察官は一定の期間が来ると他の所属に異動する。

　幹部の異動サイクルは短く、所属長級ともなると１年が相場だ。

　だがくだんの所属長はノンキャリア幹部であり、警察庁などへの１、２度の出向を

除けば県内異動ばかりである。

　その点に限れば日本中を動き回るキャリアの方が、負担があるとも言えよう。

　かく言う真田も、航空自衛官の頃は２年サイクルの全国異動を前提とする人事管

理を受けていた。

　手取り１５万円の安月給で、右も左も分からぬ千歳に赴任したわけだ。

　否、こんなのはまだマシな方だろう。

　派遣社員のなかには、手取り数万円で各地を転々とする人々がいる。

　目下の不況で派遣切りに遭い、困窮し、住むところを追われ、路上生活に転落す

るケースがあとを絶たない。

　それを思えば、くだんの元所属長夫妻は優遇さているのではないか。

　しかも老婦人のたたずまいより透かし見えたのは、警察幹部と身内にありがちな

罪の意識の薄さと厚かましさ、甘えだった。



　そもそも警察幹部は都合が悪くなると人情論に奔り、話をすり替え、弱者を装い、

最後は責任逃れをする。

　天下りに関しても公務員には失業手当がないと言い訳するが、その報酬は世間

の水準をはるかに上回る。

　退職金は民間と変りないと言うものの、これは中小企業のものを計上しておらず、

現実としては大企業の役員並みの額を手にする。

　ここでも警察お得意の手法、「数字のマジック」を駆使するわけだ。

　そうでなくとも日本は資本主義の国、個人事業主として起業する道もあるはずだ

が、それすらしない。

　不明朗会計で有名な交通安全協会や利権渦巻く遊戯業組合、警備会社にぶら

下がった方がローリスク、ハイリターンなセカンドライフというものを満喫できるから

だ。

　大体、特権意識がいつまでも抜けないのが警察上層部という人種。

　南日本の某県でこんな話がある。

　由緒正しきある禅宗に、ひとりの元警察官が入門した。

　この元警察官は外事課長を務めた幹部で最終階級は警視、第二の人生を僧とし

て送るべく得度した。

　そこまでは良かったが、ある時、仲間が托鉢に行きましょうと促すや、「私は警察

の所属長を務めた人間だ。そんなみっともないことはできない」とにべもなく断った

という。

　おいおい。これじゃ、仏に帰依した意味がないですよ。

　そんなことでは、インチキ坊主と言われても仕方ありませんな。外事課長殿！

　畢竟、老婦人には「御苦労は理解できますが、あなた方は恵まれている方です。

少しくらいいいじゃないですかでは現場は納得しないし、世間も許しませんよ」とや

んわり釘をさしたが、最近とみに思うことがある。

　それは人間が高邁な理想を掲げる生物である反面、利得に対してすこぶる脆弱

で、それがいかに反社会的な行為であろうとも、ひとたび甘い汁を吸うとその罠か

ら抜け出せないことだ。

　例えば、九州のある方からこのような話を伺った。

　警察官の夫を持つ友人がおり、家族ぐるみのつき合いがあった。

　この友人の夫、若い時分には「あんな不正、絶対に許さない。いつか暴露してや

る！」と警察の不正経理を語気鋭く批判していた。

　それが警部になったあたりから口をつぐみ、何も言わなくなった。

　のちに警視を務めて定年退職したが、いまでは高級車を乗り回す優雅な生活を

送り、いつの間にか交流が途絶えてしまったと──。

　旧友をないがしろにするとは人でなしもいいところだが、この事例から見えてくる

のは警察幹部の素晴らしき人生観である。

　若い時には組織の不条理に怒りを燃やすが、警察官僚機構のなかでそれなりの

地位に就き、いつしか自分も不正に手を染め、その恩恵を受ける身になった。



　「悪いことかもしれないが、いまさら厄介なことに首を突っ込んでもな。俺は警察

官として苦労したんだ。このくらいもらったって、構わないだろう」

　国中見渡しても、こんな考え方の奴ばっかりだ。

　またこれは警察幹部のキャリア、ノンキャリアを問わぬ普遍的性格と言えるだろう。

　道警の不正経理を告発し、警察の不条理を社会に訴え続ける市民の目フォーラ

ム北海道の原田宏二代表と同事務局の齋藤邦雄氏は、例外中の例外なのだ。

　ちなみに、警部という階級は警察社会における分水嶺と思われる。

　警部補の頃は周囲の評判が良かったものの、警部に昇任するなり手の平を返し

たように傲慢になる輩が警察社会で目につく。

　これは多くの警察官が口にすることである。

　新任警部の豹変には様々な理由があるにせよ、この階級を境に不正経理に深く

関与しだす点を見落とせない。

　もうひとつ、警部任用科の影響が無縁でないと思われる。

　これは全国の新任警部を警察大学（東京府中市。かつては中野区所在）に集め

る教育課程であり、刑法や刑訴法などの基礎コースに加え、刑事、生活安全、警備

公安の専門コースを出身部門ごとに履修する。現在の教育期間は約２ヵ月。

　この時、新任警部たちはあるセレモニーに臨場する。皇居における天皇陛下との

拝謁だ。

　誤解のないように言っておくが、真田は自らを臣民の端くれだと思っている。

　だが陛下に拝謁するなり俺は特別な人間だ、お前ら下々とは違うんだとの意識を

新任警部が持つとしたら、とんでもない心得違いだと指摘しておく。

　そもそも、彼らは警部という警察官僚機構での階級を昇任試験で手にしたにすぎ

ず、実務能力や人格が伴っているかはまた別の問題である。

　拝謁で人格が豹変する者は、警察幹部としての器量が備わっていないのだ。

　ましてや天皇家は時の権力者に利用され、翻弄され、虐待される歴史を歩まれた。

　古くは大伴や蘇我、藤原摂関家。源氏平家に足利、徳川。下って昭和天皇を担い

だ官僚軍人など。

　大半が忠節を尽くすと言いながら大王（おおきみ）の御心に背き、ないがしろにし、

民を虐げ、権門の栄華を恣にした国賊と言えなくもない。

　よって真田は陛下の権威を笠に着る警察幹部を、国賊と同類の「警賊」と見なす。

　ただし、警察幹部のすべてが警賊に当るわけではない。

　歪んだ組織のなかにも、それなりの倫理観を持った幹部が少数ながら存在する。

　その一例を紹介すると、数代前の藤枝警察署警備課長にまつわるエピソードが

ある。

　定年退職して久しいが、この警備課長は自身の再就職に際して組織の斡旋を良



しとせず、協力者獲得作業で培った人脈をもとに新しい職場を見つけた。

　管内の大物対象者を獲得した手腕ある元公安警察官で、お目にかかった時の印

象では気さくな好老爺だった。

　ここで注目すべきは、このＯＢが警察を退職する際の様子。

　就職先が見つかりもはや恐い物知らず、署長に支払清算書の偽造や業務に関す

る直言を繰り返し、上層部の不見識を喧嘩越しで糾弾した。

　告発こそしないが、数少ない気骨ある警備公安のひとりと言えよう。

　ある警察署長・警視正についてもこのような話がある。

　異動も迫った年度末、署長は警察の恒例行事とも言うべき事象に接した。

　一年かけて溜め込んだ裏金を、部下が差し出したのだ。

　普通ならニンマリするところだろうが、しかし署長は思いもよらぬ行動に出る。

　「そんなもの、受け取れるか！」と部下を一喝し、受領を拒んだ。

　そしてこの署長が異動したのち、署のロッカーや備品が一斉に新品となった――。

　静岡県警で語り草となっているこの大幹部は、いまから２０年ほど前の静岡中央

警察署長である。

　だが語り草となっているということは、ほとんどの所属長は裏金を受け取るという

意味になる。

　最近は裏金作りがやりにくくなった、退職した署長の家も昔ほど立派でないといっ

た話が漏れ伝わってくるが、旅費や超過勤務手当のピンハネ、外郭団体に絡む利

権など、嫌疑を抱かせるに充分なものが警察には未だ存在する。

　ガラス張りになったと見るのは、あまりに早計だ。

　否、警察の自浄能力など初めから期待できない。

　世間がどれだけ疑念を向けようと既得権にこだわり、いびつな教条で現場警察官

を縛り、閉鎖的なコルホーズ社会を頑なに維持するのは、上層部の作為あっての

こと。

　組織の矛盾を告発した警察職員、ＯＢを２４時間体制で監視する警備公安のス

トーカー行為、タイマルはその表れである。

　警備公安警察が社会的意義をとうの昔に失った左翼作業に血道を上げ、日本共

産党が二段階革命を企図する恐ろしい集団だとカルトティックに唱え、渋谷に集っ

たフリーター労組を転び公妨で逮捕し、見せかけのサミット警備を行い、北朝鮮に

よる日本人拉致を何十年と放置したのも、終局的には警察幹部の保身のためだ。

　取調における全面可視化を拒み、留置場を代用刑事施設として恒常的に運用す

るなど、先進国の警察とは思えない所業を働くのもそれと無縁でなかろう。

　言い換えれば、警察は見識ある幹部を踏みにじる集団だとも言える。

　彼らの意見に耳を貸すことなく、時代遅れなことばかりし、その結果として世の猛

烈な批判を浴びるようになった。

　失った信用を警察自身の手で回復することは、もはや不可能である。

　要するに、日本警察は末期症状を呈しているのだ。



　警察裏金と幹部の悪行については、さらにおぞましい事例がある。

　忌まわしく、身の毛もよだつような鬼畜が息づく桜の代紋を掲げた伏魔殿。

　「安心安全街づくり」などと言いながら陰で暴利を貪り、破廉恥に奔り、それに異を

唱える警察官を虫けらのごとく踏みにじる。

　警察官の自殺のなかには、暴虐なる幹部の被害によるものが存在する。

　恥ずかしながら、それが警察の実態なのだ。

　が、今回はこのくらいにしておこう。

　警備公安警察が世界に通用する情報機関に生まれ変るべく、抜本的改革に取り

組むのか。

　公金を平気で着服する上層部の不正を、根絶する気があるのか。

　Ｓ警部のような警賊を、今後ものさばらせておくのか否か。

　その辺をじっくりと見きわめながら、残りを出すかどうか決める。

　昔の左翼の大幹部ではないが、真田が平和的になるか、非平和的になるかは警

備公安警察の出方によるということ。

　そうです。これが本当の「敵の出方論」ですわ。



第１４回　警備・公安警察の黄昏 ある老警視の憂い

　平成１４年のある晩。警察組織に対する忸怩たる思いが募るなか、私はＪＲ藤枝

駅に近い和食処でささやかな宴に参加した。

　それは藤枝警察署の警備公安畑が集う親睦会らしきもので、参加者は１０名弱

だったと記憶する。

　この席上、最上級者の藤枝警察署長がある古歌を口ずさんだ。

　泪羅（べきら）の淵に波騒ぎ　巫山（ふざん）の雲は乱れ飛ぶ

　混濁の世にわれ立てば　義憤に燃えて血潮湧く

　権門上に奢れども　国を憂うる誠なし

　財閥富を誇れども　社稷（しゃしょく）を思う情（こころ）なし

　定年退職まで数ヵ月の老警視がしみじみと、昔を懐かしむように詠じたこの歌は

五・一五事件（１９３２年）の首謀者、三上卓が作った昭和維新の歌。青年日本の歌

ともいう。

　それにしても、署長はなぜこんなマニアックな歌を知っていたのか。

　本人曰く、警部補の頃に入校した関東管区警察学校（東京小平市）で、警備公安

の教官が講義の冒頭にテープを流し、師弟ともども唱和したというからだ。

　いまから３０数年前の話である。

　なお、座のなかでこの歌を知るのは署長と私のみだった。

　思いを分かち合う若い警備課員の存在がよほど嬉しかったのか、署長は満足げ

な笑みを浮かべ、静かにうなずくのだった。

　しかしこの時、私はある思いに駆られた。

　和やかに杯を傾ける署長だが、その真意は別のところにあるのではないか。

　もしかすると、警備公安警察の現状を憂いているのではないかと。

　先述したとおり、警備公安とはその権能を日ごと低下させた警察セクションである。

　実務に投入できる国費捜査費は低下の一途をたどり、私の感触では米ソ冷戦期

の４分の１、もしくはそれ以下にすぼんだ。

　組織も縮小し、公安課など本部所属で半分、所轄警備課で３分の２程度に落ち込

んだ。

　協力者獲得作業は低調をきわめ、共産党員を獲得したという話も２１世紀を迎え

た頃から聞かれなくなった。

　そればかりか、公安警察に取り込まれ済みの警備対象者、マルトクやマルハン

（一般協力者）の離脱が目立つようになっていた。

　警察庁警備局の承認を得た予算かヤミ手当なのかは別として、管内のマルトクと

の定期接触で１０万円を交付するケースは平成の初頭まで珍しくなかったが、いま



は交付額のことごとくが２万円。

　所属団体の情報を危険覚悟で入手するマルトクも、「おい、これだけか？」と弱り

顔で口にする。

　当然ながらモチベーションが下がり、活動に消極的となり、月１回の接触が２ヵ月

に１回、３ヵ月に１回と間延びする。

　そうこうするうちに自らが公安警察のスパイであることを倦み、疑問視し、もう勘弁

してくれと関係を解消する。

　真田は、そんな対象者を１度ならず目にした。

　そもそも、ひと昔前の公安警察官は、対象者の人相把握に余念がなかった。

　この代表的なアイテムが「面割りカード」と称する資料で、細長い厚紙に管内の左

翼対象者の顔写真と人定（名前や住所、生年月日）が書き込んである。

　これを頻繁にめくり、対象者の顔を覚えた。

　ところが所轄の面割りカードは全体に古ぼけており、２０年前の顔写真も当たり前

のように貼られている。

　公安課作業班（裏公安）のような専属ならまだしも、警備実施や災害対策、不法

滞在外国人の検挙などで多忙な所轄は面割りカードを作り替える余裕がない。

　要するに、公安警察の左翼対策は基礎の部分から崩れ始めたのだ。

　米ソ冷戦時代までの公安警察は、刑事など他セクションに対して優位にあったが、

いまやその面影はない。

　所轄警備課員は、協力者獲得作業を理由に当直勤務を断ることもあったが、そ

れができなくなった。

　現在では殺人事件の捜査本部に組み入れられたり、交通安全運動期間中は交

差点で警笛を吹いたり、留置人の護送に就かされる。

　県機（県警直轄の機動隊）隊員は、安保闘争の頃のような激しいデモに直面する

ことなく、出動してもセレモニー程度のことしかやらない。

　さらに悲惨なのは年配の公安警察官。

　かつての精鋭も５０をすぎるとロートル扱い、旬をすぎれば地域部門（交番などを

統括するセクション）などに転任させられる。

　本部から２０年ぶりに一線署へ赴任するも、多忙化した業務に馴染めない。

　若い部下から「何だあの係長。切符は切れないし、被害届も取れない。ぜんぜん

仕事できねえじゃん！」と揶揄される。人呼んで浦島太郎。

　警視庁のような大所帯は別として、静岡県警では珍しくない現象だ。

　もうお分かりだろう。相手組織、つまりはお客さんの衰退に伴って、警備・公安も

黄昏を迎えたのだ。　オオカミが来ると叫んでも、誰も本気にはしない。

　警備・公安が警察の花形とされる時代は終った。

　有り体にいえば、警備公安警察は斜陽産業なのだ。

　そんな思いが錯綜するなか、署長は杯を片手につぶやいた。

　「警察というところは底意地の悪い奴がいる。私も嫌な目に遭った……」

　警備部警備課に勤務していた平成１１年頃、署長は皇室関連行事のひとつであ



る植樹祭の警衛警備を担当したが、この際、上司の嫌がらせを受けた。

　その嫌がらせは酷いものだったらしく、一時は警察を辞めようと思ったほど。

　なお、この上司とは、静岡県警で有名な悪代官、Ｎである。

　定年退職して１０年ほどになるが、Ｎが災害対策課長だった当時、部下（記憶に

間違いなければ同課の巡査部長）が本部庁舎より身投げした。

　聞くところによれば、原因はＮによる虐めだったという。

　そして、真田はある感慨を持った――。署長の話はいまの俺にそっくり当てはま

ると。

　前回でも記したが、私は藤枝警察署警備課長、Ｓ警部のパワーハラスメントに

日々晒されていた。

　その歪んだ欲望は際限がなく、前途ある青年警察官に裏金作りの片棒を担がせ、

威力業務妨害とも言うべき手法で仕事を阻害し、人生を狂わせた。

　あの時の怨みは決して消えることはないが、官僚的思考を嫌い、形式にこだわら

ず合理性を好み、その割には署長の評価を受ける私をＳが妬んでいたということだ

ろう。

　参考までに、平成１４年５月から７月にかけて、Ｓは警察大学（東京府中市）の警

部任用科に入校したが、この間の私の業務は大いに捗った。

　警備対象者の新規把握や接触、資料業務（公安課資料係が統括する警備資料

の整備）がすいすい進み、本庁申報（警察庁警備局に速報する重要情報）が面白

いように量産できた。

　勤務員が５名から４名、ひとり減ったにもかかわらず、高いパフォーマンスを発揮

したわけだ。

　「警部補以下４人の方が仕事は捗る。人の邪魔ばかりする警部なんて、要らねえ

な！」

　真田がそんな実感を持ったのは、間違いないところである。

　ところで、警察在職中の私が不満を抱く要因がほかにもあった。

　神奈川県警を発端とする警察不祥事が平成１１年秋より世を賑わしたが、それと

比例するように住民からの苦情が殺到したことだ。

　この事態を受け、国家公安委員会は警察刷新会議を立ち上げたが（平成１２年３

月）、これは警察庁が頻発する警察不祥事の防止のために催した有識者会議であ

り、実質的には警察庁が主導した。

　具体的には監察制度の強化や情報公開の促進、警察評議会の設置を提言し、

全国警察に警察改革要綱なる４ヵ条を通達した。

　だが、警察刷新会議は不祥事を根絶するうえで何の役にも立たなかった。

　その名と異なり真新しさがなく、教条的で具体性に欠け、末端に責任を押しつけ

るのみ。

　警察最大の犯罪行為、裏金作りをやめさせなかったのだから、単なる看板のつけ

替えにすぎなかった。

　警察庁長官を務めた族議員、故後藤田正晴氏を顧問に据えた時点で、その欺瞞



的性格は明らかだが。

　そんなみぎり、全国警察が平成１２年に扱った要望苦情の相談件数が前年比倍

以上の７４万件に達したのである。

　その内容は多岐に及ぶも、私が携った事案のなかにこういうものがあった。

　「近所の車のアイドリングの音がうるさい。やめさせろ」

　「隣りの猫がうちの物置でおしっこをします。何とかしてください」

　「殺人光線が飛んでくる。助けてくれ！」

　およそ警察が対処すべきものとは思えない、低レベルな苦情である。

　ただ不可解だったのは、この手の話を持ち込む市民が、不祥事ばかり起す警察

に文句を言いながらも頼る点。

　私は利権に奔る警察幹部を国民の敵と見なすが、片や自分勝手な主張につき合

うことで限られた警察戦力を浪費するのも良しとしない。

　最後に泣くのは犯罪や事故に巻き込まれ、警察を真に必要とする市民である。

　また、この現象を助長したのがメディア。

　平成１２年当時、警察不祥事に関するニュースを大々的に流したが、その構造的

欠陥や体質に踏み込む報道は少なかった。

　ひどいものでは「近所の交番のお巡りさんが１１時半に昼ご飯を食べていた」とい

う新聞の投稿さえあった。

　この種の三文記事に反論することなく、抗議牽制を恐れて逃げ惑うばかりの警察

上層部は論外にしても、くだんの警察官が留置人の護送などの転用勤務を控えて

いた可能性に思いが至らなかったのか。

　さらにそのスタンスは、警察の不正経理に関する報道にもつながってゆく。

　継続的に採り上げるのはわずかな地方新聞か少数の月刊誌くらいで、大マスコミ

は概して及び腰。

　この傾向は私も実体験として持っており、静岡県警総務課で裏金問題が発覚した

平成１６年の秋から冬にかけて、地元のマスコミ複数に実情を説明したが、採り上

げたのは一部のメディアだけだった。

　「調査の結果、ほかに不適切な事例は見られなかった」と言った当時の静岡県警

本部長、Ｔ（平成２０年暮に食道癌で死亡）の記者会見を鵜呑みにし、私が虚言を

弄していると捉えた新聞記者さえいた。

　この背景には記者クラブ制度の弊害と、事件事故に関するトク落ちを恐れる取材

側の心理があり、取材を重ねる警察幹部にシンパシーを持つからだとの指摘もマ

スコミ関係者より耳にした。

　「僕は静岡県警本部長だったＭさんと知り合いです。あの人は外事警察出身で、

北朝鮮工作員の原発攻撃を描いた○○○の小説のネタを提供したみたいです。す

ごいですね！」と自慢げに話す新聞記者を目の当たりにしたのだから、その指摘は

間違っていないと思う。

　そのうえマスコミには商業主義という問題がある。

　これは彼らの宿命と言うべきもので、時々に売れる記事を書かなければ採算が

合わなくなるという意味。



　その証左として、新聞の主張は時勢とともにぶれている。

　例えば人権を売りにする新聞社が支那事変から太平洋戦争にかけて、「進め一

億火の玉だ」「断乎膺懲」といった好戦的なスローガンを紙面に踊らせた。

　戦後は一転して左翼陣営に好意的となり、全共闘学生を賛美したが、あさま山荘

事件と山岳ベース事件（連合赤軍活動家の男女１２名が、榛名山ほかの山岳拠点

にて同志に殺害された事件。１９７２年）ののちは、手の平を返すように批判した。

　２１世紀を迎える頃には右傾化、新米保守化が進み、２００３年のイラク戦争では

イラクが大量破壊兵器を保有していると決めつけたアメリカの尻馬に乗り、反フセイ

ンキャンペーンを繰り広げた。

　だが、かく言う真田も反省すべきところがある。

　警察在職中、もしくは退職よりしばらく、メディアを十把一絡に敵視していたことだ。

　「マスコミは警察の揚げ足取りに励むばかりで、何も分かっていない。弱者の味方

を装いながら、実際は国王、貴族、資本家に次ぐ第四権力だ」と憎んだのである。

　カルト宗教に見られるとおり、閉鎖的な空間に生きる者は外圧に晒されると頑な

になる。

　警備公安警察が弱小左翼セクトやフリーター労組を弾圧するのも、自分たちが

やってきた仕事が否定されることへの強迫観念があり、縮小した予算と人員をこれ

以上失いたくないという感情が働くからである。

　またこれは、敗色が濃くなるにつれ狂信的精神主義に傾いた旧軍将校と、似通っ

たメンタリズムだとも言える。

　要するに、私もその例外ではなかったということだ。

　そうこうするうちに、真田の不満は際限なく蓄積していった。

　内なる敵と外なる敵に苛まれ身動きが取れず、どうしようもない閉塞感と怒りが心

の奥底に燻る。

　日本警察に未来はあるまい、こんな組織は頼りにならないと考えるようになった。

　そんなみぎり、けん銃鉄庫の点検に赴いた私はつぶやいた。

　「けん銃か……。これであの野郎にぶっ放したら、面白いだろうな！」

　近年警察官のけん銃自殺が頻発しているが、それらのなかには上司によるパ

ワーハラスメントや虐めを苦にした例があったに違いない。

　黄泉に旅立った彼らの心うちは、およそ見当がつく。

　しかし、私は自ら命を絶とうとは思わなかった。

　それでは馬鹿げた組織の犠牲になるようなものだし、結果的にあの野郎と悪代官

どもを喜ばせてしまうからだ。

　あっ、お間違えなく。僕は誰にぶっ放そうと思ったとは言ってませんので。

　あくまで、あの野郎にですからね。あの野郎に（笑）。

　そして平成１５年３月５日晩、私はＪＲ藤枝駅前の居酒屋にて人事異動に伴う警

備課の送別会に出席した。



　どこにでもある内輪の宴席だったが、この時不快な光景を目にする。

　課長のＳが酒に酔いながら、異動する先輩にあれこれと説教を始めたのだ。

　またかタコ介の野郎、本当に酒癖が悪い奴だと思ったが、この日は当直明けで満

足に寝ておらず、断続的な眠気に見舞われた。

　頭がふらふらするところ、Ｓは一転、私に矛先を向ける。

　「何だ、それが上司に接する態度かッ！」

　補足すると、Ｓは私が当直明けの時にわざと宴会を入れる癖があった。

　若い警備課員が消耗する日を選んで行うこの手法、少なくとも３回はあったが、そ

のくせ自分が当直明けの時はいっさい開かない。

　要するに、内輪の酒の席ですら嫌がらせの材料に使ったのである。

　のみならず、Ｓは許せないひと言を口にしてくれた。

　細部は差し控えるが、私はある担当業務に関して、より重要な情報を入手できる

対象者を探していた。

　その作為が功を奏そうとしたところ、Ｓは私の見えざる努力を知る由もなく、物事

の上っ面だけを見て批判したのだ。

　途端、マグマのごとく湧き上がる憤怒。

　コップをつかむ手が震え、テーブルがカタカタと鳴る。

　尋常ならぬ様子に気づいたのか、隣にいた警備課員が「おい、Ｋ」と声をかけるや、

私は我に返った。

　ただし、場には何とも言い難い険悪な空気が漂った。

　ほどなくして送別会は解散となった。

　帰宅するなり、私は疲れた体を床に横たえたが、身に受けた屈辱で怒りが燃えた

ぎり寝つけない。

　目が冴えた私は、ひとりつぶやいた。

　「俺は警察に残るべきか……」

　意外に思われるかもしれないが、私は警察組織に優遇されていた。

　労働基準法に抵触する過重労働や捜査実費を渡されない不遇はあったものの、

超過勤務手当は平均より上、勤務評定も悪くなかった。

　歴代の署長には受けが良く、かつて藤枝警察署長を務め、公安警察官を養成す

る警備任用科（警備専科）の面接試験を行った公安課長など、目をかけてくれた幹

部は少なくない。

　昭和維新の歌を口ずさんだ署長もそのひとりだ。

　しかし、Ｓの嫌がらせは我慢の限界に達していた。

　「このまま警察に残ったら、俺はどうなる。心身に異常を来たして病を発するか。

それとも、怒りに任せて非合法な手段に訴えるか。ひょっとすると、前代未聞の警

察不祥事を起すかもしれない」

　そう考えるうちに、警備公安警察の矛盾が胸裏を行き交った。

　まず裏金。支払伝票の偽造を押しつけるくせに現場に捜査費を寄越さず、旅費を

ピンハネし、ほとんどの所属長が多額の血税を持ち逃げする。



　署の幹部が悪行に手を染めていただろうことは、すでに記したとおりだ。

　さらなる問題が、公安警察の惨状。

　綱領を改定し、天皇と自衛隊を認めた日本共産党がマルクス・レーニン主義にも

とづく暴力革命を企てている、世界同時革命を目論んでいる喚き、時代錯誤で底が

浅い教条をカルトティックに唱える。

　ゲリラ事件がゼロに近づいたというのに新左翼を極左暴力集団だと決めつけ、終

息して久しい労働事件がないと騒ぎ立て、安保闘争の頃と同じ発想でことに当たる。

　協力者獲得作業は尻つぼみで、マルトクの離脱があとを絶たない。

　発覚したら俺はこの町に住めなくなると、びくつきながら対象者と接触する左翼担

当。

　カルト宗教は恐ろしいと言いつつも、本部の専従班（特対班）は１個のみ。

　北朝鮮による拉致問題を数十年と棚上げし、外事警察へのシフトチェンジを怠っ

た。

　保秘防衛と叫ぶ割には、作業符号（公安警察が使う暗号）を半世紀と変えない。

　それどころか協力者獲得作業という職務はありません、作業班はありません、警

備資料（かつての「Ｆ」「ファイル」。警備対象者の活動歴などの記録）なんて知りま

せんと、何事にも虚言を弄する。

　決裁欄に記すひらがなのサインすら、１週間前に使っておきながら初めから存在

しないと嘘をつく。

　こんなことでは、味方に疑心暗鬼をもたらすだけだ。

　ましてや、国民のコンセンサスなぞ得られるわけがない。

　「旧態依然で世の実態にそぐわず、どこまでも内弁慶な官僚機構、警備公安警察。

あるのは保身と利権漁りのみ。社会的意義なんて、とっくになくなったな！」

　吐き捨てるように言った私は、公安警察を自ら志願した意味が失われたことを認

める以外になかった。

　夜更けの薄暗い部屋のなかで、Ｓ警部のある口癖が脳裏に浮かぶ。

　「文句のある人は、この部屋から出て行ってもらって構わない」

　そもそも、警察の人事とは官僚機構のなかでの一時的措置にすぎない。

　こちらが望んでＳの部下になったのでなく、呼び寄せられたのでもなく、ましてやＳ

に雇われたわけでもない。

　雇い主は、納税者たる国民である。

　これが分からぬＳは、官尊民卑の発想に凝り固まった警賊と言うほかないのだ。

　だが、良からぬ幹部はＳひとりに限らない。

　時代錯誤な閉鎖空間で裏金を貪り、部下を酷使し、搾取し、不祥事を隠蔽し、平

気で嘘をつき、保身に汲々とする幹部が蔓延するのが警察という世界だ。

　また、日本の警察は民主主義を守ると言いながら冤罪を平気ででっち上げるなど、

先進国の治安機関とは思えないことをする。

　窃盗被疑者に身に覚えのない余罪を押しつけ、被害届受理簿を２重運用して導



き出す犯罪検挙率。

　管理目標（警察のノルマ。努力目標ともいう）を埋めるための交通取締りが、対警

感情をいっそう悪化させる。

　この古く悪しき体質が市民の信用を失わせ、未解決事件の増加につながったの

は間違いないところだ。

　そればかりか、警察の歪んだ性格は身内にこそ現れる。

　現場警察官を労働基準法に著しく反した長時間勤務に就かせ、満足に休みを与

えず、捜査経費を渡さない。

　そのうえ上層部にとって不都合な者を不当な人事で応じ、供述の任意性を確保し

ない査問にかけ、タイマルと称する２４時間体制の監視、尾行に励む。

　いかなる功労者であろうと組織防衛、否、幹部の個人防衛のためなら懲戒免職に

さえ追い込む。

　はっきり言えば、北朝鮮と大差ない全体主義社会だ。

　「俺は警察の仕事が好きだ。警備か交番なら、抜群と言わないまでもある程度の

結果を残すことはできる。だが、あんな官僚組織に身を置いて何になる。嫌な思い

を抱えながら、何十年と勤務するのか……。そんなのは、真っ平御免だッ！」

　私は拳を叩きつけ、血を吐くように唸った。

　またこの時、織田信長が好んだという『敦盛』の一節が頭に浮かんだ――。人間

どうせ一度は死ぬ。

　言も愚かなことだが、人の命は無限ではない。有限である。

　ひとたび生を受けた時から宿命づけられるのが死であり、この法則からは何人た

りとも逃れられない。

　したがって自らの命というものを思う存分使い切らなければ、悔いが残る。

　大袈裟に見られるかもしれないが、これまた私の偽らざる心境だった。

　その一方で、私には警備課勤務となったあたりから切望することがあった。

　警備公安警察の改革だ。

　「官僚化し、凋落し、すっかり役立たずになった公安警察。だが北朝鮮や中国の

対日有害活動はやむところをしらず、同盟国であるはずのアメリカも陰でスパイ行

為に励んでいる。この手の不法行為を阻止するには、公安警察自身が近代的な情

報機関に生まれ変わらなければならない。さもないと国が滅びる！」

　これは、真田が治安や国防を見るうえでのいまなお変らぬスタンスである。

　ただし、私は何も持たざる若者にすぎなかった。

　警察を改革するといっても独力でできるはずがないし、現実には徒手空拳に近い。

　しかしながら、内部告発や改革を訴える動きが周囲に微塵もなかったゆえに（い

まとてあろうはずもないが）、己の理想を追い求めるなら警察を脱藩するほかな

かった。

　もちろん、退職すれば様々な苦難が待ち受けている。

　定期収入が絶たれるのだから、困窮するのは目に見えていた。



　そればかりか、相手は私を裏切り者と見なす公算が大きい。

　行き着くところ、構成員２６万を擁する日本警察（平成１５年当時）と敵対すること

になるだろう。

　だが、一方で気づくことがあった。

　自分には妻子がおらず、一族縁者に警察関係者がいない。

　しがらみが少なく、幾ばくかの自由裁量があるということだ。

　さらに、私には物書きになるという願望があった。

　「警察や自衛隊が抱える様々な矛盾を世に問い、抜本的改革に向けた狼煙を上

げる。自分なりの思いを歴史小説に綴り、不遇に泣く世の人々に多少なりとも勇気

を与えたい」

　警察の不条理に苦しめられるにつけ、この思いは膨らんでいった。

　片や私はひとつの道義的問題を意識した。

　警察の禄を食みながら物を言う――。これでは警察官として不適格者だとの烙印

を押されかねないし、批判を避けようとすれば思い切ったことが言えなくなる。

　否、それ以前に警察官には職務に専念する義務があり、二足の草鞋を履くことな

ぞできなかった。

　「いずれにせよ、これ以上欲の皮が突っ張った連中と同じ空気は吸えない。俺に

は俺の理想があるのだから。ここは潔く警察を辞めよう……。上等だ、タコ介。お前

が言うとおり、あの部屋から出てってやろうじゃねえか！」

　春まだ浅き夜気を窓越しに感じつつ、義憤に燃えたひとりの青年警察官。

　かくして真田の退職は、一晩のうちに決断した。

　まんじりともせず迎えた翌朝。いつもどおり出勤した私は職場の上司と面した。

　そこで早速、以下のように切り出した。

　「突然で恐縮ですが、警察を辞めさせていただきます。あんな奴の下ではもう働け

ません」

　刹那、困惑を露わにした上司。

　私とＳのあいだに確執があることを知る上司だったが、人事異動で課員がふたり

も抜けた直後とあって、心中穏やかでなかったのだろう。

　短気を起すな、課の実情が分かるのは俺とお前だけだ、俺を残して辞めるのかと

哀願にも似た口調となる。

　だが私は主張を続けた。

　「自分にはほかにやりたいことがあります。申しわけないですが、こればっかりは

譲れません」

　続いて１階に降り、藤枝警察署次長に相談を持ちかけた。

　「私は警察を辞めようと思います。理由はまず、課長のＳが暴虐すぎて仕事にな

らないこと。私は国家のあり方を自分なりに考えていますが、所詮、官僚機構の歯

車にすぎず、やれることは限られます。この際、若い頃からの夢である歴史作家に

転職させてください」

　これに対して次長は答えた。



　「実は私も外事課の課長補佐だった頃、上司に虐められた。公安課の経験しかな

く不慣れだった私を疎ましく思ったのだろう。あの時は警察を辞めようかと思った」

　警衛警備でＮに虐げられた署長と同様、次長もまた上司の嫌がらせに遭っていた

ということだが、私はこの問題が警察に広く見られる負の因習だと認識した。

　ひととおり話を聞いた次長は、歴史作家なら警察官を続けながらでもいいだろう

（現実には不可能だが）、ちょっと考え直してみたらどうだと申し向けた。

　この言葉により、退職願はいったん白紙に戻されたのである。

　だが、翌日になっても私の考えは変らなかった。

　こちらとて伊達や酔狂で退職を口にしたわけでなく、思いは強まるばかり。

　再び次長に相談し、警察に残る意思がない旨伝えた。

　この段階で次長は私の退職を認めたわけだが、怪訝に思ったのか、かくのごとく

訊ねた。

　「どうしても辞めるのか。組織に対して、何か不満があるんじゃないのか」

　いままで書き連ねたとおり、私は警察と警備公安の有様に深い憤りを覚えていた。

　しかしあると答えれば、警察官僚機構がいかなる仕打ちに出るか分からない。　

　そこで仕方なく、組織への不満はないと答えた。

　ただし、次長はひとつ釘をさすことを忘れなかった。

　「分かっていると思うが、公務員には守秘義務というものがある。辞めたあともつ

いて回るから、気をつけてくれ」

　確かにそうだろう。警察官は現職、元職を問わず職務で知りえたものを公にして

はならないと、地方公務員法などで定められている。

　それを意識する私が本投稿で伏せた情報とて、山ほどあるのだ。

　しかし一方、公務員には不正を告発する義務がある。

　守秘義務違反を楯にして裏金作りや違法捜査、不祥事の隠蔽を図る警察こそ、

このことを直視すべきなのだ。

　ともあれ、私の退職手続は始まった。

　年度末の慌しさのなか残務処理と業務の引き継ぎを行い、荷物をまとめる。

　この時、机の引き出しの開け閉めを横目で見られるなど、自分が早くも警備公安

の監視対象となったことに気づいた。

　そんな折り、１階の会計課脇の通路を通りかかった私は男性の甲高い声を聞い

た――。「馬鹿だな！」

　その声の主は次長だった。

　だが私はそれを気に止めることなく、心につぶやいた。

　「あゝ、何とでも言え。俺は俺の道を行くまでだ」

　なお次長と交わした歴史作家になるという約束は、拙著『蒼空の零　ソロモン征空

戦』（学習研究社）の出版により果したと思っている。

　平成１５年３月１２日。真田はこの付日をもって静岡県警察官の職を辞した。



　１４日にはひととおり身辺整理を終え、住み慣れた藤枝警察署を去ったのである。

　憤懣は積年のものながら実質的には一晩での決断、いまにして思えば少し性急

だった気もするが、当時の職場環境や私の精神状態、自らが志向する社会的役割

を踏まえると、やむをえない措置ではあった。

　なお、私は犯罪や不適切事案により懲戒免職になったわけではない。

　警察官の不祥事が多いからと頭ごなしに疑う向きもあるが、事実はここに書いた

とおりである。

　御期待にそぐえず、申しわけございません？

　ところで、私の退職に最も驚いたのは警備部公安課だった。

　実を言うと、公安課は私を本部勤務員として呼び寄せようとした節がある。

　「あいつを巡査部長の１次試験に受からせろ。２次試験はこちらで何とかする」と、

職場に連絡してきた幹部がいたらしい。

　１月の年初検討会（所轄が立てた協力者獲得作業の計画を警備部各課が確認し、

個別検討する会議。この場合は公安課指導班主催のもの）では、今年もよろしく頼

むと言われたばかり。

　それが何の前触れもなく辞めるというのだから、腑に落ちなかったのだろう。

　公安課からの電話が頻繁に鳴り、あれやこれやと詮索を始めた。

　そのうちのひとつ、公安課長自身の電話を偶然私が取るなり、何とも言えぬ気ま

ずさが漂った。

　他署に異動した方々にもしつこいくらい問い合わせがあったというから、その点に

ついては迷惑をかけたと思う。

　これと平行して、再就職の斡旋とおぼしき動きがあった。

　退職が決った直後、ある刑事さんが「政治家の秘書にならないか」と持ちかけた。

　数ヵ月のちだが、警備公安関係者も「お前、次の仕事決ったか。警備会社はどう

だ」と水を向けてきた。

　くだんの政治家が誰なのか聞かなかったが、この刑事さんの職務形態を考えると

保守系議員だろう。

　御存知のとおり、警備会社は警察の有力な天下り先。

　幾ばくかの親切心だったとしても、体のいい口封じであることに変りない。

　これらの話は、丁重にお断りした。

　日本警察との決別。

　憤激に身を震わせ、孤独に苛まれながらも手にした自由。

　籠のなかの鳥が青き大空に羽ばたくごとく。

　あの時のすがすがしい気分は、生涯忘れることはないだろう。

　ただ私は、警察を去るに当たって幾ばくかの気がかりを覚えた。

　同じ警備公安畑である署長の期待を、結果的に裏切ってしまったことである。

　定年退職を迎え、４０年に及ぶ警察人生に区切りをつける間際の出来事に、複雑



な心境を催しただろう老警視。

　署長室に出向いた時、眉間の皺に慙愧の色を濃くし、目を伏せたまま言葉を発し

なかった。

　傲慢無礼な組織に怒りを覚えての行動とはいえ、その表情を見るなり、私もまた

言葉を失った。

　そして現在。昭和維新の歌を聴くたびに、あの時の老警視の顔がほろ苦い思い

出を伴いまぶたに浮かぶ。 



第１５回　警備公安警察の再生　警察から分離・独立の「国家情報局」を！

　組織の不条理に苦しめられ、強い疑念を抱き、怒りに燃えて飛び出した警備公安

警察。

　静岡県警を去って６年、警察改革の狼煙を上げようと志した真田は、ひとり流れ

る月日の早さを感じている。

　だがこの間、私は多くのものを失った。

　定期収入が断たれ、生活は困窮を極めるなか自費出版を行い、無力感にさいな

まれた。

　私のもとを去った友人、知人もひとりやふたりでない。

　気づけば、しがない物書きに身をやつす日々を送っている。

　だが、この人生の選択は間違っていなかったと思う。

　「夢も希望もない警察に残ったとして何になる。生きながら魂の墓場に身を沈めて

いては、時を無駄にするだけだ。むしろ清々した」というのが、偽らざる心境である。

　その一方、様々な方との出会いがあった。

　報道、出版社関係者や政治家、各種市民団体の方々。右翼や左翼。数多くの市

井の人たち。そして、内部告発者を主とする全国の警察ＯＢ。

　警察の在りように憤りを覚えながらも、知らず知らずのうちに警備公安の論理に

縛られていた私は、これらの方々のお教えにより市民としての感覚を取り戻すこと

ができた。

　卒爾ながら、ここに感謝の意を申し上げたい。

　ところで、先日気になることを耳にした。

　ある他県の元公安警察官曰く、最近警察職員からの身の上相談が増え、困惑し

ているという。

　内容は様々ながら、署内の人間関係に疲れた、あんな組織はもう御免だ、退職し

たいとの訴えが多いらしい。

　なかには職場の不正経理や違法捜査を告発したい、支援してくれないかといった

相談もあるらしい。

　不祥事防止を大義名分とする自宅への家庭訪問など、現場に対する監視を日々

強める日本警察だが、これは旧態依然で抑圧的な組織の性格が強まったことを示

す現象だろう。

　またそれを裏打ちするように、警察官のけん銃自殺が増加している。

　この種の事案は２００６年頃より目立ち始め、栃木県警では同じ交番の警察官２

名がわずか２ヵ月のあいだに相次いで自殺し（益子交番連続けん銃自殺事件。２０

０７年１２月、２００８年２月）、今年も警視庁機動隊や新潟、福岡、香川などで立て

続けに発生した。

　のみならず、警察組織の不条理は殉職事案のなかにも見い出せる。

　その典型的な例が練馬踏切事件である。

　平成１９年 2月 6日、警視庁板橋署常盤台交番勤務の宮本邦彦巡査部長（当時



53歳）が駅ホーム近くの踏切に女性（当時 39歳）が侵入しているとの通報を受け、

いったんは女性を交番に保護したが、女性は隙を見て交番から逃げ出し、「死んで

やる」等と叫びながら再び踏切に侵入。

　同巡査部長がこれを救助しようとして女性をホーム下の退避スペースに押し込ん

だものの巡査部長自身は間に合わず、ときわ台駅を通過する急行電車にはねられ

て、病院で死亡した。

　当時の安倍晋三内閣総理大臣は、殉職した宮本警部を叙勲対象にするように指

示、同年 3月 1日正七位・旭日双光章授与された。

　同年 6月 16日には殉職警部を讃える記念碑「誠の碑」が常盤台交番に隣接する

当駅北口前に建てられた。

　さらに、宮本巡査部長の殉職は絵本になったり、テレビドラマになったりとマスコミ

と世論はこの事件を勇気ある警察官の行動によるものだと盛んに褒め称えた。

　だが、真田はひとり薄ら寒さを覚えた。

　「もし宮本部長が生き残り、女性が死んだらどうなったか。警察官が市民の命を守

らないとは何事だと、非難の嵐が吹き荒れただろう」と。

　宮本巡査部長の行為は、警察官職務執行法に基づく「保護」である。

　警察組織では、犯罪の検挙には目の色を変えて取り組むが、酔っぱらいの保護、

家出人の保護といった保護活動には消極的になりがちだ。

　実際に保護をめぐり警察の不手際が指摘された事例も多い。

　宮本巡査部長は、いったん保護した女性に逃げられている。

　そこに油断があったとみることもできる。

　保護活動に対する警察組織の消極性が、宮本巡査部長の職務執行に一瞬の油

断を生んだとしたら問題だろう。

　言うまでもないが、人間には生存本能というものがある。

　市民の命を守るべき警察官といえども、その命が失われていいという道理はない

はずだ。

　そう考えるうちに、静岡県警警察学校でのひとこまが脳裏に蘇えった。

　それは、教官が私を含む初任科生徒に殉職を戒めた時の光景だった。

　要約すると、この教官には同じ警察官の実弟がいたが、事故検分のさなか通行

車両と衝突し、不幸にも命を落とす。

　教官は実弟の亡骸を見て絶句し、警察官が殉職するのは間違っている、自分は

何があっても殉職すまいと心に誓った。

　教官の説くところ、正しかったと思うほかないが、片や練馬踏切事件における警

視庁幹部の言動はどうだったか。

　何故、殉職を防ぐことができなかったのか、幹部は保護活動にどんな指示をして

いたのかなど、事故の検証をおざなりにする傍ら、宮本巡査部長を「二階級特進」

という粉飾で祭り上げ、警部に昇進させた。

　当時の練馬署長はその「警察官魂」を見習えと署員に訓示し、テレビカメラの前で

も同様にのたまった。



　そればかりか記念碑の建立式典を手回しし、子供のコーラスまで演出する浅まし

さ。

　これは警察が殉職を戒める職務の基本を自ら踏みにじり、美談によって問題をす

り替える欺瞞であり、実のところ故人を冒涜する行為にほかならない。

　「警察官魂」は、どこかで「警察は正義の味方論」につながっている。

　ほどなくして、私の胸裏に次のごとき思いが渦巻いた。

　「何という仰々しさだ。これでは、戦時中の特攻と何も変らないじゃないか」と。

　太平洋戦争の悲劇としていまなお語り継がれる特攻だが、その問題を端的に示

す事例を挙げるなら、神風特別攻撃隊・敷島隊々長の関行男海軍大尉のエピソー

ドがある。

　日本の敗色が濃厚となった昭和１９年１０月、艦上爆撃機パイロットの関大尉は

台南練習航空隊からフィリピン中部のマバラカット基地に着任した。

　しかし間もなく、アメリカの機動部隊に対する体当たり攻撃の指揮を引き受けてく

れと上司に要請される。

　要請といっても所詮軍隊の命令、最終的に引き受けざるをえなかったが、その直

後、関大尉は居合わせた報道特派員にこう漏らしたという。

　「日本はもうおしまいだよ。僕なら敵母艦の飛行甲板に５０番（５００キロ爆弾）を

（急降下爆撃で）命中させる自信がある。どうして自分が選ばれたのか、分からな

い」

　生身の人間の苦悩が色濃く表れた言葉だが、そこには軍事的合理性が認められ

る。

　そもそも航空機は爆弾や砲弾のような鋼体でなく、体当りしたところで堅牢な米正

規空母の飛行甲板をぶち抜く運動エネルギーを得られない。

　威力から考えれば、急降下爆撃や水平爆撃の方がはるかに優れていた。

　海軍軍令部と現地航空艦隊司令部には敵空母の飛行甲板を一時的に使用不能

にする意図があったらしいが、たとえその目的を達したとしても、圧倒的戦力を誇る

敵艦隊を封じ込めることなぞできなかった。

　いずれにせよ、大和魂ではどうにもならなかったということである。

　そして昭和１９年１０月２５日、関大尉以下５機の敷島隊はスルアン島東北海上を

航行中の米艦隊目がけて突入、空母１、軽巡洋艦１隻を撃沈し、返らぬ人となった

（ただし撃沈したのは装甲が薄い護衛空母）。

　航空機特攻の先陣を切ったこの武勲により、関大尉は二階級特進して中佐となり、

軍神と崇められた。

　またこれ以降、特攻は陸海軍の常套戦術となってゆく。

　何ともやるせない話だが、見すごせないのは特攻隊を送り出した高級将校たち。

　「諸君らは生きながらにして神である。１億特攻の先駆けとなり、殉国の花と散れ。

無論、諸君らだけを死なせはしない。俺もあとから必ず行く！」と壇上でぶちながら、

戦後ものうのうと生きながらえた指揮官や参謀がどれだけいたことか。

　さらに気づくのは、死というものにリアリティを感じない人間がいまの世に溢れて



いること。

　自らを安全圏に置きながら精神論をがなり立て、部下を危険に晒す輩が昔から

警察組織にもいる。

　その典型が、現場を知らないキャリア警察官と現場の上級幹部たちだ。

　あの宮本巡査部長の殉職を賛美したこれらの警察幹部も特攻に熱狂した当時と

同じく、現場警察官の命を軽んじたのだ。

　私が宮本警部を巡査部長と書いたのは、以上の理由からである。

　理不尽のなか命を落とす現場警察官たちを見るにつけ、真田は警察がいよいよ

末期症状を迎えたとの見方を強めている。

　警察の禄を食んだ者のひとりとしてその苦衷を思わずにいられないが、しかし彼

らにはこう言っておかねばならない――。「警察官よ、甘えるな」と。

　いささか非情な発言ながら、かく考えるに至ったのにはわけがある。

　それは、顔見知りの警察官が語ったある元警察署長への評価にあった。

　実はこの元署長、静岡県警では出来の悪い幹部として名が通っており、平成１６

年秋には部下に不正経理や検挙実績を巡る圧力をかけ、虐待し、自殺へと追い

やった。

　自殺した警察官とわずかながら面識があり、その温厚な人柄を垣間見た私は激

しい怒りを覚えたの　だが、理解できなかったのは顔見知りの警察官の言動。

　くだんの悪代官を「奴は武士だ！」と激賞したのだ。

　あの人は強い意志を持った署長だ、それに比べて亡くなった○○さんは弱すぎる

と続ける顔見知りに、あんな人殺しのどこが武士ですか、それを言うなら武士の風

上にもおけぬではありませんかと問い返すも、あきれ返った次第である。

　だがこの時、私は大方の警察官が歪んだ職場に憤りを覚えつつもその職場にし

がみつき、閉鎖的発想から抜け出せず、いかがわしい幹部を庇ってしまう点に気づ

いた。

　ドメスティックバイオレンスを警察に申告しておきながら「お願い、あの人を捕まえ

ないで！」と泣き叫ぶ被害者のようなもので、その供述は猫の目のように変化する。

　せいぜい頑張っても匿名ネット掲示板に空想科学小説と銘打ち、愚痴を書き散ら

す程度。

　初めから自分たちの職場を改善しようとする意志がなく、何事も他力本願で、上

層部と同じく安全圏から物を言っている。

　そんな調子だから、愛媛県警の不正経理を現職で告発した仙波敏郎巡査部長

（当時）のあとに続く者が現れない。

　やれ家族がいるだの住宅ローンが残っているだの、再就職に差し障るというのは、

官僚機構にぶら下がる側の言いわけにすぎないのだ。

　ところで、本稿の主題である警備公安警察は今後どうなるのか。

　いままで記したとおり、私が体験した公安警察は時代遅れで世の需要に応えられ



ず、裏金にまみれ、予算と人員の確保に汲々とする小役人の世界だった。

　なかんずく静岡のような地方では弱体化が著しく、その能力も日を追って衰退し

ている。

　いままでの流れを考えると、ジリ貧になっていくのは確かだ。

　一方、公安警察が強大な謀略機関とする声は巷に根強い。

　現に警視庁公安部は転び公妨（公安警察官がデモの際にわざと転倒し、公務執

行妨害を演出する行為。昨年１０月、渋谷にて発生したフリーター労組公妨執行妨

害事件がこの典型）や中身の伴わない労働事件の検挙に血道を上げるが、その狙

いは人員、予算の維持にある。

　冤罪だろうが不起訴になろうが、公安事件を自らの手でクリエートし、適度に花火

を打ち上げなければ生き延びられないということだ。

　とどのつまり、公安警察は外事部門や反グローバル団体の監視にシフトチェンジ

しつつ、日本共産党と新左翼セクトを米ソ冷戦時代そのままに敵と見なし、内弁慶

な性格をいっそう強めながら組織の温存を図っていくだろう。

　そんな警備公安警察に怒りを覚えるより、むしろ辟易とする私だが、最近になって

ある思いに駆られる。

　公安警察がいつまで経っても進歩しないのは、日本社会の旧態依然さが無縁で

なかろうという感触だ。

　まず我が国の政治を眺めると、与党自民党は政策立案能力に欠け、法案の８割

方は官僚が用意する。

　自民党国会議員の３割程度が身内の選挙区を受け継いだ世襲議員であり、近年

の総理大臣は２世ばかり。

　霞ヶ関官僚は２００兆円とも言われる特別会計を抱え込み、独立行政法人を後生

大事に温め、採算の合わない道路やハコモノ作りに奔走、恥かしげもなく天下る。

　補正予算の執行に基金を設けるのは、金の流れを分かりにくくする国営マネーロ

ンダリングを行なうためだろう。

　さらに酷いのが司法。

　かつての死刑囚は受刑者同士で俳句を詠み合うなど一定の交流があったが、現

在は日常のほとんどを独房ですごし、昭和３０年代、数日前に本人に知らせた死刑

執行も当日の朝でなければ通告しなくなった。

　警察・検察は被疑者の自白を強要し、起訴した事件の９９パーセント以上が有罪

となる。

　西松建設違法献金事件で明らかなように、検察の国策捜査は２１世紀を迎えた

いまも猛威を振るう。

　単純明快を旨とする裁判員制度の導入を絡めると、冤罪事件の増加が懸念され

る。

　もちろん、警察とて例外でない。

　警察庁は被疑者取調における録画、いわゆる可視化に前向きだとアピールする

が、実際は署名、捺印の場面を映すだけの茶番劇。



　このシステムを全面導入したアメリカの刑事も当初は反対したらしいが、いざ取り

組むなり「公判で紛糾しなくなった。こんなにいいものはない」と喜んでいる。

　にもかかわらず、日本の警察は警務課長（警察署内の総務人事、留置業務を所

掌する課長）に取調べを監視させる２度手間を惜しまない。

　警察は、窃盗被疑者にとって身に覚えのない余罪の追加、すなわち検挙率の粉

飾決算が破綻すると戦々恐々なのだろう。

　そればかりか、警察の非民主的性格は内部にこそ現れる。

　先進国の警察にはほぼ一様に労働組合があり、イギリスやオランダの警察官は

処遇改善を求めてデモを行うが、警察庁はその設立を拒んでいる。

　ストライキ防止を主な理由としているが、そんなことは団結権か団体交渉権まで

に限定すれば解決できる問題であり、治安職公務員に課せられる政治的中立も特

定の政党に加盟しなければ保たれる。

　つまるところ、警察が労組設立に消極的なのは上層部の特権を守りたいがため

だ。

　さらに組織の不正を内部告発する、もしくはその動向が見える警察官は監察の査

問や警備公安による２４時間体制の監視、タイマルに晒されるが、これは明らかな

人権侵害行為である。

　そのうえ、警察幹部は問題が起きるたびにトカゲの尻尾切りを行う。

　いかなる功績者であろうとも、組織に不都合と見なされれば懲戒免職か依願退職

に追い込まれる。

　この手の事象は警備公安警察に限らず、元北海道警警部・稲葉圭昭氏の覚醒剤

使用、けん銃不法所持事件（２００２年７月）は道警生活安全部による違法捜査の

スケープゴートにされた面があると聞く。

　明石歩道橋圧死事件（２００１年７月）では花火大会における雑踏警備に携った明

石警察署地域官が業務上過失致死傷罪に問われたが、警備本部長である明石署

長は処分されなかった。

あの志布志事件においても、被疑者に家族の名を記した紙を踏ませた警部補が特

別国家公務員暴行陵虐罪で在宅起訴され、減給ののち依願退職したものの、捜査

を主導した志布志警察署長は何の処分を受けることなく定年退職し、退職金は規

定どおり支払われた。

捜査二課班長も本部長の口頭による厳重注意にとどまるなど、鹿児島県警幹部に

対する処分はごく軽いものに終った。

　警察がこんな調子では、国民の人権なぞ守られるはずがなかろう。

　それでは、我が国の民主主義はなぜ他の先進国に比べて見劣りするのか。

　様々な要素が絡むにせよ、その根本的原因は日本人が民主主義というものを自

ら打ち立てた経験がないからだと思う。

　明治２２年、政府は大日本帝国憲法を発布し、翌年に第１回帝国議会を開催した

が、これは薩長藩閥が立憲君主政を布くドイツを模倣し、上意下達に設けた。

　戦後生まれの日本国憲法は普通選挙の施行や思想信条の自由、表現の自由な



ど長所こそあるものの、原案の審議に１０日を費やしたのみ、実質的にはＧＨＱ（連

合国軍総司令部）の命令で策定された。

　さらに、我が国は法理上サンフランシスコ平和条約の調印（１９５２年）により独立

したとされるが、米軍は未だ国内各地に駐留している。

　防衛省は思いやり予算と称する莫大な税金をつぎ込み、米軍の基地移転問題で

少なくとも数千億、一説に２兆円が費やされる。

　参考までに、私は航空自衛官だった頃、沖縄の嘉手納基地を見学したことがある。

　基地の一角には瀟洒な下士官住宅が建ち並び、乗馬クラブやテニスコートが目

にも鮮やかな緑のなか、合衆国南部のプランテーションを彷彿とさせる貴族的なた

たずまいを見せていた。

　あの時ばかりは、この国の支配者が誰なのかを思い知らされた次第である。

　片や経済に目を転じると、サブプライムローン問題に端を発する世界同時不況が

国民生活を直撃している。

　経済の疲弊を示すニュースが連日茶の間に流れているが、不景気の風は随分前

から吹きすさんでいた。

　警察改革を訴える活動を始めた５年前、私は静岡県内の商店街がかつての賑い

を失い、赤錆びたシャッター通りと化したのを目の当たりにした。

　グローバル企業の役員収入はわずか３年で倍増し、株式をひと月程度しか保有

しない外国人投資家への配当が大幅に増えたというのに、倒産した商店や事業所

は数知れず、道行く人も生活が苦しくなったと口々に言う。

　マスコミがつい最近まで流した「いざなぎ景気を超える好景気」というフレーズが、

真っ赤な嘘だと認識したわけだ。

　なお、この現象は中産階級主体の社会が崩壊したことを意味し、少子高齢化と社

会保障制度の動揺、医療崩壊、教育水準の低下を加速させた。

　霞ヶ関官僚による放漫財政のお陰で国債残高は８００兆円を越えたが、これを放

置すれば財務省はインフレ政策を執るほかなくなる。

　もしかすると、敗戦直後の日本や米国との軍拡競争に敗れたソ連と同じく、悪性

インフレを伴う国家崩壊を招くかもしれない。

　要するにアメリカの金融資本と軍民複合体、これに結託する国内の親米保守派

がかけ替えのない祖国をぶっ壊したのである。

冷戦の集結で存在理由が薄らぎ、官僚化が著しく、死に体となった警備公安警察。

譬えるなら白蟻に食い尽くされた木造家屋、彼らが従来の姿勢を変えない限り倒

壊するほかない。

だが、真田は日本にもしっかりとした情報機関が必要だと一貫して思い続けている。

そして、公安警察再建に向けた要点を以下のごとく頭に描く。

１　警備公安警察の分離独立



２　外事部門中心の組織改編と対象国の見直し

３　対外諜報能力の向上を期した人材登用

４　警察労組の結成と警察を取り締る機関の設立

５　言論には言論で戦う

　早速、１の警備公安警察の分離独立を説明する。

　再三申し上げたとおり、日本警察は不正経理をはじめとする腐敗がきわまり、内

向きな抑圧体質を日ごと強めている。

　この淀みを清らかにするには、明治から数えて百有余年の歴史を根底から見直

し、思いきった組織改革に取り組まねばならない。

　その方策として、まず警察を刑事・生安・地域警察と交通警察（国土交通省の傘

下に置く）、公安警察に３分割する。

　巷間噂されるように、警備公安は刑事部門と良好な関係にないが、その背景に

は互いの役柄の違いがある。

　刑事は警備出動で負担を感じ、警備公安は凶悪事件捜査や振り込め詐欺防止

キャンペーンに借り出されて迷惑しているのが本音だろう。

　ならば両者は袂を分かち、円満離婚すべきだ。

　その方が指揮系統も簡潔になり、刑事は刑事の、警備公安は警備公安の任務に

集中できるに違いない。

　なお、くだんの新しき公安警察には便宜上「国家情報局」という仮称をつける。

　規模は現在の半分以下の３千人程度とし、職員の身分は国家公務員とする。

　組織のトップである国家情報局長官には霞ヶ関官僚でない人物、可能であれば

情報機関での経験や知識のある者が望ましい。

　さらに国家情報局職員には長官や教官、顧問で６０歳、その他職員に５０歳の在

職制限を設ける。

　この方針には若手中心の構成とすることで組織を活性化し、浄化する狙いがある。

　と同時に、国家情報局は能力給を積極的に取り入れる。

　２０代職員であっても、功績さえあれば２千万円の年収を手にすることができる。

　なぜなら国家情報局の任務は大なり小なりの危険を伴うものであり、お気楽公務

員と異質なシビアな世界となるからだ。

　もちろん、職員に万が一のことあれば国家が遺族の補償を行い、任務の内容は

伏せるとも最大級の受勲顕彰を施す。

　桜の代紋をつけた某組織が得意とするトカゲの尻尾切りは、当然やらない。

　補足すると、国家情報局は捜査権を残すのなら警察の一種ということになるが、

かつての陸軍中野学校やＣＩＡのような軍隊機構に再編する手も考えられる。

　この場合、軍隊に準じた階級呼称となるだろう（例：所属長級の警視→国家情報

局中佐、警部→国家情報局大尉）。

　さらに現在の警備公安警察のセクションである警衛警護、警備実施、災害対策部



門は情報機関としての任務と合致しない面があるため、組み入れない。

　機動隊も直轄運営する必要はないが、テロ発生時、あるいはその発生が懸念さ

れる時点で指揮権を行使する。

　必要に応じて軍隊や警察を指揮するＣＩＡと同じ方式だ。

ただそうなると、国家情報局の主職務は公安調査庁のそれと代り映えがないゆえ、

合併の可能性が出てくる。

　しかし公安調査庁は警察以上にモラルが低い集団であり、平成１９年６月には同

庁の元長官が朝鮮総連中央本部の土地、建物を巡る詐欺の容疑で東京地検特捜

部に検挙された。

　したがって、合併には慎重を要するだろう。

　次に、２の外事部門中心の組織改編と対象国の見直しについて。

　「第１２回　日本人拉致を隠ぺいした警察庁　矛盾だらけの外事警察」で触れたと

おり、外事部門は警備公安警察の重要セクションでありながら、左翼部門の陰に隠

れる亜流の存在に甘んじてきた。

　アメリカ同時多発テロ（２００１年９月１１日）の発生により強化されたというが、ア

ルカイダの活動家を自ら発見、検挙したことはなきに等しく、北朝鮮による拉致問

題も何十年と放置した。

　これは絶対に看過できない問題である。

　この解決方法として、国家情報局の人員、予算の３分の２を外事部門に振り向け、

同時に左翼担当作業班（裏公安）は３分の１程度に縮小し、折りを見て全廃する。

　ただし、カルト宗教団体を監視する特対班は脆弱すぎるため（例：静岡県警公安

課の専従作業班は１個のみ）、幾ばくか強化する必要があるだろう。

　以上の要件をまとめると、各セクションの戦力配分は外事７：左翼１：右翼１：特対

１くらいが適切と考える。

　ただし、人員と予算を増やすだけで外事部門は充実しない。

さらに重要なことは、戦略の転換である。

そもそも外事警察がいう対象国とは、極東における共産主義国家の北朝鮮と中国、

旧共産主義国であるロシアの３つで、あとはイスラムテロ組織が該当する。

　だが、日本は世界中の諜報機関が暗躍するスパイ天国であり、同盟国であるアメ

リカも諜報謀略活動（対日有害活動）に余念がない。

　その被害たるや多岐に及び、概要をつかむことさえ容易でないが、一例を挙げる

とアザデガン油田採掘権問題がある。

　これは日本政府・企業体がイランと交わしたアザデガン油田の採掘契約に対して、

アメリカ外交筋が横槍を入れた事件。

　米国には核開発疑惑が取り沙汰されるイランを封じ込めようとの狙いがあったが、

片や７５パーセントとされた日本の参加権益は１０パーセントに落ち込んだ（２００６

年１０月）。

　石油資源に恵まれない我が国にとって、これは痛恨事である。

　ちなみに、フランスやドイツがイラク戦争とその後の治安活動に参加しなかったの



は、フセイン大統領（当時）との間に石油利権があったからだと言われる。

　オバマ政権が誕生したとはいえ、その世界戦略に劇的な変化がないとすれば、

政府と外事部門はアメリカ合衆国こそ対象国とすべきだ。

　もちろん、米国に半世紀以上支配される我が国の現実からして、無理だと考える

読者は多いだろう。

　しかれども、被害を軽減する手立てがないわけではない。

　例えば航空自衛隊が、次期主力戦闘機に目論むアメリカの新鋭機、［Ｆ‐２２］に

関する問題がある。

　ステレス性能がずば抜けた［Ｆ‐２２］ながら、１機当り１３０億とも２００億とも言わ

れる高額機、米政府は目下の財政難により調達中止を決めた。

　防衛省はこの機を是非配備したいと宗主国にすがりついているが、［Ｆ‐２２］以外

にも候補となりうる戦闘機が存在することを忘れたのか。

　米と英豪が共同開発中の［Ｆ‐３５］がその一例ながら、必ずしも西側の戦闘機に

こだわる必要はない。

　ロシアの新型ミグやスホーイは１機３０億円台かそれ以下、電子装置を換装して

もリーズナブルなこと　このうえなく、性能とて空自の要撃戦闘機［Ｆ‐１５］より優れ

ている。

　第２次世界大戦では精強なドイツ軍と鎬を削り、戦後も米国と宇宙開発を競った

ロシアの軍事技術は、日本人が考える以上に優秀なのだ。

　このことは航空自衛隊も認識しており、１０年ほど前からロシア空軍にパイロット

を派遣し、少数の実機を輸入したと聞くが、逼迫する国庫を顧みると有意義な買い

物になるかもしれない。

　ただそうなれば、米国は日本政府に圧力をかけてくるだろう。

　そんなものは無視して構わないが、あるいはこう言ってやるのも一興。

　「分かりました。ロシアの戦闘機は買いません。その代わり在日米軍への思いや

り予算は、打ち切りとします。よろしいですね」

　ゆとり教育の信奉者あたりには理解しかねるだろうが、こういう外交折衝は世界

の国々でごく当り前に交わされている。

　続いて３、対外諜報能力の向上を期した人材登用について。

　すでに取り上げたが、公安警察官は各都道府県警が採用した警察官のなかから

ピックアップされ、警備任用科（警備専科）と称する独自の教育課程を経たのちに

就務する決まりとなっている。

　真田のように公安警察を志願する者は少数派で、大方が警察学校での成績優良

者だ。

　ところが、ここにひとつの落とし穴がある。

　そもそも警察組織とは上意下達な空論が罷り通るところ、合理性や生産性を無視

し、異論を認めず、画一的で世間と乖離した論理を追い求める。

　それは公安警察官の服装を見ただけでも明らかであり、彼らのほとんどが黒っぽ



いスーツに耳回りを短くした頭髪など、判を捺したごとき格好をしている。

　さらに「日本共産党の基本的性格」をはじめとする時代錯誤な教条を丸暗記し、

北朝鮮の学習組のごとき内向きな思想教育で組織の結束を図る。

　イスラム原理主義ならぬ公安原理主義のお陰で、協力者獲得作業は下火となっ

たのだ。

　ここで要点３の結論を言うと、新しき情報機関・国家情報局は主たる活動の場を

国内から海外に移し、それに見合った要員を育成する。

　無論、いまの公安警察がそんな能力を持ち合わせていようはずがない。

　警備公安警察は発足当初から防諜を任務とする組織であり、アメリカを守るため

の反共防波堤の役割しか担ってこなかったからだ。

　外事部門の場合、ロシアや中国の日本大使館に少数の要員を派遣しているが、

いままで述べたような旧弊に囚われており、やっていることはＣＩＡや英国のＭＩ６（軍

事情報部第６課）に比べるとままごとに等しい。

　しかし、問題解決の手立てがまったくないわけではない。

　語学研修の強化は当然としても、商社あたりへ３年程度出向し、最低限の専門技

術を習得したうえで石油採掘プロジェクト、ダム建設などに参加する。

　海外青年協力隊に紛れ込むのも悪くない。

　否、もっと現実的なのは現役の商社マンを採用することだ。

　すでに外国語を身につけているし、現地の実情に明るく、交渉の経験も豊富だろ

うから諜報員としての養成の手間が省ける。

　海外出張が多い技師、大学教授、ジャーナリスト、傭兵もこれに類するだろう。

　あるいは、外国人を現地採用する手がある。

　日本人が持ちえない地縁、血縁の利をフル活用してもらうのも悪くないし、レート

の安い開発途上国なら経費の節減につながる。

　この際右翼、左翼も積極的にスカウトすべきだ。

　例えば海外で勇名を馳せ、のちに逮捕、収監された新左活動家に恩赦を与え、

中東へ派遣する。

　その目的は対日感情の向上とテロや邦人に対する犯罪の防止、そして円滑な工

業、エネルギー資源の調達。

　特使でもロビイストでもいい、培った人脈を駆使して日本のために働いてもらうの

だ。

　行き着くところ、これらの方策は人材を現状の外事警察より広範囲な分野から集

め、できるだけ多くの国々に配置し、日本の国益に供する意味を持つ。

　本来は外務省の仕事ながら彼らもまた堕落した官僚集団、この際ＣＩＡが得意とす

る対外工作を国家情報局の手で行うのである。

　おっと、拙いまずい。こんなことばかり言ってると、ケイビの偉い人たちが怒りだす

かもしれません。

　「民間人をスカウトするだと？　何を言うか！　警察の純血を汚すな！」とか、「バ

カモーン！　左翼や外国人に、そんなことをさせるのか！　国の安全を何と心得



る！」と罵声を浴びられそうです。

　しかし、先生方は御存知ですかねえ。

　僕が言った情報員の登用は、古今幾つも存在するのですよ。

　例えば、旧日本陸軍の小野田寛郎少尉を御覧あれ。

　小野田少尉は遊撃戦を専門とする残置諜者としてフィリピンのルバング島に籠り、

終戦から３０年近く米・フィリピン軍と戦い続けましたが、もともとは海外で活動する

諜報員になるために陸軍中野学校の門を叩いたといいます。

　ここで注目すべきは、陸軍に召集される前の経歴。

　小野田少尉は元商社マンであり、太平洋戦争勃発の頃まで上海や武漢などでビ

ジネスに従事していました。

　当然ながら中国語に堪能で、当時としては貴重な自動車運転免許の取得者、そ

のうえ社交界で浮名を流す無類のモボだった。

　武道の心得もあったというから、絵に描いたようなスパイです。

　つけ加えると、戦時中の日本は外国人スパイを抱えていました。

　スペインには対米英諜報組織「ＴＯ機関」の設立者、ベラスコという人物がおり、

南北アメリカ大陸に配置したスパイを駆使して枢軸側に情報を提供したようです。

　ガチガチの官僚軍人が集う大本営（「ホンチョウ」とかいう某警察の総本山にそっ

くり？）に握りつぶされてしまいましたが、米軍のガダルカナル島侵攻（１９４２年８

月）を事前に通報したといいます。

　あるいは清王朝の流れを汲む「男装の麗人」、川島芳子が中国大陸の特務機関

で活動した例がありますし。

　そうでなくとも、諜報員の現地採用は外国情報機関の常識です。

　我が国にはＣＩＡの日本人活動家が少なからずいますし、大っぴらに公募までして

るくらいですから。

ケイビの先生方へ――。島国根性丸出しの精神論を振りかざしたところで、どうに

もなりませんなあ！

　ところで、公安警察再生に向けた方策を実施するには様々な妨害が予想される。

　その筆頭は霞ヶ関官僚、取り分け警察上層部だろう。

　言うも愚かなことだが、朝鮮労働党幹部と肩を並べる全体主義集団、警察庁幹部

が自らの利権を縮小させかねない公安警察の分離独立を認めるわけがなく、まし

てや既存の方針を１８０度変える度胸なぞあろうはずもない。

　そこで要点４、警察労組の結成と警察を取り締る機関の設立が不可避となる。

　警察労組の必要性は既述したので省略するが、不正経理や冤罪事件、不適切な

職務執行を連日のごとく惹起させる警察に対して、国民の多くは強い疑念を持つに

至った。

　公安委員会なんて役に立たない、警察を取り締る機関が欲しいとの声が上がり

始めたのも事実。

　この世論を反映させるために、真田は「警察監視委員会」の創設を提言する。

　これは警察や官僚出身でない市民、具体的には弁護士や税理士、知識人などで



構成され、委員の任期は２年から３年、国民の選挙により就任する。

　同時に警察の傀儡と化した公安委員会を廃止し、この機関に代替する。

　無論、国家情報局も警察監視委員会のチェックを受けるということだ。

　これに併せて、警察幹部と全公務員を対象とした「不正経理・天下り禁止法」を成

立させる。

　その骨子は、

・独立行政法人や省庁の外郭団体、一般企業に組織の斡旋を受けて天下った、あ

るいは渡りを行った公務員は警察監視委員会の監査を受ける。

・所有財産の原資が出身官庁の給与や退職金、独自の経済活動による利潤など

合法的な資産だと証明できなければ、公金の私的流用と見なして接収する。

・このうち詐欺や横領、背任など刑事罰に該当するものは、警察監視委員会による

訴追を受ける。ただし不法に得た資産を全額申告し、国庫に返納すれば訴追を免

れる。

・さらに当該公務員は特別法廷による裁判を受け、有罪と認定されれば有期刑に

服する。特に悪質な者は無期懲役、死刑も辞さない。

・本法の時効は被疑者が死亡した時点で適用する。

　いかがですか、キャリアの皆様。

　裏金作りや天下り、違法捜査など、あなた方が行なった罪は国民にとって容認で

きるものではありません。

　官僚組織を利用した積年の悪行を、必ずや償ってもらいます。

　さもなくば、民衆の蜂起も将来起こりうるということですな（笑）。

　それでは最後の要点、５の言論には言論で戦うについて。

　再三取り上げたとおり、ソ連の崩壊から２０年近く経過した現代社会において、公

安警察が最大の敵とした左翼は衰退の一途をたどった。

　全共闘時代のエネルギーはすでになく、高齢化が進み、激しいデモや労働争議、

ゲリラ事件は著しく減少した。

　一方の右翼も民族主義者と言える活動家は少なくなり、理論武装を怠り、金銭ば

かりに執着する「右翼屋」が増えた。

　近年では中身のない愛国論を匿名掲示板で吠えまくるネット右翼や、カルトティッ

クな願望を唱える新保守主義者が目につくが、ここで気づくのは、彼らが従来の親

米路線か反米を執るかで意見が割れ始めた点。

　と同時に、新左翼にもこの種の変化が表れだした。

　例えば、太平洋戦争時の大東亜共栄圏を再評価したうえで、アメリカ金融資本に

よる経済侵略を防ぐためにアジア諸国は結束すべきだの声が一部にある。

　日本はグローバリゼーションに染まるのでなく、民族資本を育てなければだめだ

と説く元過激派もいる。

　「日帝粉砕！」一辺倒だったかつての面影は、いまやない。

　ロシアとの北方領土問題について、「外務省は千島・樺太交換条約にもとづき、



千島列島全部の返還を要求すべきだ」とテレビでコメントした共産党の国会議員に

は、正直なところ驚かされた。

　これらの事象より見えてくるものは、反共親米で物事を論じるのはもはや時代錯

誤であり、右翼、左翼という政治的判別自体、意味を失ったこと。

　イデオロギーの時代なんてとうの昔に終ったのだ。

　これ対して、警備公安警察はどうか。

　彼らはどこまでも内向きで旧態依然、官僚化が進み社会の変化に適応できない。

　人員と予算を守るのに四苦八苦し、それが脅かされると見るや針小棒大な手法

で公安事件を捏造する。

　すでに公然の秘密となった協力者獲得作業や警備資料、作業符号（警備公安の

暗号）を存在しないと偽る。

　いまさらないと言っても、誰が信じるのか。

　どうせ大した仕事はしていないのだから、この際、視察対象団体と公開討論をす

べきだ。

　協力者獲得作業の存在を認めてその必要性を訴え、作業符号もその必要性に言

及しつつ、３ヵ月に１回程度組み替える。

　対象団体と言論で戦い、時代にそぐわなくなった業務を廃止し、国民の同意を得

たうえで活動の主力を海外に移せばいいじゃないか。

　このくらいのことをしなければ、公安警察に明日はないということだ。

　まあ、いまのケイビに改革を行うエネルギーが残されているかは、微妙ですがね

え。

　最後に、私はかつての職場の若人に向けてかく言いたい――。青年警察官よ、

人としての勇気を持て。

　汚辱に満ちた警察官僚機構を正すのは総理大臣でなければ国家公安委員長で

もなく、ましてや警察庁長官でもない。貴官らをおいて誰がいるのか。

　警察を自分たちの手で解放せよ。さもないと諸官は救われない。

　もし自ら命を絶とうとする者がいるとしたら、絶対にやめろ。

　あんな下らない組織のために死んで何になる。

　死ぬのは国賊どもに一太刀浴びせてからでもいいじゃないか。

　悩みがあるのなら、信頼できる警察ＯＢか弁護士に相談せよ。

　ひとり悶々とするよりも、非番か週休に街に出て警察改革の必要性を訴えたらど

うか。

　労働組合設置に向けた署名活動でもいい、ホームページやブログを立ち上げる

のも悪くない。

　現職で無理だというなら、転職して活動するのもひとつの方法だろう。

　どんな形でも構わない、まずは一人ひとりが声を上げることだ。

　畢竟、私が本投稿に取り組んで１年の月日が経ちました。



　見苦しい点など多々あったかと存じますが、おつき合いいただいた読者の皆様に

は厚くお礼申し上げます。

　またこの場を設けていただき、アドバイスを賜った市民の目フォーラム北海道の

原田宏二代表と事務局の齋藤邦雄氏に、感謝の意を呈します。

　御精読ありがとうございました。 


